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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

1．建学の精神「〈和〉のこころ」、教育方針「音楽芸術の研鑽」「人間形成」 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）は、建学の精神を「〈和〉のこころ」と定め、教

育方針として「音楽芸術の研鑽」と「人間形成」を掲げている。 

本学の前身である武蔵野音楽学校（以下「本校」という）は、昭和 4(1929)年、当時の東

京府北豊島郡練馬町南羽澤（現在の東京都練馬区羽沢）で各種学校として呱々の声をあげ

た。その後、昭和 7(1932)年に専門学校として認可され、昭和 18(1943)年には教員無試験

検定取扱い許可学校に指定された。そして昭和 24(1949)年、新制大学としては我が国で初

めての音楽大学として設置が認可され、昭和 26(1951)年、学校法人への組織変更を経て、

現在に至っている。 

創立者の福井直秋は西洋音楽の美に深く感動し、この音楽美の探究には、西洋の歴史、

文化そして思想を含む「音楽」そのものに対する正しい理解が不可欠であると確信した。

それまで、すでに師範学校等で音楽教育に携わっていた創立者は、「音楽芸術の研鑽」と教

養に裏付けられた「人間形成」とは、互いに相高めあうものであるとの強い信念を持った

が、当時はそのような理想的な音楽教育を実践する場は、極めて稀であった。 

本校の開設は、音楽教育に優れた実績を持ち、また、音楽に関わる著作も多かった創立

者に、本校の設立を強く懇請した音楽を志望する生徒たち、創立者の教育に寄せる情熱に

共感する教職員、さらには、計画の具現化を願い開設資金や物資の準備等、物心両面にわ

たり無私の協力を惜しまなかった親類縁者や善意ある人々の、強い「〈和〉のこころ」によ

り極めて短期間のうちに現実のものとなった。 

創立時には、生徒たちが率先して、校地の選定から校名や校章の決定、さらには校舎建

設用地の整地に至るまで深く関わり、協力を惜しまなかったと記録されており、創立者は

「〈和〉のこころ」こそが、この困難な計画達成への原動力であるとの信念から、これを建

学の精神と定めた。 

この建学の精神は、学生同士、教員同士、職員同士のみならず、学生、教員、職員相互

の強い信頼関係の内に根付き、本学が折々に直面した艱難辛苦を克服し、発展し続けてき

た基礎となり、90 余年に及ぶ校史の中で現在に至るまで脈々と受継がれている。多様性や

個性が尊重され、重視される現代の社会では、自分の人生を貫く考え方、生き方、すなわ

ち個性、アイデンティティーが何であるか、どうあるべきかについて、しっかりと考え、

かつ実践して、自分の中に培い確立していくことが大切であり、同時に、他人の個性や価

値観をも尊重し、これを受入れる努力や包容力、また、そこから学ぶ謙虚な心も兼ね備わ

る必要がある。この協調性、協働性こそが、建学の精神「〈和〉のこころ」に直に通じるも

のであり、この精神は、「個々人の自立」と表裏一体となって捉えられるべきものである。

本学の学生には、他者を尊重し、協調しながらも、自立して問題提起や解決ができる、こ

ころある「音楽人」になってもらいたいと考えている。 

また、創立者は、本学に勤務する者全員が、等しく、直接・間接に教育の充実・向上に

携わるべきであるとの強い思いを抱き続け、その思いは現在もなお教職協働の精神として

学内に広く深く定着している。このことは、「武蔵野音楽学園就業規則」にも表れており、

例えば、第 3 条に、「職員」という一つの呼称のもとで、教育職員、事務職員、技術職員、

労務職員（現在は採用していない）に分類している。さらに、第 16 条に、勤務に関する一
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般心得として、「職員は、法令に基づき、法人の定める規則、規程及び経営、教育方針を遵

守し、同僚相助け、上司の命令に従い、職務の遂行に専念しなければならない。」と規定し

ている。 

本自己点検評価書においては、便宜上、教育職員を「教員」、事務職員及び技術職員を

「職員」と記述する。 

本学の教育方針は、上述のとおり「音楽芸術の研鑽」「人間形成」を掲げているが、詳し

くは、「3．個性・特色」の項で後述することとする。 

 

2．使命・目的 

学校法人武蔵野音楽学園は、「教育基本法、学校教育法及び私立学校法に従い、更にこの

法人の建学の精神である「〈和〉のこころ」並びに教育方針である「音楽芸術の研鑽」と「人

間形成」に基づいて教育を行ない、社会の要請に応えうる人格豊かな人材を育成し、我が

国の文化芸術の振興に寄与すること」を目的としている。（「武蔵野音楽学園寄附行為」第

3 条） 

これに則り、本学は、「建学の精神「〈和〉のこころ」を尊重し、教育方針である「音楽

芸術の研鑽」と「人間形成」に基づき、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教

授研究して、知的、道徳的及びその応用的能力を発展させ、併せて本大学の学園生活の規

範として「3P 主義：礼儀(Propriety)、清潔(Purity)、時間厳守(Punctuality)」を実践する

ことにより、社会の要請に応えうる人格豊かな人材を育成し、もって我が国の文化芸術の

振興に寄与すること」を使命・目的とする旨を冒頭に謳っている。（「武蔵野音楽大学学則」

第 1 条） 

また、武蔵野音楽大学大学院（以下「大学院」という）は、「本学の教育方針である「音

楽芸術の研鑽」と「人間形成」に基づき、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を

究め、文化芸術の進展に寄与すること」を目的とする旨、同様に謳っている。（「武蔵野音

楽大学大学院学則」第 1 条） 

 

3．個性・特色 

A．音楽芸術の研鑽 

「音楽芸術の研鑽」には、音楽の技術的修練のみならず、知性と感性を共に練磨し、真

の芸術としての音楽美を探究することが必須である。 

このような視点から、学生の音楽的創造力、思考力、表現力を育成すること、さらには、

音楽の研鑽の厳しさをよく理解し、それぞれの道を目指して真摯に音楽に取組む学修意欲

を十分に引き出すこと等が必要とされ、そのためには、大学として編成する教育課程での

学修のみならず、オーディション、コンクールへの挑戦や、コンサートへの出演等の実践

活動への積極的な取組みを奨励し、加えて、校外学修等の音楽活動の実体験を積ませるこ

とも不可欠である。 

本学では、演奏家を志す者はもとより、作曲家、教育者、研究者、文化芸術活動等の企

画・運営を志す学生たちが、互いに切磋琢磨しながら、真の芸術としての音楽美の探究に

取組んでいる。そして、これらの学生たちが実社会へ巣立ち、さまざまな分野において周

囲と互いに協力・協調することにより、我が国の「音楽文化の質の向上」、及びこれを支え
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る「強い基盤と広い土壌の形成」に大きく寄与することを、強く期待している。 

B．人間形成 

多くの先人や識者が述べているように、芸術の探究は高潔な人格と結びつくものである。

すなわち、「人間形成」と「音楽芸術の研鑽」は、表裏一体の関係にあると考える。 

本学では、個人レッスンやアンサンブル指導等を、知識・技術の教授のみならず、人間

形成の重要な場として位置付けている。楽曲の分析・解釈・演奏・創作を通した学生と教

員との、あるいは学生同士での有形・無形のコミュニケーションやディスカッションは、

他者を理解・尊重し、協調する心を育み、個々人の人格の陶冶につながっている。 

もとより、人間形成は教育課程のみで完結するものではなく、学校行事や部・同好会等

における課外活動、地域社会や他大学との交流、学生寮生活、学生の自主的活動等、平素

の大学生活の端々からも、学ぶべきものは非常に多い。本学では、これらの活動を積極的

に支援・振興し、指導する側と学生が信頼を基礎に一体となり、幅広い知識と教養そして

豊かな感性と品性を備えた人材を育成し、我が国の文化芸術の振興に寄与することを目指

している。 

C．3P 主義（礼儀(Propriety)、清潔(Purity)、時間厳守(Punctuality)） 

本学では、前述した建学の精神に基づく教育方針に即した教育を進めるにあたり、他者

への理解と尊重とを重視するとともに、礼儀 (Propriety)、清潔 (Purity)、時間厳守

(Punctuality)の三つに基づく生活の規範を「3P 主義」と呼び、平素の生活において、学生

のみならず、教職員にも実践することを求めている。 

「礼儀」とは、挨拶から始まる日々の生活マナーを徹底することであり、「清潔」とは、

環境面だけでなく、精神面での清潔を求めるものであり、「時間厳守」とは、日常の集団生

活での約束事を守る基本であると、それぞれを位置付けている。創立者は、「3P 主義」に

ついて、「比較的容易な実践面より入って、これを習慣とし、品性化することが、やがて音

楽するものの人間完成への第一歩であると信じている」と述べており、本学では、その信

念を受継ぎ、現在でも日々の実践に努力を傾けている。 

 

Ⅱ．沿革と現況 

1．本学の沿革 

昭和 4(1929)年 2月 武蔵野音楽学校（各種学校）設立認可 

昭和 7(1932)年 5月 財団法人及び専門学校令による武蔵野音楽学校設立認可 

昭和18(1943)年1月 教員無試験検定取扱い許可学校に指定 

昭和19(1944)年 3月 私立専門学校整備に関する文部省専門教育局長通達により「武蔵

野女子音楽学校」に校名変更 

昭和21(1946)年 4月 男子生徒入学再開し、校名を「武蔵野音楽学校」に戻す 

昭和24(1949)年 2月 武蔵野音楽大学音楽学部（器楽・声楽・作曲の3学科）開設 

昭和25(1950)年 4月 短期大学部第2部開設 

昭和26(1951)年 2月 

4月 

財団法人武蔵野音楽学校から学校法人武蔵野音楽学園へ組織変更 

大学別科開設 

昭和27(1952)年 4月 短期大学部第1部開設 

昭和28(1953)年 4月 大学及び短期大学部に専攻科開設 
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昭和29(1954)年11月 教育職員免許法に定める課程開設 

昭和33(1958)年 4月 音楽学部第2部開設 

昭和35(1960)年10月 「ベートーヴェンホール」落成 

昭和39(1964)年 4月 大学院音楽研究科修士課程（現博士前期課程）（器楽・声楽・作曲

の3専攻）開設 

昭和40(1965)年 4月 音楽学部に音楽学学科、音楽教育学科開設 

昭和42(1967)年 3月 

10月 

「モーツァルトホール」落成 

「武蔵野音楽大学楽器博物館」開設 

昭和44(1969)年 4月 大学院音楽研究科修士課程（現博士前期課程）に音楽学専攻、音

楽教育専攻開設 

昭和46(1971)年 7月 入間キャンパス開設（埼玉県入間市） 

昭和51(1976)年 4月 音楽学部第１部1年次生入間キャンパスにおいて授業開始 

昭和54(1979)年10月 入間キャンパスに「バッハザール」落成 

昭和58(1983)年 3月 短期大学部第2部廃止 

昭和61(1986)年 3月 短期大学部第1部廃止 

平成元(1989)年 3月 音楽学部第2部廃止 

平成 2(1990)年 3月 教育職員免許法に定める課程「再課程認定」 

平成 5(1993)年 1月 パルナソス多摩（音楽研究施設）開設（東京都多摩市）、「シュー

ベルトホール」落成 

平成12(2000)年 2月 教育職員免許法に定める課程「再課程認定」 

平成16(2004)年 4月 大学院音楽研究科博士後期課程音楽専攻開設 

平成18(2006)年 4月 

4月 

音楽学部ヴィルトゥオーソ学科開設 

「武蔵野音楽大学楽器博物館」博物館相当施設に指定 

平成19(2007)年 4月 音楽学部音楽環境運営学科開設、学芸員課程開設 

平成22(2010)年 4月 大学院音楽研究科博士前期課程器楽専攻・声楽専攻にヴィルトゥ

オーソコース開設 

平成23(2011)年 4月 大学別科募集再開 

平成24(2012)年 9月 「武蔵野音楽学園江古田新キャンパスプロジェクト」の進行に伴

い「武蔵野音楽大学楽器博物館」博物館相当施設の指定を解除 

平成27(2015)年 4月 江古田キャンパスの「ベートーヴェンホール」を除く全ての校舎

建替えのため、大学の教育研究機能を入間キャンパスに移転 

平成28(2016)年 11月 教育職員免許法に定める課程「課程認定」 

平成29(2017)年 1月 江古田キャンパスの新校舎竣工、「ブラームスホール」落成 

平成29(2017)年 4月 音楽学部演奏学科（器楽・声楽・ヴィルトゥオーゾの3コース）、

音楽総合学科（作曲・音楽学・音楽教育・アートマネジメントの

4コース）の2学科制に再編 

器楽学科、声楽学科、作曲学科、音楽学学科、音楽教育学科、ヴ

ィルトゥオーソ学科、音楽環境運営学科募集停止 

大学の教育研究機能（体育実技授業・体育施設を除く）を江古田

キャンパスに統合 
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平成30(2018)年 4月 大学院音楽研究科博士前期課程程器楽専攻にピアノコラボレイ

ティヴアーツコース開設 

平成31(2019)年 1月 教育職員免許法に定める課程「再課程認定」 

令和2(2020)年  4月 大学院音楽研究科博士後期課程音楽専攻器楽領域にピアノコラ

ボレイティヴアーツ増設 

令和3(2021)年 12月 江古田・入間両キャンパスの楽器博物館を統合し、「武蔵野音楽

大学楽器ミュージアム」と改称して、江古田キャンパスでリニュ

ーアルオープン 

令和6(2024)年  1月 学生レジデンス「Flügel」竣工 

2．本学の現況 

・大学名：武蔵野音楽大学 

・所在地：江古田キャンパス 〒176-8521 東京都練馬区羽沢 1-13-1 

     入間キャンパス  〒358-8521 埼玉県入間市中神 728 

・学部構成 ：音楽学部 

        演奏学科 

器楽コース・声楽コース・ヴィルトゥオーゾコース 

        音楽総合学科 

作曲コース・音楽学コース・ 

音楽教育コース・アートマネジメントコース 

研究科構成：大学院音楽研究科博士課程 

        博士前期課程（修士課程） 

         器楽専攻 

器楽コース・ヴィルトゥオーゾコース・ 

ピアノコラボレイティヴアーツコース 

声楽専攻 

声楽コース・ヴィルトゥオーゾコース 

作曲専攻 

音楽学専攻 

音楽教育専攻 

        博士後期課程 

         音楽専攻 

器楽領域・声楽領域・作曲領域・音楽学領域・音楽教育領域 

別科構成 ：別科 

        器楽コース・声楽コース・作曲コース・指揮コース 

・学生数 ：学生数（1,192 人） 

        大学（913 人）、大学院（204 人）、別科（75 人） 

・教員数 ：教員数（270 人） 

       専任教員（58 人） 

        教授（26 人）、准教授（17 人）、講師（15 人） 

       兼任教員（212 人） 
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        特別招聘教授（1 人） 

        特任教授（13 人）、客員教授（2 人）講師（196 人） 

・職員数 ：職員数（86 人） 

       専任職員（76 人）※法人職員 2 人を含む 

嘱託職員（6 人）、パート職員（4 人） 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等 

1－1．使命・目的及び教育目的の設定 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応 

（1）1－1の自己判定 

基準項目 1－1 を満たしている。 

 

（2）1－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

学校法人武蔵野音楽学園（以下「本法人」という）は、「Ⅰ．建学の精神・大学の基本理

念、使命・目的、大学の個性・特色等」で記述したとおり、「武蔵野音楽学園寄附行為」（以

下「寄附行為」という）第3条において、その設置の目的を定めており、これに基づき、武

蔵野音楽大学（以下「本学」という）は「武蔵野音楽大学学則」（以下「大学学則」という）

第1条には、本学の使命・目的を、また、「武蔵野音楽大学大学院学則」（以下「大学院学則」

という）第1条には、武蔵野音楽大学大学院（以下「大学院」という）の目的をそれぞれ具

体的かつ簡潔に明文化している。 

また、これらの使命・目的に基づき、本学音楽学部（以下「学部」という）の教育研究

目的については大学学則第 5 条第 2 項に、各学科・各コースにおける教育研究目的につい

ては第 3 項に、大学院音楽研究科（以下「研究科」という）博士前期課程（修士課程、以

下「修士課程」という）及び博士後期課程の教育研究目的については大学院学則第 4 条第

1 項、第 2 項に、大学院各課程・各専攻の教育研究目的については第 3 項において、それ

ぞれ定めており、加えてウェブサイト、シラバスに明記している。これらは、それぞれの

教育水準の順次性、到達度を踏まえ、その意味・内容を具体的・明確かつ簡潔な文章で示

している。 

 

1-1-③ 個性・特色の明示 

本学は、「Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等」で記述

したとおり、建学の精神「〈和〉のこころ」に基づく教育方針「音楽芸術の研鑽」及び「人

間形成」並びに学生生活の規範である「3P主義」を本学の個性・特色として位置付けてお

り、これらを本学の使命・目的及び大学院の目的に反映し、明示している。建学の精神、

教育方針及び「3P主義」は、ウェブサイト、キャンパスガイド、学生便覧に掲載し、内外

に公表している。 
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1-1-④ 変化への対応 

本学は、昭和24(1949)年、音楽学部単一の大学として設置認可を受け、器楽学科、声楽

学科、作曲学科の3学科の組織でスタートした。その後、時代の変化に応じ、学科の設置、

大学院の設置など教育研究組織の設置・改編を行い、平成29(2017)年度に演奏学科と音楽

総合学科の2学科に再編・統合し、現在の、学部・研究科構成に至っている。（学部・研究

科構成、変遷についてはⅡ.沿革と現況を参照） 

近年、学部については、演奏学科・音楽総合学科のカリキュラムの一部改正、科目の新

設、第二副科の開設、研究科については、令和2(2020)年度に大学院音楽研究科博士後期課

程音楽専攻器楽領域にピアノコラボレイティヴアーツを増設するなど、変化する社会的要

請や多様化する学生の要望等に対応している。 

教育研究組織の設置・改編に伴い、使命・目的、教育研究目的についての検討と見直し

を重ねており、令和2(2020)年度をもって完成年度を迎えたのを機に、各学科・コースの教

育研究目的の記述が、より実情に沿った適切な表現となるように、語句の修正等を行った。 

また、令和5(2023)年度から学生便覧等で示していたものの規則化していなかった各学

科・コースの目的を学則に修士課程の各専攻の目的を大学院学則に追加した。令和4(2022)

年10月の大学設置基準の改正に伴い、学則、研究科規則等の対応が必要な規則の改正を行

った。さらに令和7(2025)年4月の私立学校法の改正に併せ、寄附行為第3条（目的）の表現

の見直しを行った。 

 

（3）1－1の改善・向上方策（将来計画） 

本学は、本法人の寄附行為で定める設置の目的を踏まえ、それに基づく大学の使命・目

的、大学院の目的に従い、それぞれの教育研究活動を行っている。 

時代の変化とともに、大学に対する社会からの要請や期待も高度化し、大学設置基準、

私立学校法の改正など高等教育政策も絶えず変化しているため、今後においても引続き、

その使命・目的を達成すべく、都度、十分な調査を尽くしながら改善を図っていく。 

 

1－2．使命・目的及び教育目的の反映 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

（1）1－2の自己判定 

基準項目 1－2 を満たしている。 

 

（2）1－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

本学の使命・目的及び学部・学科・コースの教育研究目的並びに大学院の目的及び研究

科各課程・専攻の教育研究目的については、その設定や改訂の要否や内容等に関し、武蔵

野音楽大学運営委員会（以下「大学運営委員会」という）及び教授会・研究科委員会での
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審議を経て、武蔵野音楽学園運営協議委員会（以下「法人運営協議委員会」という）で審

議し、最終的に理事会において審議決定する手続きを踏んでいる。したがって、これらの

過程において、役員及び多くの教職員が、各別の職責のもと関与ないし参画し、審議を行

っている。 

以上のことから、使命・目的及び教育研究目的は、役員及び教職員の理解と支持を、十

分に得ている。 

 

1-2-② 学内外への周知 

在学生に対しては、使命・目的、教育研究目的を、学則への規定やウェブサイトへの掲載に

加え、シラバスや学生便覧においても適宜、周知している。かつ、建学の精神、教育方針につ

いては、入学式の学長式辞、必修科目である「キャリアデザイン（導入編）」の授業における

説明に加え、学長メッセージをウェブサイトに掲載することで、周知している。 

また、保護者、卒業生、その他の学外関係者に対しては、ウェブサイトへの掲載、各種

印刷物の送付により、周知をしている。また、学生の保護者で構成される「武蔵野音楽大

学後援会」の役員会においても説明を行っている。 

 

なお、受験生に対しては、ウェブサイトや入学者選抜要項等の記載により周知するほか、

オープンキャンパス等の学生募集イベントにおいて、各種資料を配付した上で、スライド

を用いて建学の精神、教育方針及び「3P 主義」について解説し、周知している。 

 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

本法人は、令和 11(2029)年の創立 100周年を見据え、令和 5(2023)年度から令和 11(2029)

年度の 7 年間を対象として、中期計画を策定している。その冒頭に「学校法人武蔵野音楽

学園は、学園を取り巻く環境と今後予想されるさまざまな状況の変化に対応しつつ、学園

の目的、建学の精神「〈和〉のこころ」及び教育方針「音楽芸術の研鑽」「人間形成」に基

づき、教育研究の充実・振興を図るための計画を立て、これを着実に実現することにより、

もって公的機関として安定的な学園運営の発展を図ることを目的として中期計画を策定す

る。本中期計画は 7 か年を対象として策定し、状況・環境の変化、計画の進捗状況、大学

機関別認証評価結果等を踏まえ、毎年度見直し、必要に応じて修正・追加等を行うことと

する。」と明示している。 

さらに【表 1-2-1】のとおり法人の基本理念、ビジョン、重点目標を掲げ、法人運営、大

学といった部門毎の計画項目を定めている。この計画項目に基づき、行動計画を策定し、

年度毎に将来構想委員会を中心に進捗管理を行うことにより、使命・目的及び教育目的に

基づいた中期計画の実行性を確保している。 

  



武蔵野音楽大学 

10 

表 1-2-１ 

武蔵野音楽学園の基本理念  

建学の精神「〈和〉のこころ」及び教育方針「音楽芸術の研鑽」と「人間形成」に基づき、人間相互の理
解と尊重を重視した教育を行い、「多様な社会の要請に応え、文化芸術活動の発展に貢献する人格豊かな人
材」の育成を目指す。 

●西洋音楽を基盤とした専門分野における知識・技術を教授研究し、芸術的創造力と思考力を育む。 

●建学の精神「〈和〉のこころ」と同時に「個」を大切にし、教育課程、課外活動、学友会活動等を通して
人格豊かな人材を育成する。 

●すべての教職員・学生が「3P主義：礼儀（Propriety）、清潔（Purity）、時間厳守（Punctuality）」を生
活上の規範とする。 

学校法人武蔵野音楽学園ビジョン 
学園創立100周年を見据えて、学園の更なる発展を目指し、「学校法人武蔵野音楽学園ビジョン」を掲げる。 

 
○経営に関するビジョン 

１ 学生、生徒、園児等を安定して確保するために必要な方策を講じ、定員充足を図る。 
２ 奨学金制度を含む学生支援を拡充させる。 
３ ステークホルダーとの関係を強化し、真に信頼される学園を目指す。 
４ 将来の中核を担う教職員を育成する。 
５ 財務基盤を一層強化する。 

 
○教育研究に関するビジョン 

１ 教育研究目的を達成するため、より一層の教育の質の向上及び研究の充実を図る。 
２ 優秀な学生・生徒を確保するため、募集活動の充実を図る。 
３ 就職率向上のため、就職支援活動の充実を図る。 
４ 大学及び大学院への外国人留学生を受け入れるため、学修支援体制の充実を図る。 
５ 学生の積極的な音楽活動（コンクール、オーディション、海外留学等）を促し、顕著な成果を引

き出す。 
６ 安心・安全に配慮した教育を推進するため、学修環境の充実を図る。 

第 7 期中期計画の「重点目標」 
学園は、あらゆる方策を用いて、大学をはじめとする法人設置校の定員未充足を早期に改善する取り組み

を進め、令和10年度までに入学定員を完全充足とする。このため、各設置校間の連携を強化する。 
また、大学と附属高等学校においては、本学園が求める資質を備え、在学中や卒業後に活躍の出来る学生・
生徒を獲得していく。 
第 7 期中期計画 計画項目 

[大学] 

教育の改善   

演奏・研究活動の充実 

学生募集活動の強化 

広報活動の強化 

入学者選抜改革 

学生支援の強化 

キャリア支援の強化 

ステークホルダーとの関係構築 

教育環境の整備 

 

[附属高等学校] 

東京都への移設 

教育改革 

生徒募集活動の強化 

[幼稚園] 

園児募集活動の強化 

広報活動の強化 

運営面の強化 

 

[附属音楽教室] 

生徒募集活動の強化 

広報活動の強化 

運営面の強化 

 

[法人運営] 

ガバナンス・マネジメント強化 

組織の再編と人事計画 

学園創立 100 周年記念事業 

 

 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

社会の要請に応えうる人格豊かな人材を育成し、我が国の文化芸術の振興に寄与すると

いう本学の使命・目的を達成するため、学部のディプロマ・ポリシーでは、その教育研究

目的に基づき、卒業時に求める知識・能力・人間性について定めている。また、カリキュ

ラム・ポリシーでは、本学の教育方針を具現するため、各コースの教育研究目的に適うよ

う、教授研究するための教育課程の編成・実施について方針を定めている。さらに、アド

ミッション・ポリシーでは、建学の精神及び教育方針に基づき、入学に際して本学が求め
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る学修意欲と能力について定めている。 

研究科においても、文化芸術の進展に寄与するという大学院の目的を達成するため、デ

ィプロマ・ポリシーでは、各課程の教育研究目的に基づき、修了時に必要な知識・技術に

ついて定め、カリキュラム・ポリシーでは、高度な学識と技術を体系的に教授研究するた

めのカリキュラム編成について、その方針を定め、アドミッション・ポリシーでは、建学

の精神及び教育方針に基づき、入学に際して求められる探究意欲と能力について定めてい

る。 

以上のように、使命・目的、教育研究目的を、三つのポリシーの中に反映している。 

また、三つのポリシーは、学務委員会、大学運営委員会、教授会・研究科委員会の意見

を聴取し、学長が定めており、適宜見直しも行っている。直近では、令和 5(2023)年度より

従来包括的に定めていた三つのポリシーに加え、大学については、学科・コース、大学院

については課程、コース、研究領域ごとに三つのポリシーを定め、さらにアドミッション・

ポリシーについては、入学者選抜種別毎、試験科目との関連性についても明記し、各カリ

キュラムに使命・目的、教育研究目的がより具体的に反映されることとなった。 

 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

本学の教育研究組織は、後掲《図1-2-1》のとおりであり、その使命・目的に基づき、学

部、研究科、別科、専攻科（募集停止中）、さらに、これらの教育研究を支える施設として、

図書館、楽器ミュージアムを設置している。 

学部には、教育研究目的を達成するため、演奏学科及び音楽総合学科を置いている。ま

ず、演奏学科には、各専攻楽器の奏法を修得し専門的知識を備えた演奏家・指導者を育成

する器楽コース、歌唱法を修得し専門的知識を備えた声楽家・合唱団員・指導者等を育成

する声楽コース、演奏技術の修得に特に重点を置き高度な演奏能力を備えた演奏家を育成

するヴィルトゥオーゾコースという三つのコースを置いている。次に、音楽総合学科には、

作曲・編曲法の能力と音楽理論に関する知識を修得した作曲家・編曲家・指導者を育成す

る作曲コース、多様な音楽を歴史的・地域的・理論的に調査・研究する音楽研究の基礎を

修得した研究者・音楽評論家・ジャーナリスト等を育成する音楽学コース、音楽教育の基

礎理論を修得した音楽教育研究者・教員・音楽指導者を育成する音楽教育コース、芸術的

感性とマネジメント能力を修得し、各種舞台芸術・音楽文化産業を牽引する人材を育成す

るアートマネジメントコースという四つのコースを置いている。 

大学院においては、その目的を達成するため、研究科を置き、修士課程と博士後期課程

を設置している。修士課程は、学部のアートマネジメントコースを除くそれぞれのコース

に対応する専攻・コースを、博士後期課程は、修士課程の各専攻に対応する 1 専攻 5 研究

領域を置き、より高度な教育研究を行っている。なお、アートマネジメントコースに関し

ては、学部 4 か年で修得した知識・技能を、実際の社会に出てからさらに伸ばし生かして

いくべき分野と捉え、修士課程・博士後期課程は設置していない。 

別科は、音楽に関するさまざまな学びのニーズに応え、幅広い年齢層を対象として開設

している。 

図書館は、学修を助け、教育研究上必要な資料（楽譜、音楽書、一般図書、AV 資料等）

を収集、管理、整理、保管し、学生や教職員、卒業生の利用に供することを主な目的とす
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る。 

楽器ミュージアムは、学生・教職員の教育・研究に役立てるため、楽器を中心とした資

料を収集し、展示・公開している。学内においては、資料の貸出や、授業時の館内利用の

ほか、各種論文等の調査・研究に協力している。また、学芸員課程実習施設としての役割

も担っている。 

これらの組織により、建学の精神、教育方針、使命・目的に基づき、教育研究を行うこ

とによって、我が国の文化芸術の振興に寄与している。 

以上のことから、使命・目的及び教育研究目的に整合した教育研究組織は整備されてい

る。 

 

図 1-2-1 教育研究組織図 

 

 

（3）1－2の改善・向上方策（将来計画） 

大学を取り巻く環境は、今後一層複雑・多様化することが予測され、これに伴い大学に

求められる役割も変化していく。しかし、そのような状況であるからこそ、一層、建学の

精神「〈和〉のこころ」のもと、本学の使命・目的の達成のために、教員・職員が一丸とな

って教育研究を行い、学生にその精神を浸透させていかなければならない。そのため、現

在、本法人の歴史と創立者に関する貴重資料を展示する武蔵野音楽学園歴史展示室（以下

「歴史展示室」という）のオープンに向けて、準備を進めている。創立者の教育者として

の理念や功績とともに、創立への経緯やその後の学園の発展について理解が深まるよう整

理し、わかりやすく工夫された展示を目指している。卒業生ほか来校者に見学いただくば

かりでなく、むしろ教育の一環としてこの歴史展示室を活用し、本学の建学の精神、使命・

目的、教育方針の意義に対する理解の深化を学生に促し、これらのことが日々の勉学や学
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生生活の指針となるよう、開室の準備を進めていく。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

本学の使命・目的及び学部・学科・コースの教育研究目的、大学院の目的及び研究科各

課程・専攻の教育研究目的は、建学の精神に基づき具体的に明文化され、本学の個性・特

色を反映したものとなっている。その策定の過程で、役員及び多くの教職員が関与・参画

しており、役員、教職員の理解と支持を得ている。学内外へは、簡潔な文章や説明によっ

て、さまざまな媒体や機会を通し、周知している。学園中期計画や三つのポリシーは、建

学の精神、教育方針に基づき、使命・目的、教育研究目的を反映させて、策定している。

使命・目的、教育研究目的を達成するために必要な教育研究組織は、変化する社会の要請

に応じ適宜見直し、整備されている。 

以上のことから、基準 1「使命・目的等」を満たしている。 
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基準 2．学生 

2－1．学生の受入れ 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

（1）2－1の自己判定 

基準項目 2－1 を満たしている。 

 

（2）2－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）は、その使命・目的及び教育研究目的に基づき、

音楽学部（以下「学部」という）及び本学大学院音楽研究科（以下「研究科」という）の

アドミッション・ポリシーを、下記《表2-1-1》及び《表2-1-2》のとおり定めている。 

これらの方針については、入学者選抜要項に明記するとともに、「武蔵野音楽大学キャン

パスガイド」やウェブサイトに掲載するほか、大学受験講習会、オープンキャンパス、全

国各地で開催する学校説明会、「音楽大学合同・音楽学部体験フェア」、大学院進学説明会

等で学内外に周知している。 

表 2-1-1 学部のアドミッション・ポリシー 

武蔵野音楽大学では、建学の精神及び教育方針に基づき、入学に際して求めている学修意欲と能力をアドミ
ッション・ポリシーに定めています。そして、この方針に則り、公正かつ妥当な入学者選抜を行い、国内外
から広く学生を 受け入れています。 
 
アドミッション・ポリシー 
武蔵野音楽大学の建学の精神「〈和〉のこころ」、及び教育方針である「音楽芸術の研鑽」と「人間形成」に
共感 する以下のような学修意欲と能力を備えた者を、各コースの専攻別科目、共通科目、面接、調査書等に
よる多面的・総合的な入学者選抜によって選抜します。 
１ 本学の建学の精神と教育方針のもとで学修するに相応しい、豊かな人間性を有する者。 
２ 音楽を主体的に学び深めることにより、音楽の美を探究する意欲のある者。 
３ 専攻の学修に必要な能力と基礎的学力、及び思考力、判断力を備えた者。 
 
アドミッション・ポリシー全文  
https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/department1/admission_policy 

 
 

表 2-1-2 研究科のアドミッション・ポリシー 

大学院音楽研究科では、建学の精神及び教育方針に基づき、入学に際して求めている探究意欲と能力をアド
ミッシ ョン・ポリシーに定めています。そして、この方針に則り、公正かつ妥当な入学試験を行い、国内
外から広く学生を 受け入れています。 
 
アドミッション・ポリシー 
武蔵野音楽大学の建学の精神「〈和〉のこころ」及び教育方針である「音楽芸術の研鑽」と「人間形成」に共
感する以下のような探究意欲と能力を備えた者を、入学試験によって選抜し受け入れます。 
１ 音楽芸術の分野についての高度な学識と技術の探究に、真摯に取り組む意欲のある者。 
２ 広い視野に立ち、創造的な演奏及び研究活動を行うに必要な資質を備えた者。 
３ 本学の建学の精神と教育方針のもとで学修するに相応しい、豊かな人間性を有する者。 
 
アドミッション・ポリシー全文 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/department1/admission_policy
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https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/graduate/admission_policy 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

A．入学者選抜の実施体制 

入学者選抜は、「武蔵野音楽大学入学者選抜規則」（以下「入学者選抜規則」という）に

基づき、学長を委員長とする「入学者選抜委員会」のもとに、学務部長を実施責任者とす

る入学者選抜業務本部を置き、全学的な体制で実施している。 

「入学者選抜委員会」は、アドミッション・ポリシーに沿って入学者選抜を行うため、前

年までの選抜内容（過程と結果）を踏まえ、学部と研究科とが求める学修者の意欲と能力と

をどのような方法で計るか検討を重ねた上で、試験科目やその内容等を決定している。また、

合否に際しては、アドミッション・ポリシーに定められた項目と志願者の能力について、採

点委員及び面接委員が審査・評価し、その結果に基づく合格者は「入学者選抜委員会」の審

議を経て、「武蔵野音楽大学運営委員会」（以下「大学運営委員会」という）に提議し、教授

会・研究科委員会の意見を聴取し、学長が決定している。以上のことから、アドミッション・

ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証は、公正、適切に行われている。 

 

B．学部の入学者選抜 

a．入学者選抜の区分 

学部の令和6(2024)年度に行う「令和7(2025)年度入学者選抜」は、《表2-1-3》の入学者

選抜種別で実施する。 

 

表 2-1-3 学部の令和 7(2025)年度入学者選抜種別 

募集年次 入学者選抜種別 募集学科・コース 

第 1 年次 総合型選抜 全 4 回 

演奏学科全コース 音楽総合学科全コース 

※第 4 回では演奏学科ヴィルトゥオーゾコース募

集せず 

第 1 年次 学校推薦型選抜 

指定校制推薦 演奏学科全コース 

音楽総合学科全コース 

※附属高校特別推薦内部推薦では演奏学科ヴィル

トゥオーゾコースを除く 

附属高校特別推薦 

附属高校内部推薦 

第 1 年次 一般選抜 A・B 日程 
演奏学科全コース 

音楽総合学科全コース 

第 1 年次 

 

外国人留学生 

 

演奏学科（ヴィルトゥオーゾコースを除く） 

音楽総合学科全コース 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/graduate/admission_policy
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第 3 年次 

 

外国人留学生 
演奏学科（ヴィルトゥオーゾコースを除く） 

音楽総合学科作曲コース・音楽学コース 

第 3 年次 編入学 

指定校制推薦 
演奏学科（ヴィルトゥオーゾコースを除く） 

音楽総合学科作曲コース 

一般 
演奏学科（ヴィルトゥオーゾコースを除く） 

音楽総合学科作曲コース・音楽教育コース 

第 3 年次 転入学 一般 
演奏学科（ヴィルトゥオーゾコースを除く） 

音楽総合学科作曲コース・音楽教育コース 

 

b．アドミッション・ポリシーと試験科目との関係 

アドミッション・ポリシーと試験科目等との関連性は、下記《図 2-1-1》のとおりであ

り、アドミッション・ポリシーとともに明記し、ウェブサイト、入学者選抜要項で周知

している。 

 

図 2-1-1 アドミッション・ポリシーと試験科目等の関連図  

 

本学では、全ての入学者選抜に際し、「調査書」の提出と「面接」（本学附属高校出身

者については総合型選抜を除き免除）を課しており、これらを通して、アドミッション・

ポリシーに定めている「本学の建学の精神と教育方針のもとで学修するに相応しい、豊

かな人間性を有しているか」について、確認している。また、「音楽を主体的に学び深め

ることにより、音楽の美を探究する意欲」については、「面接」や「課題小論文」「口頭

試問」「調査書」「音楽歴」「志望理由書」「音楽活動成果報告書」等を通して確認してい

る。あるいは、「専攻の学修に必要な能力と基礎的学力、及び思考力、判断力」について

は、演奏学科においては「専攻実技」「楽典」等により、音楽総合学科においては「実技」

「課題小論文」「口頭試問」等により、各審査し、評価している。なお、入学者選抜の問

題については、全て学内で作成している。 

c．入学者選抜区分ごとの特性 

令和 6(2024)年度に行う令和 7(2025)年度入学者選抜について、総合型選抜では、「調
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査書」、「志望理由書」、「音楽活動成果報告書」等の詳細な書類審査、各コースの特性に

応じた専攻別科目、丁寧な面接等を組み合わせて、音楽の美を探究する意欲、専攻の学

修に必要な能力と基礎的学力、及び思考力、判断力等を多面的・総合的に評価・判定す

る。 

 高い演奏技術の修得に重点を置くヴィルトゥオーゾコースの入学者選抜（後述する学

校推薦型選抜、一般選抜でのヴィルトゥオーゾコースの入学者選抜を含む）では、高い

演奏技術の修得に重点を置く本コースの特性を踏まえ、器楽コース又は声楽コースの実

技試験課題に加え、より長時間かつ高度なレベルの実技試験課題を課している。 

 音楽総合学科には、「作曲」「音楽学」「音楽教育」「アートマネジメント」の四つのコ

ースがあるが、1 年次からコースを決めて専門的な学修に取組むフィックスメジャーシ

ステムと、1 年次では特定のコースを決めず、4 つのコースに関する基礎的内容を幅広

く学修し、2 年次からコースを選択して専門的な学修に取組むオープンメジャーシステ

ムという 2 つの学びのシステムがあり、出願時に選択することができる（後述する学校

推薦型選抜、一般選抜での音楽総合学科の入学者選抜を含む）。 

 学校推薦型選抜では、本学の指定する高等学校の校長が推薦し、かつ、在校中の学習

成績の状況が「3.0 以上」である者を対象として行う。この際、在籍校を「普通高校」と

「音楽高校（音楽コース等これに準ずる学校を含む）」の二つに区分し、各別の特性を考

慮し試験科目の設定をしている。また、本学附属高校からの内部推薦、特別推薦は、在

校中の学習成績、音楽実技、人物、生活等を総合的に評価し、特に優秀な生徒について、

附属高等学校長が推薦し、大学の決定を経て入学を認めるものである。 

 一般選抜では、試験科目について、「楽典」「国語」「外国語」「面接」に、志望するコ

ースごとに課せられた科目が加えられる。ただし、「国語」と「外国語」については、本

学独自の試験を受験するか、「大学入学共通テスト」を利用するか、志願者が出願時に選

択できる。なお、一般選抜の志願者は、演奏学科内のコース併願（器楽コースと同一楽

器のヴィルトゥオーゾコース、又は声楽コースとヴィルトゥオーゾコース（声楽））及び

演奏学科と音楽総合学科の併願が可能である。 

入学者選抜の試験科目や選抜方法については、従前より継続的な検討や見直しを経て

おり、例えば、「令和2(2020)年度入学試験」より、指定校制推薦入学試験（現・学校推

薦型選抜）の試験科目のうち、普通高校在籍者の「ソルフェージュ」と「副科ピアノ」

を免除することとした。また、「令和3(2021)年度入学者選抜」からは、前述のとおり、

演奏学科のヴィルトゥオーゾコースを対象に総合型選抜を導入したが、これを「令和

5(2023)年度入学者選抜」から全学科・コースを募集することとした。これらの見直しに

より、志願者の層が広がったと分析している。加えて、「令和4(2022)年度入学者選抜」

では、これまで「ソルフェージュ」を試験科目として課してきた一般選抜においても、

これを除外することにした。ただ、音楽大学志願者に対し、本学への入学の門戸を広げ

る契機となる一方で、ソルフェージュ能力はクラシック音楽を表現する上で重要な基礎

的能力でもあるため、この施策と合わせて、全ての合格者に対してソルフェージュの入

学前教育を行い、さらに、入学後の習熟度別クラスの組分けをより細分化することで、

学修効果を高める対応を行うこととした。 

C．研究科の入学者選抜 

a．入学者選抜の区分 

本学研究科は、博士前期課程（以下「修士課程」という）及び博士後期課程から構成

されている。修士課程にあっては5専攻、博士後期課程にあっては5研究領域を募集して

いる。なお、修士課程においては、外国人留学生も募集している。 
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b．アドミッション・ポリシーと試験科目との関係 

研究科のアドミッション・ポリシーと試験科目との関係についても学部同様、アドミ

ッション・ポリシーとともに明記し、ウェブサイト、入学者選抜要項で周知している。 

1．修士課程 

修士課程では、研究科のアドミッション・ポリシーに示している「音楽芸術の分野に

ついての高度な学識と技術の探究に、真摯に取り組む意欲のある者」「広い視野に立ち、

創造的な演奏及び研究活動を行うに必要な資質を備えた者」「本学の建学の精神と教育

方針のもとで学修するに相応しい、豊かな人間性を有する者」を選抜している。これら

の資質や能力等は、特に「実技試験」「作品提出」「専攻分野筆記試験」「口頭試問」等の

専攻別試験や「西洋音楽史」「音楽理論」「外国語」「面接」等において審査し、評価して

いる。 

特に器楽専攻と声楽専攻におけるヴィルトゥオーゾコースは、専攻実技に重点を置き、

高度な演奏家養成に特化したコースであるため、器楽専攻又は声楽専攻の実技試験課題

に加え、長時間にわたるより高度なレベルの実技試験課題を課している。 

また、器楽専攻内の 1 コースとして、独奏者に対する単なる「伴奏」というだけにと

どまらず、声楽家、器楽奏者と共に音楽を創り出していくピアニストを養成することを

目指した、ピアノコラボレイティヴアーツ（以下「PCA」という）コースは、本コース

の特性上、初めて見る譜面を、直ちに的確に演奏する能力が強く求められるため、試験

科目として「新曲視奏」を課している。 

2．博士後期課程 

博士後期課程では、この課程の目的を踏まえ、修士課程の研究成果の上に立ち、各研

究領域に応じてより高度な「実技試験」「作品審査」「論文審査」の試験に加え、全ての

研究領域において「外国語」「口述試験」並びに「面接」を行うことで、研究科のアドミ

ッション・ポリシーに定められた探究意欲と能力を審査し、評価している。 

 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

A．入学定員の変遷 

本学は、昭和24(1949)年に、音楽学部3学科からなる音楽大学として発足し、その後、経

済・社会環境、人口動態の変化に合わせ、研究科の設置や学部の学科増設・再編等に加え、

入学定員の増減を行ってきた。近年は、今後予測されているさらなる18歳人口の減少、ク

ラシック音楽を専門的に学修する層の縮小、また、首都圏音楽大学の入学定員の平均的規

模、全国私立大学音楽学部入学定員総数等を総合的に勘案して、入学定員規模の計画的か

つ段階的な適正化を図り、令和4(2022)年度入学者から入学定員を300人とし、現在に至る。 

B．適切な学生受入数の維持 

過去5か年の学部及び研究科の入学定員充足率及び収容定員充足率の推移は《表2-1-4》

のとおりである。 

18歳人口の推移や社会情勢等を鑑みると、学生募集は厳しい状況であり、今後適切な学

生受入数の維持を行うため、第7期中期計画では、学生募集活動を重点項目と定め、将来構

想委員会のもとに将来構想小委員会、学生募集ワーキンググループ、サブワーキンググル

ープを設置し、学生募集の可能性を探っている。 

また、従来から実施しているオープンキャンパス、全国各地で開催する学校説明会、大
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学受験講習会等の学生募集イベントや学校推薦型選抜の指定校となる高校への訪問、学校

単位での見学会、留学生の獲得を目指した各種取組み、入学者選抜・カリキュラムの見直

し等も精力的に行っており、入学定員充足率及び収容定員充足率向上のための対策を講じ

ている。 

 

表2-1-4 学部・研究科の入学定員充足率及び収容定員充足率（各年度5月1日現在） 

区  分 
R2 

年度 

R3 

年度 

R4 

年度 

R5 

年度 

R6 

年度 

学 部 

入学定員（人） 310 310 300 300 300 

入学者数（人） 284 231 224 228 224 

充足率 （％） 91.6 74.5 74.6 76.0 74.6 

収容定員（人） 1,240 1,240 1,230 1,220 1,210 

在籍者数（人） 1,026 1,035 1,006 984 913 

充足率 （％） 82.7 83.5 81.7 80.6 75.4 

研究科※ 

入学定員（人） 75 75 75 75 75 

入学者数（人） 58 66 65 90 105 

充足率 （％） 77.3 88.0 86.6 120.0 140.0 

収容定員（人） 160 160 160 160 160 

在籍者数（人） 134 145 148 167 204 

充足率 （％） 83.8 90.6 92.5 104.3 127.5 

※研究科の入学定員の内訳は、修士課程 65 人、博士後期課程 10 人。修士課程は修業年限 2 年、博士後期

課程は修業年限 3 年であるため、収容定員は 160 人。 

 

（3）2－1の改善・向上方策（将来計画） 

 入学者の受入れについて、今後も教育目的、アドミッション・ポリシーを踏まえ適切な

体制で実施していく。また、令和 7(2025)年 4 月より学校教育法施行規則が改正され、入

学者選抜に関する公表項目が増えるため、適切に対応できるよう準備を進めている。 

 また、第7期中期計画で重点項目と定めている学生募集については、令和10(2028)年度

の入学定員完全充足を目指して、入試の回数・科目の見直し等を含め、種々の対策を講じ

ていく。 

 

2－2．学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

（1）2－2の自己判定 

基準項目 2－2 を満たしている。 

 

（2）2－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

本学では、本学の創立を現実のものとした「〈和〉のこころ」のもと、創立以来、教職協

働の精神をもって教員と職員が同等の立場で教学運営にあたっている。業務の内容は時代

とともに変化しても、この教職協働の伝統は着実に今日まで受継がれ、しっかりと根づい
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ている。また、教職協働の重要性は、毎年度行われる「全事務職員・専任教員研修会」や

「全教員・主任以上職員研修会」等の機会を捉えた学長の講話等により、全教職員に徹底

されている。この教職協働のもとに行われる本学の学修支援の概要は、下記《図2-2-1》の

とおりである。 

 

図 2-2-1 教職協働による学修支援の概要 

教職協働による学修支援

管理部 学務部 演奏部 図書館 楽器ミュージアム

施設・設備整備
楽器の貸出し
練習室貸出し

学務委員会 厚生補導委員会
奨学生選考委員会 課外活動委員会

演奏委員会
オペラ委員会

図書館委員会 ミュージアム委員会

学修支援

大学運営委員会 教授会研究科委員会

卒

業

入
学
前

入

学

進

級

履
修
登
録

前
期
試
験
・
単
位
認
定

後
期
試
験
・
単
位
認
定

実

技

ガ
イ
ダ
ン
ス

出席管理履修相談 レファレンスサービスオフィスアワー カウンセリング

入学前教育

個人面談

実

技

ク
ラ
ス
授
業

ク
ラ
ス
授
業

初年次教育 キャリアデザイン 各種進路に関する指導等

 

 

以下、学部の各コース及び研究科の各専攻の主専攻科目を《表 2-2-1》のとおり「主科レ

ッスン」と呼び、それに準ずる科目（主専攻以外に学修する楽器等）を「副科レッスン」

と呼ぶが、これらの科目は、基本的には、担当教員に対し学生が 1 人（以下「個人レッス

ン」という）、若しくはごく少人数によるレッスンの形式で行っている。本学の学生のほと

んどについて、個人レッスン等を通して、当該学生の学修の様子だけでなく、その学生生

活全般の様子を把握し、状況に応じて相談に乗ることのできる教員が、1 人又は複数いる

という状態が維持されており、授業等を通じて学生と接する各別の教員は、必要に応じて

各関係部署と情報を共有している。また、各部署も、学生の出席状況等の様子から察知さ

れる課題について担当教員と連携をとっており、学生個々に対して、きめ細やかな学修支

援を行っている。 
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表2-2-1 主な「主科レッスン」「副科レッスン」一覧 ※ヴィル＝ヴィルトゥオーゾコース 

区分 学科・課程 コース・専攻 科目 授業規模 

主
科
レ
ッ
ス
ン
（
必
修
科
目
） 

学

部 

演奏学科 器楽・声楽・ヴィル 専攻実技 個人 

音楽総合学科 

作曲 作曲法（基礎）・（応用） 個人 

音楽学 音楽学概論、音楽学研究 少人数 

音楽教育 
音楽教育学概論、音楽教育

学研究、卒業論文演習 
少人数 

アートマネジメント 
アートマネジメント研究

（基礎）・（応用） 
少人数 

研

究

科 

修士課程 

器楽・声楽・作曲 専攻研究 実技 個人 

器楽（ヴィル除く）・声楽（ヴ

ィル除く）・作曲 
修士論文 演習 個人 

音楽学・音楽教育 専攻研究 個人 

器楽（PCA） 専攻実技演習 少人数 

博士後期課程 音楽 
研究領域研究指導 個人 

研究領域論文演習 少人数 

副
科
レ
ッ
ス
ン
（
必
修
科
目
・
選
択
科
目
） 

学

部 

演奏学科 
器楽（ピアノ以外）・声楽・

ヴィル（ピアノ以外） 

ピアノ、管楽器、打楽器、弦

楽器、声楽 
個人 

音楽総合学科 

作曲 
ピアノ、オルガン、管楽器、

打楽器、弦楽器、声楽 
個人 

音楽学 
ピアノ、オルガン、管楽器、

打楽器、弦楽器、声楽 
個人 

音楽教育 

基礎実技、ピアノ、オルガ

ン、管楽器、打楽器、弦楽

器、声楽 

個人 

アートマネジメント 

音楽実技、ピアノ、オルガ

ン、管楽器、打楽器、弦楽

器、声楽 

個人 

オープンメジャーシステム 

音楽実技、ピアノ、オルガ

ン、管楽器、打楽器、弦楽

器、声楽 

個人 

研

究

科 

修士課程 作曲・音楽学・音楽教育 副専攻実技 個人 

 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

A．共通的な支援 

a．入学前教育 

本学では、総合型選抜（第 1 回・第 2 回・第 3 回）・学校推薦型選抜（指定校）の合格

者及び附属高等学校内部推薦認定者を対象として、合格発表から入学までの期間、学修

意欲の維持・向上及び入学後必要となる基礎的な知識・能力を補強し学修意欲を継続さ

せることで、新入生がスムーズに本学での学修を開始できるようにするため入学前教育
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を実施している。 

専門的知識・能力の強化を目的とし、総合型選抜（第 1 回・第 2 回）・学校推薦型選抜

（指定校）の合格者及び附属高等学校内部推薦認定者を対象として、12 月に実施の冬期

受験講習会において、特別授業「ソルフェージュ（視唱・聴音）」「音楽理論」をレベル

別に無料で開講し、専攻実技や副科ピアノの「個人レッスン」（有料）をオプションで受

講することもできる。総合型選抜（第 3 回）の合格者には音楽理論の課題を求めている。 

また、入学前教育対象者に基礎的知識・技能を習得させるため、英語の課題、副科ピ

アノの課題を求めている。 

加えて、音楽表現能力の向上を目的として、本学主催の演奏会を無料で聴くことがで

き、音や音楽に関する感性や、音楽表現の能力について更に高める機会を提供している。

そして、学修意欲の維持向上を目指し、本学の図書館を活用し、学修・研究に関する資

料（図書、楽譜、録音、録画・映像資料等）の提供や情報検索のサポートなどのレファ

レンスサービスを受けることができるようになっている。 

外国人留学生への入学前教育については、今後実施する事が決定しており、現在内容

について検討を重ねているところであるが、来日し日本語学校に所属している入学予定

者について、日本語学校からの依頼もあり、大学に入学するに当たっての心構えをはじ

めとした指導を行っている。 

b．オリエンテーション、ガイダンス 

年度末から新年度初頭に、全学生を対象として、1年次生にはオリエンテーションを、

2年次生以上にはガイダンスをそれぞれ開催し、学務課・学生課・演奏課・管理課・図書

館等の関係部署が連携し、各部署が所掌する修学に必要な事項について概要を説明する。

加えて、担当教員及び学務課では、随時、履修相談に応じている。なお、1年次生に対し

ては、2学科7コースそれぞれの教育内容や履修上の注意点等について、各コース長又は

専任教員等によりコース又は専攻別のガイダンスを実施している。 

c．TA（ティーチング・アシスタント） 

「武蔵野音楽大学 ティーチング・アシスタント規則」に基づき、大学院生をTAとし

て採用し、必要な研修を実施した上で、入学前教育の授業と、履修者数の多い「ソルフ

ェージュ」「和声」において、当該授業の補助的業務と学生への助言を行わせ、教育効果

の向上と学修進度の促進を図っている。また、TAに対し必要な研修を行っている。 

d．SA（スチューデント・アシスタント） 

「武蔵野音楽大学 スチューデント・アシスタント規則」に基づき、学部生をSAとし

て採用し、必要な研修を実施した上で、当該授業科目を担当する教員の指導計画に基づ

き、当該授業の補助的業務と学生への助言を行わせ、教育効果の向上と学修進度の促進

を図っている（令和6(2024)年度実績なし）。また、SAに対し必要な研修を行っている。 

e．オフィスアワー 

クラス授業については、その授業内容に対する質問や学修方法に関する相談に応じる

ため、専任教員が研究室でオフィスアワーを設けている。各教員が受けた相談の内容及

び対応については、「オフィスアワー報告書」として取りまとめ、個々の学生の学修に際

しての質問や要望を把握し、横断的な課題として傾向を把握し、関係者間で共有するた

めの参考資料として活用する。レッスンについては、一対一の指導という特性上、学生
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からの質問や相談を常に受けることができる。また、レッスンの担当教員は、オフィス

アワーのような決まった時間と場所を設けなくとも学生からの質問や相談に応じる体制

となっている。 

B．個別支援 

 a．音楽総合学科のオープンメジャーシステム履修者に対する支援 

  音楽総合学科には、フィックスメジャーシステムとオープンメジャーシステムの 2 つ

の学びのシステムがある。特定のコースを決めず、オープンメジャーシステムにより入

学した学生には、その 1 年次において、担当の教職員がアドバイザーとなり、適宜、希

望する進路を踏まえた履修サポート、日常の学修に関する相談、2 年次進級時のコース

選択に関するアドバイス等を実施している。 

ｂ．外国人留学生支援 

外国人留学生の修学生活を直接・間接に支援すべく、日本語に関する基礎的能力の向

上と日本文化に対する理解の深化を企図し、外国人留学生のみを対象とした必修科目と

して、1年次の前期に「日本語Ⅰ」、後期に「日本語会話」、2年次の前期に「日本語Ⅱ」、

後期に「日本事情」を、それぞれ開講し、日本語教育専門の教員が全般を担当している。 

また、外国人留学生については、年々増加傾向にあり、留学生の母国語で対応可能な

職員の採用や厚生補導委員会による留学生支援方針の検討など支援体制の拡充を行って

いる。 

ｃ．障害のある学生への支援、配慮 

本学では、「武蔵野音楽大学障害学生支援に関する基本方針」を定め、これに基づき、

障害のある学生の修学に必要な支援を行っている。 

志願者が入学者選抜に際して身体に障害があることを理由に配慮・支援の要請を申し

出た場合には、例えば視覚障害者に対しては試験時間の延長、試験問題の文字の拡大、

点字問題の作成、移動の際の介助等、個々の障害の種類・程度に応じて、合理的と判断

できる範囲において必要な配慮を行っている。 

身体的あるいは精神的な障害のある学生に対しては、入学決定後に学務課及び学生課

職員により、当該の学生が希望する配慮及び支援の内容を確認、対応するとともに、履

修する科目の担当教員と情報を共有し、必要とされる配慮・支援を依頼している。 

障害のある学生が、障害のない学生と同様に安心して、通常授業及び試験を受け、学

生生活を送ることができるよう、学生としての権利を尊重し、個々の状況に応じて合理

的な配慮を提供している。 

クラス授業科目定期試験に際しても、障害がある学生も含め、全ての受験者が公平か

つ公正に試験が受けられるよう、所要の配慮をしている。さらに、日常的な課題につい

ては、個々の学生の様子を継続的に細やかに把握できる主科レッスン担当教員において、

学務課及び学生課職員、保健担当職員と連携して、随時、適切な対応をとることに加え、

全般的な課題については、障がいの有無にかかわらず全ての学生が等しく充実した学生

生活を送るために必要とされる全学的な取組みを整理・検討し、年度当初の教授会・研

究科委員会で関係者相互に確認をしている。 

ｄ．中途退学・休学及び留年の未然防止の取組み 

  専攻実技担当教員と学生対応部署（学務課・学生課・演奏課）が連携して、個々の学
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生にかかる日常的な変化（異変）を見逃さないように努めているが、独り暮らしによる

不安や心身の変調、学修意欲の低下、適性への疑問、進路変更の選択、人間関係の問題、

家計の事情、その他の理由により、授業への出席率が低下し、これが中途退学・休学・

留年につながる場合がある。こうした学生の状況を早期に把握するため、まず新学期開

始後3週間における授業の出席状況を、全学生を対象に一律に確認しており、この調査に

よって出席率が低い科目がある学生が検出された場合には、直ちに学務課が対象者にア

プローチし、その一人ひとりと面談を重ねるとともに、当該授業科目担当教員の協力も

得て、原因の分析と所要の対処を行っている。 

これらの取組みにもかかわらず、2年次留級及び卒業保留が確定した学生については、

重ねて個別の面談を行い、学修意欲の維持・向上を図るよう助言・指導をしている。な

お、2年次に留級する学生のうち、すでに2年次における専攻実技の単位を修得している

者については、技術低下の防止や学習意欲の維持・向上を目的として、単位の付与はな

いが専攻実技のレッスンが受講できるようにしている。 

 

（3）2－2の改善・向上方策（将来計画） 

入試科目の見直し、外国人留学生の増加などにより、さまざまなレベルの学生が増加し

ており、よりきめ細やかに指導するため、習熟度別でクラスを分けている科目について、

レベル・クラスサイズなどの見直しを検討している。 

外国人留学生の特に中国語圏の留学生について、日本語能力のみならず、楽語等の表記

が母国と違うなど初歩的な部分で学修に問題が出ている留学生もおり、外国人留学生の入

学前教育、入学後の学修支援について現在検討を重ねている。 

また、部活動の地域移行に関して、令和6(2024)年11月に東京都と連携協定を締結した。

具体的な取組みは今後実施していくこととなるが、音楽を通した社会貢献のみならず、教

員、指導者を目指す学生のための学修支援としての効果も期待できる。 

 

2－3．キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

（1）2－3の自己判定 

基準項目 2－3 を満たしている。 

 

（2）2－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

A．教育課程内において行う指導 

本学は、教育課程内において、思考力、創造力、判断力、表現力、コミュニケーション

能力などの汎用的能力を基盤とする、社会的・職業的自立に必要な資質能力を培うための

指導を行っている。加えて、下記《表 2-3-1》のとおり、学部 1 年次に「キャリアデザイン

（導入編）」、2 年次に「キャリアデザイン（展開編）」を開講しているが、これらの科目は、

入学時から学生自身のキャリアデザインについて意識と理解を深めさせ、その学生生活を

通じて、自立的に卒業後の進路に対する明確な目標や目的を持たせることを企図するもの

であり、全コース 1・2 年次共通の必修科目として位置付けている。展開編では、第一線で
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活躍している本学教員や卒業生等による講演を通して、それぞれの職業の魅力・意義とと

もに、各分野で必要とされる資質・知識等について、より現実的かつ具体的な情報を提供

し、理解度の向上を図っている。これにより、学生は、将来の目標の設定や進路の選択な

ど、自身のキャリアデザインを的確に描くことができるようになる。 

表2-3-1 キャリアデザイン 

授業科目名称 履修年次 授業の到達目標 

キャリアデザイン

（導入編） 
1年次 

自己理解・自己探求を深め、個々の持つスキルや資質を確認し、音楽を

含めたライフキャリアを展望できるようになることを目標とし、自らの

キャリアデザインの第一歩として、学生生活の充実（学生としてのキャ

リアに対する主体的・積極的関与）のための指針を確立する。 

キャリアデザイン

（展開編） 
2年次 

社会的・職業的自立のために必要な基礎的、汎用的な知識や技術を身に

つけさせ、主体的に進路を選択する能力と態度を育むとともに、社会人

としての責任と自覚を認識させる。 

また、音楽総合学科アートマネジメントコースでは、必修科目として「アートマネジメ

ント実習Ⅲ」を開講している。この授業科目では、インターンシップとして学外の文化施

設（劇場・ホール等）、芸術団体（演奏団体等）、芸術関連企業（音楽事務所・レコード会

社等）、芸術関係の非営利団体等において、約 10 日間、業務に従事し、実習先の指導を受

ける。 

B．教育課程外において行う支援 

 a．初年次教育 

  本学では、学部の新入生を対象とした 2 日間にわたる「初年次教育」を行っている。

世界的に活躍している演奏家による「ステージマナー」、本学教員による「レポート作成

の方法」、さまざまな業種の資格を有した職員による「社会人としてのマナー」「メール

の書き方」といった実践的なプログラムにより、専門的な学修の開始に際し、基礎的な

スキルとして礼儀作法と汎用的能力を習得させ、本学の学生としての自覚を高め、4 年

間の学びを動機付けている。 

b．進路支援 

本学の学部卒業後の進路状況は、下記《図 2-3-1》のとおりである。進路に関する特徴

として、在学中から個人あるいは演奏団体での演奏活動を行う者や、学部の卒業後も引

続き研鑽を積むために進学・留学する者が多く、また、それらに向けての準備に勤しむ

者もみられるという点などが挙げられる。もとより、学校教員や音楽教室の講師、音楽

系企業のほか、一般企業へ就職する者もいる。 
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図2-3-1 卒業後の進路状況 

 

進路に関する支援は、就職課を中心に、学生課・学務課・演奏課、そして教員が相互

に密接に連携しながら行っている。 

就職課では、国家資格キャリアコンサルタント及び JCDA 認定キャリア・デベロップ

メント・アドバイザーの有資格者を含めた 3 人の課員が、進路・就職支援にあたってい

る。 

主な支援内容として、就職に関する情報提供、個人面談及び面接・履歴書等の添削指

導、進路ガイダンス・企業説明会・就職活動支援セミナー等の開催が挙げられる。 

求人情報は、全国の教育委員会、私立学校、音楽教室、演奏団体（自衛隊・警察・消

防の音楽隊を含む）、音楽系企業、一般企業等から直接又はインターネット上の情報か

ら収集するほか、演奏家や指導者等として第一線で活躍する本学教員及び卒業生から得

られる情報も含め、これを業種別に整理し学生に提供している。 

障害のある学生の就職支援については、外部団体と協力体制を構築することで、本人

の資質を踏まえた上で希望に沿う就職先の紹介等に努めている。 

外国人留学生の就職支援については、邦人学生と同様、就職活動支援ガイダンスや進

路に関する面談の実施により、個別の要望を把握し、希望に沿った支援を行っている。 

本学が行っている進路支援の取組みは、下記《表2-3-2》のとおりである。 

 

表 2-3-2 進路支援の取組み 

実施事項 内容等 

就職に関する情報提

供 

学生向けの就職に関する情報の提供。 

主に求人情報、就職関連書籍、過去の受験報告書、公立学校教員採用候補者選考要

項等の掲示・展示・配付・配信。 

就職課における個別

支援 

個々の学生に対する就職課員による支援。 

・エントリーシート・履歴書等の添削指導 

・企業等の採用試験に向けた模擬面接 

・個別相談 進路に関する相談対応  等々 
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就職課ガイダンス 

2～4 年次生全員を対象とした卒後の進路選択・準備等に関するガイダンス。 

学年に応じた内容で始業時に実施。外国人留学生に対しては特に就職関連イベン

トの周知や日本国内での就職活動で求められるスキル等を説明する。 

進路に関する個人面

談 

就職課員による2年次及び3年次生全員を対象とした個人面談。 

希望進路の確認及び就職活動の進捗の確認、適切な準備に向けた助言等を行う。 

企業説明会（学内開

催） 

種々の業種の企業による就職説明会。 

15社を超える企業ごとに開催。卒業生による体験談等を含む。 

就活セミナー 

就職活動及び採用試験に向けたセミナー。 

適性検査、インターンシップ、筆記試験、面接、グループディスカッション、時

事問題等のテーマを設け、年間10～15回実施。 

自衛隊音楽隊説明会

（学内開催） 

陸海空各自衛隊音楽隊による採用に関する説明会。 

卒業生との座談会、採用試験対策等を含み、年間3～4回開催。 

警察音楽隊説明会（学

内開催） 

警視庁音楽隊、埼玉県警音楽隊、神奈川県警音楽隊による採用に関する説明会。 

年間2～3回開催。 

オペラ団体説明会（学

内開催） 

卒後オペラの分野において専門的に研鑽継続を希望する学生のための説明会。 

藤原歌劇団・日本オペラ協会、東京二期会各団体による。 

教員・音楽教室講師を

目指す人のための特

別講座 

本学音楽教育コース教員による公立学校教員採用候補者選考対策講座。 

「教職教養」・「音楽専門教養」・「論作文」・「実技」の各講座を年間14～17回

実施。「実技」講座は音楽教室講師グレード試験等の対策にも対応。 

学校教職員を目指す

人のためのガイダン

ス 

教員又は学校職員を目指す学生向けのガイダンス。 

就職課員より採用試験に向けて準備しておくべき事項等を説明。 

公立学校教員採用候

補者選考全国模擬試

験（学内実施） 

学内において実施する時事通信出版局の教員採用学内模試。 

年3回実施しており、受験者には全国の順位と評価が通知される。 

公立教員採用候補者

一次選考対策講座 

本学音楽教育コース教員及び実務経験のある外部講師による、面接対策を中心と

した講座。 

公立教員採用候補者

二次選考対策講座 

本学音楽教育コース教員及び実務経験のある外部講師による、公立学校教員採用

候補者一次選考合格者を対象とした、二次選考に向けた「実技」・「面接」・「模擬授

業」・「集団討論」等のための対策講座。 

音楽教室講師・スタッ

フ募集説明会（学内開

催） 

ヤマハ、島村楽器、サクライ楽器、宮地楽器等、主要な楽器店が設置する音楽教室

の講師及び運営スタッフの募集説明会。（学内開催） 

業種別ガイダンス 

教員、音楽教室講師、民間企業に内定した 4 年次生による就職活動の体験談及び

後輩たちへのアドバイスを中心としたガイダンス。 

パネルディスカッション形式で実施。 

外国人留学生就職ガ

イダンス（学内開催） 

「東京外国人雇用サービスセンター」によるガイダンス。 

外国人留学生3年次及び4年次生を対象として、日本国内での就職活動のノウハウ

について説明。 

海外ヤマハ音楽教室 

講師募集説明会（学内

開催） 

海外のヤマハで講師、スタッフとして勤務を希望する学生を対象とした説明会。 

外国人留学生及び海外勤務を希望する邦人学生が対象。ヤマハの選考を経て長期

インターンシップ採用の制度がある。 

障害者就職支援 

障害を持つ学生の就職に向けた支援。 

「視覚障害者就労生涯学習支援センター」及び障害者雇用支援業者等との連携に

より希望に沿う就職先の確保に努めている。 
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C．既卒者に対するキャリア支援 

就職課において、既卒者から希望があった場合、キャリアに関する相談を行っている。

また、在学生向けに実施している「教員・音楽教室講師を目指す人のための特別講座」や

「教員採用二次試験対策講座」等のキャリア支援の取組みについては、希望する既卒者も

参加できるよう門戸を開いている。 

本学は、「武蔵野音楽大学研修員委嘱規則」に則り、原則として本学卒業者を対象に研修

員を募集し、所定の手続きを経て採用している。研修員は、合奏、合唱、指揮等の授業に

おいて、担当教員の指示のもと学生との共演を行うほか、本学が主催する演奏会において、

演奏者として指名される。この制度により、卒業生に多くの演奏の機会を与え、経験を積

ませることで、キャリア形成の一助としている。 

 

（3）2－3の改善・向上方策（将来計画） 

大学機関別認証評価の第 4期評価システムへの対応のため、キャリアに関する委員会組織の

設置、キャリア支援に関する方針・計画の策定を行っていく。 

 

2－4．学生サービス 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

（1）2－4の自己判定 

基準項目 2－4 を満たしている。 

 

（2）2－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

A．学生生活支援体制 

学生生活全般の支援は、主担当部署である学生課が、関連部署と連携を図り行っている。

学生課は、厚生補導、福利厚生、課外活動、保健管理、奨学金、教育実習（介護等体験）、

就職・キャリア、学生レジデンス「Flügel」、学生相談、関連委員会等に関する事務及び支

援を担当している。 

学生生活支援の関連事項を扱う組織として、「武蔵野音楽大学厚生補導委員会」「奨学生

選考委員会」「武蔵野音楽大学奨学金返還免除候補者選考委員会」「武蔵野音楽大学課外活

動委員会」「武蔵野音楽学園衛生委員会」「武蔵野音楽学園ハラスメント防止対策委員会」

を設置しており、それぞれの規則に基づき、各所掌の案件について審議等を行っている。

各委員会の審議内容は、学長に報告の後、必要に応じ、「武蔵野音楽大学大学運営委員会」

に提議され、教授会又は研究科委員会の意見を聴いて、学長が必要な処置等を決定する。

その決定に基づき、各部署が連携し適切に対応、処理している。 

 

B．健康相談、心的支援、生活相談 

「武蔵野音楽学園事務組織規則」の定めに従い、学務部所掌のもと、学生の保健管理の

ために保健室を、学生からの相談に対応するために学生相談室を、それぞれ設置している。 

保健室には保健担当職員を配置し、学生からの日常的な健康相談に応じるとともに、事

故・怪我等に対しては応急対応を行い、医師による診断や治療が必要と判断された場合は、
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校医をはじめ近隣の医療機関と連携して対応している。また、「学校保健安全法」に従い、

毎年度、全学生を対象とした定期健康診断を実施している。 

学生相談室には、所定の日時に教員をカウンセラーとして配置し、学生からのさまざま

な相談や問題に対し助言を行っている。令和3(2021)年度から、公認心理師及び臨床心理士

の資格を持つ専門のカウンセラーを配置し、心的支援の体制を強化している。 

このほか、保健室や学生課窓口は、常時、学生からのさまざまな相談に対して、保健室

や学生課窓口でも対応している。さらに、学務課及び学生課において、新入生全員を対象

とした個別面談や、教育実習及び介護等体験実施学生に対する個別指導等を行っており、

このような機会を利用し、学生生活に係る個々への支援を行い、問題の早期発見と迅速な

対応に取組んでいる。 

なお、休学者・留年者・成績不良者等、修学面で問題を抱える学生に対しては、学務課

と学生課が連携して相談に対応するとともに、必要な指導を行っている。 

C．奨学金制度等による経済的支援 

a．奨学金制度 

本学では、創立者福井直秋からの寄附金に加え、学生の奨学を目的とした他の寄附金

を基金として、昭和41年(1966)年から、返還義務のない本学独自の「福井直秋記念奨学

金」を運用している。 

この奨学金については、令和3(2021)年度より、その種類・対象・給付額・採用数を全

面的に見直し、総額で約2倍、採用者数で約1.5倍に拡充した。その内訳と詳細は、下記

《表2-4-1》のとおりである。新入生については、「入学者選抜委員会」、2年次以降の学

生については、「奨学生選考委員会」の選考を経て、「大学運営委員会」に提議され、教

授会又は研究科委員会の意見を聴取の後、対象の学生を学長が決定する。 

表2-4-1 福井直秋記念奨学金種類 

種類 対 象 給付額 採用数 備 考 

特別給費 
奨学金 

(特待生) 

学部 1年次 

年間授業料全額相当 
(うち1名は施設費全
額相当も給付) 

3人 

入学者選抜の
成績によって
選考 

年間授業料半額相当 2人 

年間授業料 
1/4相当 

3人 

給費奨学金 学部 1年次 入学金相当 32人程度 

特別給費 

奨学金 
(特待生) 

学部 2～4年次 

年間授業料全額相当 

(うち3名は施設費全
額相当も給付) 

5人 

前年度の成績
によって選考 

年間授業料 

半額相当 
3人 

年間授業料 
1/4相当 

9人 

給費奨学金 

学部 2～4年次 15万円 30人程度 

学部2～４年
次及び修士課
程２年次につ
いては前年度
の成績により
選考、修士課
程１年次につ
いては入学者
選抜の成績に
よって選考 

修士課程 1～2年次 20万円 16人程度 

特別成果 学部 音楽的・学術的又は社会 30万円 若干名 出願者の中か
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給費奨学金 大学院 的な活動において特に顕
著な成果をあげた学生 

ら選考 

緊急給費 
奨学金 

学部 
大学院 

家計の急変により学業継
続が困難になった学生 

最高20万円 数人 

本人の申し出
により、大学
が審議により
決定 

日本学生支援機構の奨学金をはじめとする貸与型の奨学金に関しては、在学生に対し、

学生課が申請に関する情報を提供するとともに、奨学生となった者に対しては、出席状況

等の資料をもとに、きめ細かい指導を行っている。奨学金返還免除候補者の推薦は、「武

蔵野音楽大学奨学金返還免除候補者選考委員会」の議に基づき、学長が決定する。 

b．学費等減免制度 

1.自然災害罹災時の学費減免 

学生の家計支持者が自然災害で罹災した場合において、その学費を減免することによ

り経済的負担の軽減を図ることを目的として、「自然災害罹災時の学費減免規則」を制定

している。 

2.私費外国人留学生授業料減免 

経済的に就学困難な私費外国人留学生の経済的負担を軽減する目的で、「私費外国人

留学生授業料減免規則」を制定している。 

3.休学等の者の授業料及び施設費減免 

休学者・留年者・卒業保留者の経済的負担の軽減を図るために、「休学等の者の授業料

及び施設費の納付に関する細則」に従い、未修得単位数等に応じて授業料の減免も行っ

ている。 

4.複数者が在籍することとなる場合の学費減免 

保護者の学費負担の軽減及び学生生徒等の奨学を図ることを目的として、大学院、大

学（別科を除く）、高等学校及び幼稚園を対象に、既に在籍している学生生徒等と同一の

家計に属する兄弟姉妹等が新たに入学する場合及び2名以上の兄弟姉妹等が同時に入学

する場合に、入学金に相当する金額を減免している。 

 c．高等教育の修学支援新制度の対象機関としての支援 

  本学は、修学支援新制度の施行以来、「大学等における修学の支援に関する法律」によ

る修学支援の対象機関として、文部科学大臣より確認を受けている。支援の要件を満た

す新入生及び在学生から認定申請書が提出された場合は、所定の事務処理要領に基づき

授業料等減免の支援を行っている。 

D．課外活動支援 

課外活動は、学生の自主的活動であるが、本学ではこれを専門分野に関する知識や技能

の補完及び伸長の場、また、学生同士の信頼関係を築く場としても捉え、学友会、部・同

好会等の諸活動が円滑に行われるよう、学生課を中心に関係部署が協力して全学的に支援

を行っている。主な支援の内容は、活動のための助成金の支給、学内施設・設備の提供、

全ての部・同好会への専任教職員による顧問の配置等である。また、課外活動の集大成で

ある「ミューズフェスティヴァル（学園祭）」に際しては、演奏や部の発表の指導、施設設

営等において、教職員による支援を行っている。 

E．学生レジデンス「Flügel」 

本学では、女子学生寮「むらさき寮」、男子学生寮「愛水寮」を設置していたが、経年劣
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化等の事情により閉鎖し、令和6(2024)年1月に江古田キャンパスの近隣（徒歩数分）に新

たな女子学生寮として学生レジデンス「Flügel」（収容定員105人）を設置した。 

居室は全室個室でプライベートな空間を確保し、生活に必要な設備、食堂、共有スペー

ス、入居者用の練習室も用意している。 

また、防犯カメラ、オートロック等の防犯設備や管理人・警備員の配置等、入居者が安

全・安心な生活を送れるよう配慮している。 

F．外国人留学生への支援 

外国人留学生が日本での留学生活を通じて十分な学修成果を上げられるよう、外国人留

学生を対象としたガイダンスの実施、日本語を学ぶ授業の開設、学生対応部署による学修

面、学生生活面でのサポートを実施している。 

また、外国人留学生が抱える問題等を把握するためアンケートを実施している。 

G．災害傷害保険の加入 

全学生は、教育研究活動中の不慮の事故により身体に障害を被った場合の補償のため、

大学の保険料負担により、「学生教育研究災害傷害保険（通学特約を含む）」に加入してい

る。また、教員免許課程及び学芸員課程の履修者が、実習等の期間中に他人に怪我を負わ

せたり、他人の物を壊す等法律上の賠償責任を負う場合に備え、「学研災付帯賠償責任保険」

に一括加入している。さらに、本学主催の国内演奏旅行を行う場合には、その期間中の保

障のため、「国内旅行傷害保険」に、海外演奏旅行を行う場合にも同様に、「海外留学保険」

に、各加入している。 

 

（3）2－4 の改善・向上方策（将来計画） 

大学機関別認証評価の第 4期評価システムへの対応のため、厚生補導委員会の審議事項、

学生生活支援に関する方針・計画の策定、障害のある学生への学修支援に関する方針・計

画の策定等を検討していく。 

また、コロナ禍で活動が中断していた図書館のピア・サポーターについて令和 7(2025)

年度より再開し、図書館主催のミニガイダンスの企画・実施、古本募金活動などを行う予

定である。 

今後も、引続き学生が安心して学修に取組めるよう支援を実施していく。 

 

2－5．学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

（1）2－5の自己判定 

基準項目 2－5 を満たしている。 

 

（2）2－5の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

本学は、教育・研究活動の場として、江古田キャンパス（東京都練馬区）と入間キャン
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パス（埼玉県入間市）を保有しており、平成 29(2017)年度以降、「ベートーヴェンホール」

以外の全ての建物を建替えた江古田キャンパスに大学の教育・研究活動の場を統合してい

る（自由科目の「スポーツ」は入間キャンパスで実施）。 

江古田キャンパスは、外周部に多種多様な草木を植栽し、整備することで、地域に開か

れた、みどり豊かな都市型キャンパスとなっている。耐震改修を施し、各設備をリニュー

アルした、我が国初の本格的コンサートホールである「ベートーヴェンホール」、永田音響

設計監修の意欲的なデザインの「ブラームスホール」とヨーロッパのサロン風の「モーツ

ァルトホール」、さらにはオーケストラ、ウィンドアンサンブル（吹奏楽）、大合唱のため

の三つのリハーサルホールや、最適な音響を考慮したレッスン室、録音スタジオ、練習室

等を完備しており、音楽大学としての総合的な学修環境を実現している。 

 

校地面積は両キャンパス合わせて 396,437 ㎡を有し、大学設置基準における必要な校地

面積 12,100 ㎡を十分に満たしている。また、校舎面積は 45,210 ㎡を有し、大学設置基準

における必要な校舎面積 10,321 ㎡を満たしている。校地及び校舎の面積等の内訳は、下

記《表 2-5-1》のとおりである。 

表 2-5-1 校地面積、校舎面積（令和 6(2024)年 5 月１日現在） 

校地 
収容定員 

（人） 

校地面積 

（㎡） 

設置基準上の 

必要校地面積（㎡） 

校舎面積 

（㎡） 

設置基準上の 

必要校舎面積（㎡） 

江古田 
 1,210 

  12,117 
 12,100 

 24,178 
 10,321 

入 間  384,320  21,032 

計  1,210  396,437  12,100  45,210  10,321 

本学が保有し使用する建物のうち、昭和56(1981)年5月31日以前の旧耐震基準により建

設された入間キャンパスの建物については、全て耐震診断を実施した上で、耐震性能が不

充分であった体育館の耐震補強工事を完了し、現在、いずれも耐震基準を満たしている。

江古田キャンパスは、耐震基準（Is値7）を満たしており、本学が現在使用する建物の耐震

化率は100％である。 

A．講義室（教室等) 

江古田キャンパスでは、S 棟の 3～5 階に、学生数に対応して大教室 1 室、中教室 5 室、

小教室 10 室を配置している。各室にはグランドピアノ及び AV 機器等を備えているほか、

各席から見やすい位置にプロジェクタースクリーンも設置している。 

加えて、演習室 5 室を備え、それぞれアップライトピアノを設置しており、アンサンブ

ル等の演習系授業のほか、課外活動やアンサンブルの練習、学生の自主研究等にも使用し

ている。 

B．研究室・レッスン室 

江古田キャンパスでは、大レッスン室 6 室、中レッスン室 11 室、小レッスン室 55 室の

計 72 室を備えており、各部屋は広さと使用楽器に合わせてグラスウールの吸音材を配置

し、残響時間を微調整している。また、天井と床、及び壁同士の平行面を排することによ

り、雑音の残存を防いでいる。これらのレッスン室は相互に遮音され、室内にはグランド

ピアノ、譜面台、鏡等、必要に応じた備品を備えている。 

また、授業を担当する教員の使用に供するため、それぞれの専攻、担当分野に合わせた
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共同研究室 12 室を配置している。 

C．練習室 

江古田キャンパスでは、学生にとって重要な自習の場として、大・中・小合わせて 118

室の練習室を配置し、個人の練習、アンサンブルの練習等、多様なニーズに対応している。

これらは、レッスン室と同様に相互に遮音され、天井と床、及び壁同士の平行面を排し、

室内は最適な響きが保たれている。 

学生は原則として個人保有の楽器を使用するが、練習室には、その用途により、ピアノ、

ハープ、オルガン、コントラバス、各種打楽器等の大型楽器のほか、必要な楽器も設置し

ている。各種練習室の内訳と室数は、下記《表 2-5-2》のとおりである。 

表 2-5-2 練習室数（令和 6(2024)年 5 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

※オルガンに関しては、ベートーヴェンホール、

モーツァルトホール、研究室（レッスン室）に

設置している楽器を、練習に使用している。 

 

D．楽器の管理 

授業等に供する各種の楽器は、レッスン室、練習室に配置している楽器のほか、空調設

備等の整った楽器保管庫において維持、管理している。教育研究に支障をきたすことがな

いよう、《表 2-5-3》記載のとおり、各種、多数の楽器を準備している。 

ピアノは、常駐する調律師が定期的にメンテナンスを行っている。調律室には弦（巻線）

を製造する機械等があり、断線時には速やかに対応できる体制となっている。 

表 2-5-3 楽器保有数（令和 6(2024)年 5 月 1 日現在） 

楽  器  種  別 江古田 入 間 その他 合 計 

ピアノ 

フルコンサートグランドピアノ    4     2     0     6 

グランドピアノ    189   45 38   272 

アップライトピアノ     38    5 9     52 

計 231    52 47    330 

ハープ     10     0 0     10 

コンサートオルガン等      4     3 0      7 

木管楽器 226 82 0    308  

金管楽器 130    44 0    174 

弦楽器     98    104 0    202 

打楽器 2,041   69 0 2,110 

電子楽器      3     0 0      3 

合  計 2,731   391 59 3,181  

 

E．コンサートホール 

下記のとおり、楽聖の名を冠した四つの本格的なコンサートホールを保有している。こ

区  分 室数（室） 

大 アンサンブル室 8 

大 打楽器練習室 6 

中 コントラバス練習室 2 

中 2 台ピアノ練習室 4 

中 伴奏合わせ練習室 3 

中 ハープ練習室 2 

― オルガン練習室 ※ 

小 個人練習室 93 

計 118 
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れらのコンサートホールは、演奏会のほか授業や試験などに高頻度で使用し、学生が学修

成果を上げるための実践の場として機能しており、音楽芸術の研鑽に欠くことができない

施設である。 

a． ベートーヴェンホール 

（客席数：1,043 席（うち車椅子席 4 席）・総面積：3,943.8 ㎡） 

音響設計がなされた我が国初の本格的なコンサートホールの一つとして、昭和

35(1960)年に誕生した。ステージ上に設置されているオルガンは、ボン市（ドイツ）の

クライス社製（55 ストップ）であり、当時、我が国で初めての大型コンサートオルガン

として話題を集めた。 

江古田キャンパス刷新にあたり、平成29(2017)年、建築構造の補強とホール天井の落

下防止対策（特許取得）による耐震化、防災設備の改修等を経て、現在の建築基準に沿

った安全性を獲得した。その際、静粛性の向上、空調・衛生・照明・舞台等機器の更新、

エレベータや車椅子席を用意する等のバリアフリー化、各階ホワイエを中心とした内装

リニューアルも行い、より安全で使いやすい施設に生まれ変わった。 

また、令和6(2024)年に防水対策のため、外周の工事を実施した。 

令和2(2020)年2月、特に耐震性、防災・安全性、意匠等に優れた建築物として、「日本

建築防災協会」より「日本建築防災協会理事長賞」及び「耐震改修優秀建築賞」を受賞

している。 

b． ブラームスホール 

（客席数：423 席（うち車椅子席 4 席）・総面積：1,640.36 ㎡） 

江古田新キャンパスに併置された世界的な音響設計コンサルタントである永田音響設

計の監修による意欲的なデザインのホールである。内装に六つの異なった素材を組合わ

せることによって、新しい響きを実現した意欲的なデザインで、14m の高い天井は、演

奏者と聴衆のドラマティックな一体感を生み出している。 

c． モーツァルトホール 

（客席数：可動席約 100 席・総面積：203.63 ㎡） 

江古田新キャンパス内に設けられた、ヨーロッパのサロンをイメージしたホールであ

り、設置されたパイプオルガンは、ドイツのクライス社と日本のヤマハ株式会社が共同

製作した唯一のものであり、昭和 45(1970)年に大阪万国博覧会に出品され、閉会後、本

学に移設されたものである。このオルガンは、フロントの中央部に竹のパイプが使用さ

れた希少な楽器である。 

d． バッハザール 

（客席数：1,202 席（車椅子スペース有）・総面積：5,663.5 ㎡） 

   バッハザールは、昭和 54(1979)年の竣工当時には、現代の音楽施設の最高峰の一つと

されたホールであり、綿密な音響設計が施されている。 

内装には木材が使用され、柔らかな音色と響きを生み出している。そのステージでは、

120 人のオーケストラと 200 人の大合唱の同時演奏が可能であり、オーケストラピット、

オペラ上演のための舞台機構なども備えている。設置されたパイプオルガンは、ドイツ

のクライス社製（67 ストップ）で、同社 1981 年最大の作品である。 

昭和 55(1980)年に「東京都建築士事務所協会」より「優秀賞」を、昭和 56(1981)年に
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「建築業協会」より「優良建築賞」を、受賞している。 

F．リハーサルホール 

江古田キャンパスの三つのコンサートホールに隣接した場所に、それぞれの用途に応じ

た、本格的な音響設計がなされた三つのリハーサルホールを配置している。各ホールは、

装飾を兼ねた吸音カーテンを設置することにより、音響の調整が可能となっている。オー

ケストラ、ウィンドアンサンブル（吹奏楽）、大合唱それぞれのリハーサルに使用するほか、

授業や試験にも使用している。 

a．オーケストラホール（385.81 ㎡） 

三つのリハーサルホールの中で最も広い面積を持つこのホールは、オーケストラの響

きを意識した残響時間を持ち、市中の著名なコンサートホールの舞台と同程度の広さに

より、大編成のオーケストラに加えて合唱の共演も充分に可能である。 

b．ウィンドアンサンブルホール（322.9 ㎡） 

ウィンドアンサンブルの響きに対応した、クリアで長すぎない残響時間の設定となっ

ている。ベートーヴェンホール、ブラームスホール、モーツァルトホールに隣接した 1

階部分に位置しており、各ホールへの楽器の移動も容易となっている。 

c．コーラスホール（226.2 ㎡） 

低音の響きに優れ、残響時間も三つのリハーサルホールの中では一番長く、合唱だけ

でなくオペラのリハーサルにも対応できるよう設計されている。オペラの雰囲気を演出

するため、天井には簡易な照明バトンを設置し、内装には舞台のイメージを感じさせる

明るい素材を採用している。 

壁面には、バレエレッスンへの対応も考慮した大きな鏡が取付けられている。 

 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

A．図書館 

図書館は、大学の教育研究に関わる学術情報の体系的な収集・管理・整理・保管に加え

て、教育研究活動及び学修支援に直接関与している。学生・教員による利用の活性化を企

図して、キャンパスの中央に位置し、機能別に 3 層にゾーニングされた多様な学修スタイ

ルに柔軟に対応する学修・研究空間である。1 階の「メインフロア」は、新刊図書、雑誌、

新聞をはじめ、利用頻度の高い音楽書を配架している。2 階の「サイレントフロア」は、

参考図書と一般書が並ぶ開架書架エリア、個人・ペア視聴席と AV ルームからなる AV エ

リアで構成されている。地下 1 階のグループ学修室も備えた「アクティブフロア」は、授

業の事前準備学修・授業・事後展開が実現できる、知の集積及び交流の拠点として機能し

ている。 

所蔵資料は、楽譜約 11 万冊、図書約 11 万冊、オーディオ資料約 8 万点の計約 30 万点

にも及び、音楽大学図書館として日本最大級である。特色としては、NII（国立情報学研究

所）の総合目録データベースの基準より詳細な本学図書館独自の基準を設け、書誌データ

を充実させることにより、利用者サービスの向上を図っている点が挙げられる。すなわち、

各キャンパスの請求記号を統一するため、｢日本十進分類法（NDC）｣の音楽の項目を更に

詳細に分類した「武蔵野音楽大学十進分類法［Musashino Decimal Classification］(MDC)」

を考案し、図書と楽譜の全ての音楽関係資料を「MDC」に基づいた分類番号に変更するこ
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とにより、データ上の書誌の充実はもとより、蔵書検索の効率化と最適な資料の配架を実

現している。なお、配架資料は、利用状況に応じて定期的に資料の配置換えを実施し、適

切な資料提供を行っている。 

図書館の利用環境については、授業開始前や終了後の時間帯にも配慮し、通常時は 8:30

～18:30 を開館時間としている。令和 6(2024)年度の開館日数は 235 日を予定しており、

授業実施日は全て含んでいる。 

多様な学修形態に対応するために整備した AV 機器、電子黒板、パソコン、鍵盤付きパ

ソコン、タブレット型パソコン、プロジェクター、スクリーン、その他の貸出用機器につ

いても、その年間利用件数は増加傾向にあり、学修意欲向上の現れと見受けられる。また、

アクティブルームは、毎年計 450 回程度の利用がある。論文演習や「音楽指導実践研究」

などの授業で利用されるほか、学生同士のグループ学修で利用されることが多い。これら

利用状況の数値は図書館の有効活用を示しており、教育上の大きな効果を立証している。 

また、音楽芸術の希少な遺産である楽聖たちの自筆譜、書簡、初版本、楽譜等について

は、変温恒湿の空調システム及び不活性ガス（窒素）消火設備を備えた稀覯室で管理・保

管している。 

 その他、図書館主催のスキルアップ講座、外部講師を招いてのデータベース実習講座、

テーマ企画・展示等を適宜開催している。教員と協働し、初年次教育の一環としての図書

館ガイダンスや論文の執筆に必要となる情報リテラシー教育、文献利用指導等を行い、学

生一人ひとりに対するきめ細かな学修サポートも行っている。このように学修支援機能の

充実・向上を図り、学生の主体的な学びと学修成果の向上に寄与している。 

 なお、地域貢献の一環として、練馬区内の中学校と連携し、職場体験等に協力している。 

B．楽器ミュージアム 

楽器ミュージアムについての詳細は、基準 B．に記しているが、学芸員課程実習施設と

しては、毎年「博物館実習」を履修する学生の受入れに注力している。また、授業への楽

器ミュージアム資料の提供や、授業での見学についても楽器ミュージアムは活用されてい

るが、詳細は基準 B．で述べる。 

C．情報機器操作室、DTM 演習室、録音スタジオ 

近年、テクノロジーの発達とともに社会の変化に対応できる多様な能力が要求されてお

り、ICT (情報通信技術)機器の充実を図るため、情報機器操作室に 37 台、DTM (Desktop 

Music)演習室に 16 台、合計 53 台のパソコンを設置している。Microsoft の Office 系ソフ

ト、楽譜作成ソフトをはじめ、音楽関連のソフトウェアや周辺機器を完備している。また、

グラフィックソフトウェアも準備されており、アートマネジメント系の授業で使用されて

いる。 

録音スタジオでは、五重奏程度の編成のレコーディングが可能であり、プロユースの音

響機材やソフトウェアを備え、音響機器の操作に関する授業等で有効に活用している。隣

接する DTM 演習室を併用することにより、ハイレベルなシステムの扱いに慣れ、プロの

現場で実際に行われている音楽制作の過程を学ぶことができる。 

D．体育館・運動場体育施設等 

入間キャンパス (埼玉県入間市) に、運動場（2 面）、体育館、体育館更衣室、テニスコ

ート（6 面）を設置し、自由科目「スポーツ」のほか、課外活動等にも活用されている。 
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2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

施設・設備の利便性については、障害のある人や高齢者のための施策として、校舎入口

のスロープ、点字ブロック、エレベータ、バリアフリートイレを設置している。 

また、ベートーヴェンホール、ブラームスホール内には車椅子用の客席を設置し、通路

や階段に点字ブロックや手すりを設置する等の対策を講じている。 

 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

本学では、授業形態に応じた適正なクラスサイズを実現している。実技科目は1対1のレ

ッスン形式が原則であり、演習系科目の語学、「ソルフェージュ」「和声」「対位法」は30～

35人のクラス編成とし、講義系科目の「西洋音楽史」や教養科目等は、1クラス80～100人

を目途としてクラス編成を行っている。さらにアンサンブル系科目では、オーケストラ、

ウィンドアンサンブル（吹奏楽）、合唱など、演奏形態に合わせた各専用リハーサルホール

等を活用し理想的な人数で最大限の学修効果を上げるよう配慮している。 

 

（3）2－5の改善・向上方策（将来計画） 

大学機関別認証評価の第 4期評価システムへの対応のため、学修環境の整備については、

現在規則がない、施設・設備の管理に関する規則の制定、施設・設備に関する事項を検討

する委員会等を設置し、安全管理や建物・楽器のメンテナンスを行い、平成 29(2017)年度

以降更新していない情報機器操作室や DTM 室等の PC 等の機材の入れ替えも行い学生が

満足に学修を行える環境を整えていく。 

 

2－6．学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

（1）2－6の自己判定 

基準項目 2－6 を満たしている。 

 

（2）2－6の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・

要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

A． 意見・要望の把握 

a．主科レッスン・副科レッスン担当教員による把握 

主科レッスン及び副科レッスンは、個人若しくは少人数で行われる。担当教員には当

該科目の学修に関することにとどまらず、さまざまな意見・要望が寄せられる。担当教

員は、必要に応じて各関係部署に報告・相談を行っている。 
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b．各種アンケート等の実施による把握 

 「学生満足度調査」「新入生アンケート」「留学生アンケート」「学生による授業評価ア

ンケート（クラス授業）（レッスン）」を実施し、それぞれのアンケートには自由記述欄

を設け、その記載内容から学生の意見・要望を把握し、必要に応じ対応を検討している。 

c．窓口での把握 

 学務課、学生課、演奏課、管理課、図書館の各事務所には窓口を設置しており、各所

掌に関して学生に対応している。その折に学生から各種の意見・要望を吸い上げ、把握

に努めている。 

ｄ．その他の方法 

 学生相談室・保健室での相談対応や毎年実施する個人面談、学生が組織する学友会を

通じて、学生からの意見・要望を把握している。また、全学生にメールアドレスを付与

しており、メールを通じての意見が寄せられることもある。 

B．意見・要望の分析と検討結果の活用 

把握した意見・要望は、学修支援・授業に関するものは主として学務課が、健康相談や

経済的支援に関するものは主として学生課が、学修環境に関するものは主として管理課が、

各種演奏会及び合奏・合唱の授業に関するものは主として演奏課が、図書資料及び図書館

利用に関するものは図書館課が、各々内容を分析・検討し、必要に応じて他部署とも連携

しながら適切に対応する。なお、教学運営に関わる事項については、《図4-1-1》に示す教

学運営組織をもって対応する。 

 近年、上記により把握した学生の意見・要望を検討した結果、各担当部署が実施した主

な対応には、以下のような事項がある。 

a．学修支援・授業に関する対応 

・外国人留学生のための学修支援の強化 

・図書資料や楽譜の購入 

・第二副科（オプション）の開設 

・令和 7 年度から大学院入試対策も兼ねて 4 年次に「和声Ⅶ」を開講 

・令和 7 年度から「ミュージカルⅠ・Ⅱ」を開講 

 b．学生生活に関する対応 

・学生食堂の席数を令和5(2023)年度に150席から180席へ増設 

・令和 7 年度に楽器用ロッカーを 60 人分増設の予定 

 c．学修環境に関する対応 

・練習室予約サイトのサーバー強化 

・公開リハーサルを実施 

d.その他 

・学生・保護者からの要望による、YouTube での授業発表等の配信 

 

（3）2－6の改善・向上方策（将来計画） 

学生の意見・要望への対応については、今後も実施していくところであるが、大学機関

別認証評価の第 4期評価システムへの対応について、この基準項目が内部質保証に統合さ

れ、教育研究や大学運営の改善向上に反映している事が求められ、さらに学外関係者の意
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見・要望の把握とその反映努力についても組込まれるため、内部質保証の観点からシステ

ムの再構築、規則化等を検討している。 

 

［基準 2 の自己評価］ 

本学は、建学の精神、使命・目的及び教育目的等に基づきアドミッション・ポリシーを

定め、それに基づき入学者選抜を適正に行っている。また、学生が成長するために必要な

学修支援、学生生活支援、経済的支援、キャリア支援、学修環境の整備を組織的に実施し

ている。また、各種アンケート等を活用してくみ上げた学生の意見・要望に対しては、教

員と職員が協働しながら適切に対応し、学生が満足して学修に取組むように、充実・改善

を図っている。 

以上のことから、基準 2 を満たしている。 
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基準 3．教育課程 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

（1）3－1の自己判定 

基準項目 3－1 を満たしている。 

 

（2）3－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）では、音楽学部（以下「学部」という）及び本

学大学院音楽研究科（以下「研究科」という）を下記《表 3-1-1》及び《表 3-1-2》のとお

り定めている。これに基づき、学部及び研究科に定められた教育課程に沿って、学生個々

の素養・適性・能力に応じた指導により、目的とする人材を育成する。この方針は、シラ

バスや学生便覧に記載するとともに、ウェブサイトにも公表し、学内外に周知している。 

表 3-1-1 学部のディプロマ・ポリシー 

武蔵野音楽大学音楽学部（学士課程）の目的に基づき、４年以上在学して１２４単位以上を修得し、以下

の知識・能力等を身につけたと認められる者に、学士（音楽）の学位を授与します。 

１ 専攻分野における基礎的な知識･能力に加え、専門的な能力（演奏学科では演奏能力、音楽総合学科の

作曲コースでは創作能力、音楽学コースでは研究能力、音楽教育コースでは教育能力、アートマネジメン

トコースではアートマネジメント能力）を身につけている者。 

２ 正課の授業及び正課外でのさまざまな学修体験を通して、豊かな人間性と学修に対する継続的な強い

意欲を身につけている者。 

３ 自ら考え、創造する能力を育成し、予測することが困難な社会の諸課題に対応できる判断力、コミュニ

ケーション能力等を身につけている者。 

 

ディプロマ・ポリシー全文 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/department1/diploma_policy 

 

 

表 3-1-2 研究科のディプロマ・ポリシー 

武蔵野音楽大学大学院音楽研究科の目的に基づき、以下のように、高度な知識及び技術を身につけたと認
められる者に学位を授与します。 
 
【博士前期課程（修士課程）】 
本学大学院学則第４条第１項に基づき、２年以上在学し、３０単位以上を修得した上で、専攻実技の修了
試験、修士論文の審査に合格した者に修士（音楽）又は修士（音楽学）の学位を授与します。なお、ヴィ

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/department1/diploma_policy
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ルトゥオーゾコースは、修士論文を課すことなく、学位審査演奏に合格した者に修士（音楽）の学位を授
与します。 
 
【博士後期課程】 
本学大学院学則第４条第２項に基づき、３年以上在学し、１０単位以上を修得した上で、演奏あるいは作
品の修了試験、博士論文の審査に合格した者に博士（音楽）又は博士（音楽学）の学位を授与します。 
 
ディプロマ・ポリシー全文 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知 

 本学では、ディプロマ・ポリシーを踏まえて、単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、

修了認定基準等を定め、学則、大学院学則、「武蔵野音楽大学学部規則（以下「学部規則」

という）」、「武蔵野音楽大学大学院音楽研究科規則」、シラバス、学生便覧等に明記すると

ともに、ウェブサイトにも公表し、学内外に周知している。 

A．学部 

a．成績評価基準 

ディプロマ・ポリシーに基づいて、成績評価基準を学部規則に定め、《表3-1-3》記載

のとおり運用している。この評価基準は、シラバス等に明記している。それぞれの評価

についての配分比は、《表3-1-4》記載のとおりとし、各科目共通の目安としている。 

表3-1-3 成績評価基準  

クラス授業科

目点数区分 

実技科目点数

区分 

評価の表示

方法 

基準 合否 

90～100点 80～100点 Ｓ 到達目標を十分に達成し、優秀である 

合格 
75～90点未満 65～80点未満 Ａ 到達目標を十分に達成している 

60～75点未満 50～65点未満 Ｂ 到達目標を達成している 

50～60点未満 40～50点未満 Ｃ 到達目標をほぼ達成している 

0～50点未満 0～40点未満 Ｄ 到達目標を達成していない 不合格 

 

表3-1-4 成績配分比 

評価 成績の配分比 備考 

Ｓ 20％程度 
ＳＡ合わせて50％程度 

Ａ 30％程度 

Ｂ 40％程度  

Ｃ 任意 割合は定めない 

Ｄ 任意 割合は定めない 

 

b．単位認定基準 

単位の授与については、学則第20条の3、学部規則、シラバス等に明記している。所定

の期日までに履修登録をした科目は、授業実施回数の3分の2以上（集中授業は5分の4以

上）の出席をした上で、シラバスに示す各授業科目の成績評価の方法・基準により、前

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/graduate/diploma_policy
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述の点数区分に応じS・A・B・C・Dで評価される。C以上を合格とし、単位の修得が認

められる。ただし、出席の回数が上記の基準に満たなかった場合は、合格しても単位の

修得は認められず、その表示は「失」（出席回数基準の未充足）となる。 

c．進級基準 

学生は、セメスター制により半期ごとに単位の修得が可能となっているが、3年次への

進級については、一定の基準を設け、所定の科目・単位を修得した場合に進級を認めて

いる（演奏学科：28～34単位、音楽総合学科：23～31単位）。この進級基準は、学則第

17条第1号別表Ⅳ及び学生便覧に明記している。 

 d．卒業認定基準  

  卒業認定基準については、ディプロマ・ポリシーに則り、4年以上在学して、コース別

に開設する所定の授業科目及び全学科共通の授業科目を履修し、124単位以上を修得す

ることを要する旨、大学学則第21条及び学生便覧に明記している。 

e．GPA 

GPAについては、学部規則に定めている。各授業科目の成績評価 (S、A、B、C、D)

に、それぞれグレードポイント(S:4.0、A:3.0、B:2.0、C:1.0、D:0、失:0)を付与し、これ

に各科目に定められた単位数をかける。これらを合計した上で、履修した単位数の総数

で割り、1単位あたりの平均（GPA）を算出している。成績評価のほかに、年度別と累積

のGPAをもって、学修評価の指標、履修単位の上限の緩和条件、奨学生・諸代表の選抜

や進級の際の基準として利用している。 

B．研究科 

a．単位認定基準 

単位認定基準は、大学院学則第10条及び「武蔵野音楽大学大学院音楽研究科規則」第

3条に明記しており、履修登録した科目は、年間授業実施回数の3分の2以上を出席した

上で、所定の試験に合格することによって、その単位を修得できる。ただし、出席の回

数が上記の基準に満たなかった場合は、合格しても単位の修得は認められず、その表示

は「失」（出席回数基準の未充足）となる。 

b．成績評価基準、修了要件（修了認定基準） 

1．博士前期課程（修士課程） 

実技科目及びクラス授業科目ともに成績評価基準を設定している。ただし、器楽専

攻及び声楽専攻のヴィルトゥオーゾコースについては、演奏家として、より高い完成

を目指すというこのコースの研究上の特性を反映し、学位審査演奏には、独自の実技

科目評価基準を運用している。学位論文（以下「修士論文」という）の評価基準は、

5つの審査項目を、S、A、B、C、Dの区分で総合評価することと定めており、この評

価基準はシラバス等に明記している。 

   修士課程の修了要件（修了認定基準）は、大学院学則第12条及び「武蔵野音楽大学

学位規則」（以下「学位規則」という）に基づき、2年以上在学して所定の30単位以上

を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で、修士の学位論文等又は特定の課題に

ついての研究の成果の審査及び試験に合格することと定めている。なお、ヴィルトゥ

オーゾコースでは、修士論文を課すことなく、これに代えて、器楽コース・声楽コー

スの約2倍の長時間に及ぶ学位審査演奏を経て合格することを修了要件としている。 
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  2．博士後期課程 

   博士後期課程についても、実技科目及びクラス授業科目ともに成績評価基準を設定

している。 

博士後期課程の修了要件（修了認定基準）は、大学院学則第13条及び学位規則に基

づき、3年以上在学して所定の10単位以上を修得し、必要な研究指導を受けた上で、博

士論文等の審査及び試験に合格することと定めている。学位論文（以下「博士論文」

という）審査は、予備審査及び本審査をもって行う。予備審査では、提出された論文

を主査と2人以上の副査が査読を行い、当該論文の内容の妥当性と完成度を確認し、そ

の結果が申請者に通知される。本審査では、提出された論文につき、学外有識者を含

む5人程度の審査委員が査読し、これに関する口述試験を行い、博士論文としての妥当

性と完成度を評価した上で合否を判定する。 

   博士の学位を授与したときには、学位規則の定めるところにより、当該博士の学位

授与に係わる論文、論文要旨及び審査結果の要旨を「武蔵野音楽大学学術リポジトリ」

にて公表している。 

 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

A．学部 

a．成績評価基準（実技科目、クラス授業科目）の厳正な適用 

1．実技科目 

実技科目の試験を、前期・後期のセメスターごとに各年次で2回行う。演奏学科では、

4年間の在学中、計8回行う試験のうち半数程度の試験においては、カリキュラムに基

づいた試験課題曲を演奏し、それ以外の試験では、受験者が定められた時間内で自由

に選んだプログラムをコンサート形式で演奏し、これを評価する。 

試験は複数の採点委員が、中位の標準的な演奏技術の基準を65点とした100点法（5

点刻み）で行い、平均点40点以上をもって合格とする。なお、演奏に対する評価は、

原則として10人程度の採点委員により採点し、最高点と最低点を除外した上で得点を

平均することにより、公平性や公正性を担保している。その集計結果をもって、前述

した成績評価基準に基づき判定する。 

なお、傷病、災害などやむを得ない事情により本試験を受けられない場合には、所

定の手続きを経て追試験を受けることができるが、得点の80％をもって評価される。

また、本試験や追試験を受けて不合格になった場合にも、所定の手続きを経て再試験

を受けることができるが、追試験と同様に得点の80％をもって成績評価される。 

2．クラス授業科目 

クラス授業科目では、シラバスに示した授業科目ごとの成績評価の方法・基準（定

期試験、授業内テスト、レポート等）により、前述した成績評価基準に沿って総合的

に判断して100点法で採点し、評価する。また、「合唱」「管弦楽」（オーケストラ）、「室

内楽」等のアンサンブル系の科目では、その特性に勘案し、筆記試験に代え、学生の

学修成果に加えて学修意欲・学修態度等を総合的に判断し、授業担当教員が前述した

基準により評価する。 

なお、「室内楽・重奏」「オペラ」「指揮」等のオーディションによって受講生を選抜
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する科目や、「管弦楽」（オーケストラ）、「管・打楽器合奏」（ウィンドアンサンブル）

等の前年度の成績上位者が履修する科目については、「3-1-②」で記述した成績配分比

を必ずしも適用するものではない。また、同一科目内で習熟度別で行う「語学」「ソル

フェージュ」「和声」は、統一試験により全てのクラスを同じ基準で評価する。習熟の

段階に応じてクラス別の成績割合は変化するものの、同一科目を履修した学生全体に

対する成績配分比は、前掲《表3-1-4》のとおりとしている。 

b．単位認定基準の厳正な適用 

上記のとおり、成績評価は、定められた基準に基づき厳正に行われている。また、単

位修得の条件の一つとして、授業実施回数の3分の2以上（集中授業は5分の4以上）の出

席を必要としているが、さらに、令和元(2019)年度から、20分以上の遅刻・早退は欠席

とし、20分以内であっても2回の遅刻・早退で欠席1回とみなす厳格な出席管理を実施し

ている。このような出席要件を定めているのは、時間厳守（Punctuality）の理念のもと、

単位の実質化を図るとともに、授業に積極的に出席し、学修に対する興味と強い意欲を

身に付けることにより、修練に励むことの重要性を認識させるためである。 

c．進級基準の厳正な適用 

前述した3年次進級基準に含まれる科目は、主として1年次の必修科目、外国語科目及

び教養科目の「キャリアデザイン（導入編）」であり、これらの科目は2年次までの単位

修得が求められる。 

  3年次への進級は、大学学則第17条別表Ⅳに定めている要件及び第3年次進級条件

(GPA)を満たした者について、教授会の意見を聴いた上で学長が認定する。 

d．卒業認定基準の厳正な適用 

ディプロマ・ポリシーに則った卒業認定基準を満たしているかどうか、学位規則に基

づき、それぞれの学生が修得した単位をもとに、教授会の意見を聴いた上で学長が学位

「学士（音楽）」を授与する。 

e．GPA の活用 

前述した GPA を、学生の総合的な成績評価の指標として活用している。また、GPA

は、奨学金授与対象者、3 年次進級の際の基準、卒業演奏会出演者、卒業式卒業生代表

者の各選考に活用している。さらに、前年度の GPA が 3.4 以上の学生については、年度

ごとに定める履修単位数の上限の緩和（通常 40 単位から 44 単位へ）を認めることや、

進級や卒業認定基準に対して 1 科目の単位が不足する場合において、教授会の意見を聴

いた上で、累積 GPA が 2.3 以上であることを条件に学長は 3 年次進級を認め、4 年次は

再試験を行い、これに合格した場合には、学長が卒業を認めることがある。GPA の活用

にあたっては、それぞれの目的に応じて、累積又は年度別の GPA を使用している。 

B．研究科 

 研究科では、修士課程、博士後期課程ともに、修了要件に必要な単位を修得するため、

教育課程に基づき登録した授業科目を履修する。年間授業実施回数の 3 分の 2 以上に出席

した上で、所定の試験等に合格することによって単位を修得する。 

研究科に在籍する学生についても、学部と同様の出席要件を定めることにより、単位認

定基準を厳正に適用するための客観性を担保している。なお、実技科目及びクラス授業科

目ともに、評価基準を設定し、修士課程・博士後期課程にふさわしい研究成果を挙げてい
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るかどうか、科目の特性に応じて厳正に評価している。 

また、修了認定基準は、研究科のディプロマ・ポリシーに則り、厳正に適用されている。

学位「修士（音楽）」又は「修士（音楽学）」及び学位「博士（音楽）」又は「博士（音楽学）」

の授与は、研究科委員会の意見を聴取し、学長が決定する。 

 

（3）3－1の改善・向上方策（将来計画） 

本学では、教育目的を踏まえ、ディプロマ・ポリシーを定め、それに基づき、単位認定、

卒業認定、修了認定等を適切に行っているが、成績評価基準等については、適宜見直しを

行い、より理想的な指標となるよう微調整を続けていく。 

出欠管理について、令和3(2021)年度以降、学修支援システム「武蔵野音楽大学ユニバー

サルパスポート」を活用した、出席管理システムを導入し、教職員の事務的な負担の軽減

のみならず、学生、保護者も出席状況が確認できるようになり、教職員・保護者が一体と

なったサポートが可能となり便利になった反面、一部の不正を行う学生や出席回数基準の

未充足にならないように調整し授業を休む学生が問題となっており、対策を検討していく

必要がある。 

GPAの活用については、退学勧告の判断に対する適用の可能性などを視野に置きつつ、

「武蔵野音楽大学学務委員会」（以下「学務委員会」という）、教授会等で審議するなど、

更なる検討・改善に努めていく。 

 

3－2．教育課程及び教授方法 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

（1）3－2の自己判定 

基準項目 3－2 を満たしている。 

 

（2）3－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

本学の使命・目的、教育研究目的を達成するため、ディプロマ・ポリシーを踏まえたカ

リキュラム・ポリシーを下記《表 3-2-1》及び《表 3-2-2》のとおり定めている。これらの

方針は、シラバスや学生便覧に記載するとともに、ウェブサイトにも公表し、学内外に周

知している。 

表 3-2-1 学部のカリキュラム・ポリシー 

武蔵野音楽大学の教育方針である「音楽芸術の研鑽」と「人間形成」を具現するため、音楽学部全２学

科に、必修科目、選択科目、自由科目を開講し、各コースの教育目的に適うよう、以下のようにカリキュ

ラムを編成します。 

１ 授業科目は原則として４学年を８つに区分したセメスターごとに開講し、各専攻分野に求められる

知識、能力等を段階的、体系的に修得できるよう編成します。この際、教養科目は必修科目及び自由科目

の一部として、全学年を通して履修を可能とします。 

２ 専攻実技科目については、個人レッスンにより技量の向上を図るとともに、さまざまな研究発表・演
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奏等の機会を設け、実践的な体験を積ませます。また、成績評価は実技試験等の結果を踏まえ、別に定め

た評価基準により行います。 

３ クラス授業科目については、開設科目の特性及び到達目標を踏まえたクラス編成による授業を通し

て、グループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション等を重視した教育方法を積極的に導入しま

す。また、成績評価は定期試験等の結果を総合的に勘案し、別に定めた評価基準により行います。 

４ 教育的見地から、年次ごとの履修単位の上限を定め、かつ３年次への進級に際しては修得すべき単位

を定めた進級基準を設けます。 

 

カリキュラム・ポリシー全文 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/department1/curriculum_policy 

 
 

表 3-2-2 研究科のカリキュラム・ポリシー 

武蔵野音楽大学大学院音楽研究科は、専門的かつ広い視野に立ち、音楽芸術の分野について高度な学識

と技術を体系的に教授研究する目的で、以下のようにカリキュラムを編成します。 

 

【博士前期課程（修士課程）】 

１ 次の専攻ごとの必修科目は学年制とします。 

（１） 器楽専攻、声楽専攻、作曲専攻の専攻研究及び作品研究 

（２） 音楽学専攻、音楽教育専攻の専攻研究及び総合演習 

２ 修士論文については、次の専攻ごとの必修科目で、論文作成の指導を行い提出させます。なお、ヴィ

ルトゥオーゾコースは、演奏家養成に対応した科目を開講し、修士論文の提出は課しません。 

（１） 器楽専攻、声楽専攻、作曲専攻の修士論文基礎及び修士論文演習 

（２） 音楽学専攻、音楽教育専攻の修士論文基礎及び専攻研究 

３ 器楽専攻、声楽専攻では公開の演奏試験を、作曲専攻では公開の作品演奏試験を課します。ヴィル

トゥオーゾコースは、毎年次リサイタル形式の演奏試験を課します。 

４ 高等学校教諭一種免許状（音楽）及び中学校教諭一種免許状（音楽）を取得している者は、所定の単

位を修得することで、高等学校教諭専修免許状（音楽）及び中学校教諭専修免許状（音楽）を取得す

ることができます。 

 

【博士後期課程】 

１ 博士論文については、研究領域ごとの必修科目である研究領域研究指導及び研究領域論文演習で、

論文作成の指導を行い提出させます。 

２ 前項の論文に加え、器楽及び声楽の研究領域では公開の演奏試験を、作曲の研究領域では公開の作

品演奏試験を課します。 

 

カリキュラム・ポリシー全文 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/graduate/curriculum_policy 

 
 

 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

ディプロマ・ポリシーに掲げた知識・能力等は、カリキュラム・ポリシーに基づき開講さ

れている授業科目の学修を通して身に付くものである。本学におけるディプロマ・ポリシー

とカリキュラム・ポリシーの関連については、下記《図 3-2-1》に図示するとおりである。 

https://www.musashino-music.ac.jp/graduate/graduate/curriculum_policy


武蔵野音楽大学 

47 

 

図 3-2-1 ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関連 

正課の授業および正課外での
さまざまな学修体験を通して、豊
かな人間性と学修に対する継続
的な強い意欲を身につけている

自ら考え、創造する力を育成し、
予測することが困難な社会の諸
課題に対応できる判断力、コミュ
ニケーション能力等を身につけて
いる

専攻分野における基礎的な知識
を身につけている
専門的な能力（演奏学科では演
奏能力、音楽総合学科の作曲
コースでは創作能力、音楽学コー
スでは研究能力、音楽教育コース
では教育能力、アートマネジメント
コースではアートマネジメント能
力）を身につけている

各専攻分野に求められる知識、能力等
を段階的、体系的に編成
教養科目は必修科目および自由科目
の一部として、全学年を通じて履修可能

専攻実技科目は、個人レッスンにより
技量の向上を図るとともに、さまざまな研
究発表・演奏等の機会を設け、実践的な
体験を積ませる

クラス授業科目は、開設科目の特性お
よび到達目標を踏まえたクラス編成によ
る授業を通して、グループワーク、プレゼ
ンテーション、ディスカッション等を重視し
た教育方法を積極的に導入

【ディプロマ・ポリシー】 【カリキュラム・ポリシー】

< 身につけるべき「11の知識・能力等」 >

教
育
課
程
の
編
成
・
実
施

専 門 科 目

外国語科目

基 礎 科 目

教 養 科 目

履修登録単位数の上限を設定
3年次進級基準の設定

基礎的な知識・能力（音楽理論等、専門家として必要
な共通の基礎知識・能力）

基礎的な知識・能力（作曲家・作品等についての知識）

基礎的な知識・能力（音楽や音楽活動等を通じて培わ
れる感性やアンサンブル能力）

基礎的な知識・能力（語学力や幅広い教養・資格取得
スキル）

専門的な能力（演奏能力・創作能力・研究能力・教育
能力・アートマネジメント能力）

他者を思いやる心や忍耐力・社会的責任感等の醸成
を通した自己管理能力

継続して学修する意欲と態度

自主的な課題解決力

論理的思考力・判断力・表現力

的確な表現力・他者理解・異文化の理解

協調性・コミュニケーション能力

 
 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

A．学部 

a．教育課程の編成 

教育課程は、カリキュラム・ポリシーに基づいて、各コースの特性に応じた必修科目

と選択科目、全学科共通の自由科目で構成されている。それらを各コースの教育研究目

的に適うよう、専門科目、外国語科目、教養科目（保健体育の科目を含む）、基礎科目に

区分し、セメスターごとに割当てている。 

専門科目については、1・2年次の必修科目と選択科目に、各コースの基礎・基本とな

る科目を置いている。さらにその学修成果を補完・発展させるため、学年の進行に応じ

て、必修科目のほか、選択科目・自由科目に多彩な科目を置いている。 

外国語科目については、グローバル社会への対応が求められることから、全学科の1年

次及び2年次において国際共通語である英語を必修としている。また、英語に加え、西洋

音楽を学ぶ上での必要性から、学生にドイツ語、イタリア語、フランス語の中から1科目

を選択させ、2年次までの必修としている。3年次以降は、2年次までに身に付けた基礎的

な語学能力を、さらに伸長させるために同じ言語の科目を選択するか、また新たに基礎

から未履修の他の言語を選択することを可能としている。 

演奏学科における専門科目は、高度な演奏技術を基盤とする豊かな表現力を身に付け

ることを目的として、「専攻実技」を4年間の必修科目とし、また、演奏家として必要な

基礎能力を培うため、「ソルフェージュ」「和声」「西洋音楽史」を1・2年次での必修科目

としている。さらに各コースの特性に合わせた専門的な科目群に加えて、比較的小規模

な「室内楽・重唱」などから、「管弦楽」（オーケストラ）、「管・打楽器合奏」（ウィンド

アンサンブル）、「混声合唱」などの大規模な編成に至るまで、アンサンブルの科目を充

実させている。また、令和6(2024)年度全在学生を対象に、第2副科を有料オプションと

して新設した。 
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音楽総合学科にオープンメジャーシステムで入学した者については、1年次において

音楽総合学科内の4つのコースの基礎的内容を幅広く学び、その間に自分の適性や興味

を確認し、2年次からコースを選択して専門的な学修に取組んでいく。このシステムの特

徴を生かすために、1年次の必修科目に11の基礎科目を置き、幅広く学修をした上で2年

次からのコースを選択・決定できるよう、教育課程を編成している。さらに、1年次にフ

ィックスメジャーシステムで入学した者と同等の学修効果を得るため、2年次で選択し

たコースにおいて履修すべき追加の必修科目を設定している。なお、オープンメジャー

システム以外の学生（演奏学科も含む）は、オープンメジャーシステムの必修科目とし

て置かれる11の基礎科目を、自由科目として履修することが可能である。また、音楽教

育コースに合奏が履修できるよう、選択科目を令和6(2024)年度より設けた。 

b．セメスター制 

各授業科目は、4学年を8つに区分したセメスターごとに開講している。セメスター制

は、学生にとって、自身の学修成果を半期ごとに確認し、その後の学修計画を立てやす

いという点が、大きなメリットとなる。また、半期ごとに多彩な自由科目を横断的に履

修できるという点で、学生の幅広い学修意欲に応えるものとなっている。 

特に、主要な必修科目である実技科目については、基礎・基本から始まり順次段階的

に高度な技術を修得させるため、各セメスターで得られた学修成果につき、主専攻・副

専攻を問わず演奏審査により評価することで、その後の自立的な修練の継続に資するも

のとしている。 

c．履修単位数の上限 

カリキュラム・ポリシーに基づき、学年ごとに履修登録単位数の上限を 40 単位（1 年

次は必修科目に 1 単位の科目があるため 41 単位）と定め、特定の年次に偏重しないよ

うにしている。ただし、前述のとおり、令和 3(2021)年度より、前年度の GPA 値が 3.4

以上の者は、履修の上限を年間 44 単位まで緩和することとした。なお、教員免許課程の

教職科目、学芸員課程の科目、再履修科目の単位は、年次あたりの履修単位数の上限と

の関係ではカウントしない。 

d．科目ナンバリング、カリキュラムツリー、カリキュラムマップ 

学生が教育課程全体を俯瞰し計画的に履修できるように配慮し、全ての授業科目に「科

目ナンバー」を付番している。また、各科目の学修段階や履修順序を体系的に整理した

「カリキュラムツリー」と、ディプロマ・ポリシーで示す能力を身に付けるために寄与する

科目を示した「カリキュラムマップ」もシラバスに掲載している。 

e．シラバス 

シラバスには、前述した授業科目ごとの「科目ナンバー」に加え、「授業の到達目標及

びテーマ」「授業の概要」「授業形態」「授業内容」「予習・復習等の内容・それに必要な

時間」「課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法」「学生に対する成績

評価の方法・基準」「学位授与の方針との関連」や単位認定基準、成績評価基準等を記載

し、修学上の指針となる内容を明確に示している。シラバスの内容はウェブサイトに掲

載し、学内外に周知している。 

 

f．教員免許課程・学芸員課程 
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全コースの学生は、大学学則第 15 条、第 18 条、大学学則別表Ⅱに定める科目の単位

を修得した場合には、中学校教諭一種免許状（音楽）、高等学校教諭一種免許状（音楽）

を取得できる。また、大学学則別表Ⅲに定める科目の単位を修得した場合には、学芸員

の資格を取得できる。 

g．他大学との提携による小学校教諭二種免許状の取得 

明星大学通信教育課程との提携により、小学校教諭二種免許状を取得できる道を開い

ている。1年次において実施される本学の選考（課題提出・面接）に合格した者で、中等

教育（中学校）の教員免許課程を履修している2年次生は、明星大学通信教育課程の科目

等履修生として定められた科目を履修し、単位を修得することで免許状を取得できる。 

h．高大連携 

武蔵野音楽大学附属高等学校との連携による教育課程を設け、令和5年度については

高校3年次に対し、大学の授業「和声ⅠⅡ」を大学在学生とともに受講して、成績・単位

を授与し、本学に入学の際は成績・単位を認定することとした。また、学生の希望によ

り、授業を再受講し、あらためて成績・単位を授与できることとした。 

B．研究科 

a．修士課程 

修士課程の教育課程は、カリキュラム・ポリシーに基づき、各専攻の特性を踏まえて、

学年制により編成している。 

一例として、下記《表3-2-3》に、器楽専攻器楽コース（有鍵楽器）及び作曲専攻の教

育課程の概要を示す。 

表 3-2-3 教育課程の一例<器楽専攻器楽コース有鍵楽器及び作曲専攻> 

専攻 科目区分 1 年次 2 年次 備考 

器楽専攻 

器楽コース 

有鍵楽器 

必修科目 

専攻研究 実技Ⅰ 

作品研究Ⅰ 

修士論文 基礎 

専攻研究 実技Ⅱ 

作品研究Ⅱ 

修士論文演習又は楽
曲研究表現演習 

中学校教諭1種免許状（音
楽）と高等学校教諭1種免許
状（音楽）を取得又は取得資
格を有する者は、修士課程を
修了することにより、中学校
教諭専修免許状（音楽）と高
等学校教諭専修免許状（音
楽）を取得できる。 

選択科目 
伴奏法研究Ⅰ等 

9科目 

伴奏法研究Ⅱ等 

9科目 

作曲専攻 

必修科目 

専攻研究 実技Ⅰ 

作品研究Ⅰ 

修士論文 基礎 

専攻研究 実技Ⅱ 

作品研究Ⅱ 

修士論文 演習 

選択科目 
作品分析演習Ⅰ等 

7科目 

作品分析演習Ⅱ等 

7科目 

b．博士後期課程 

博士後期課程の教育課程は、カリキュラム・ポリシーに基づき編成している。概要は

下記《表3-2-4》のとおりである。 

表3-2-4 教育課程の概要 

科目区分 第1年次・第2年次・第3年次 研究領域区分 

研究領域共通 必修科目 
研究領域研究指導 

研究領域論文演習 

全領域 

全領域 

研究領域別  必修科目 

演奏法特別研究Ⅰ 

作品研究 

音楽学総合研究 

音楽教育総合研究 

器楽・声楽 

作曲 

音楽学 

音楽教育 

研究領域共通 選択科目 演奏法特別研究Ⅱ 等13科目 全領域 
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3-2-④ 教養教育の実施 

学部では、カリキュラム・ポリシーに基づき、専門教育とともに広い視野に立った総合

的な考察をするために必要な教養科目として、21科目を開講している。それらのうち、1年

次の「キャリアデザイン（導入編）」と2年次の「キャリアデザイン（展開編）」については、

前掲《表2-3-1のとおり、それぞれ必修科目として開設しており、音楽を学ぶ者としての自

己理解・自己探求を深め、主体的に進路を選択する能力と態度を育成するとともに、早い

段階から社会人としての責任と自覚を認識させるべく、配慮している。また、自由科目と

しては、全学生が履修できる16科目（保健体育の科目を含む）、外国人留学生を対象とした

3科目、計20科目を開講している。 

教養教育を運営する組織として、共通教育部会を置き、教養教育実施の体制を整備、運

用している。同部会は、部会長を中心に、当該部会に所属する教員が担当する教養科目の

授業・試験・評価等について、審議を行う。部会での審議結果は、学長に報告した上で、

必要に応じ、関連する委員会に提議することとなっており、教養教育のカリキュラム関連

の事項であれば「学務委員会」で検討し、その結果を「武蔵野音楽大学運営委員会」（以下

「大学運営委員会」という）に諮り、教授会の意見を聴いた上で学長が所要の処置等を決

定するというフローとなる。 

 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

A．演奏学科における取組み 

《表2-2-1》に示すとおり、演奏学科の主科レッスン及び副科レッスンは、毎週1回、教

員と学生が1対1の個人レッスンで行う。学生が個人レッスンを受けるには、多くの練習時

間（事前の準備・事後の展開）を必要とするが、楽器の特性や居住する環境その他の要因

により十分な練習が困難な学生も見出されるため、練習室の設置と運営その他の施策によ

り練習環境の整備に努め、授業が効果的に実施できるように配慮している。 

アンサンブル（合唱・合奏）の能力は、ソロ（独唱・独奏）の技術と同様、演奏活動に

とって必須であるため、器楽コース、声楽コース、ヴィルトゥオーゾコースの教育課程に

は、「混声合唱」「声楽アンサンブル」「オペラ重唱」「管弦楽」（オーケストラ）「管・打楽

器合奏」（ウィンドアンサンブル）「管楽合奏」「室内楽・重奏」等のアンサンブルの科目を

開設している。これらのうち、授業を行う上で一定の演奏技術を必要とする「管弦楽」（オ

ーケストラ）、「管・打楽器合奏」（ウィンドアンサンブル）等は、前年度の学業成績やオー

ディションにより受講者を決定し、授業を効果的に実施できるようにしている。 

これら個人レッスンやアンサンブルの科目では、学生が日々長時間に及ぶ練習に取組む

べきことになるが、学生がより自主的・能動的に演奏を作り上げていけるよう、各教員は、

学生との間で、演奏自体の体感に留まらず、演奏技術や作品解釈に関するディスカッショ

ンをも重視し、感性と理性の両面にわたるアクティブラーニングにより、その学修意欲を

一層高めるべく、それぞれに工夫をしている。 

B．音楽総合学科における取組み 

音楽総合学科には演奏学科とは異なる教育課題があるが、個別の科目の特性や授業形態

に応じて、各コース固有の専門科目については特に、学生が主体的に授業に参画するアク
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ティブラーニングを積極的に導入している。例えば、作曲コースの「作曲法（基礎）」「作

曲法（応用）」では、個人レッスンにより、既存の作品の分析等と自作品の創作について、

学生の自主的な学修を支えながら指導を行う。音楽学コースの「音楽学概論」「音楽学研究」

では、少人数授業を行い、資料調査・文献調査の調査学習等を通して学生の視野を広げ、

研究・論文の各段階において、学生とのディスカッションを重視した指導を行う。音楽教

育コースの「音楽教育学概論」「音楽教育学研究」「卒業論文演習」では、プレゼンテーシ

ョンやグループディスカッション等で音楽教育に関する知識を深めさせ、卒業論文につな

げていく。アートマネジメントコースでは、「芸術文化政策論」「舞台技術概論」「劇場音響

概論」「広報宣伝資料製作」等の経験学習を主体とした科目を多く設定し、これらの授業科

目で、教員の実務経験を生かした指導を行う。加えて、「アートマネジメント研究（応用）」

では、クラシック・コンサートや舞台芸術公演の企画立案等を、「アートマネジメント実習

Ⅲ」では、本学が主催する大規模コンサートの会場運営の実体験や学外の文化施設・芸術

団体等でのインターンシップを経験させ、実務者としての知識・能力を養成している。 

また、音楽学コース、音楽教育コースとアートマネジメントコースで、卒業研究の指導

状況を相互に参観し、情報交換を行っており、音楽総合学科において卒業論文を課してい

る 3 コースが共同で、卒業研究の進め方について各コースの指導法を検証し、改善に結び

つけている。 

さらに音楽教育コースで教員や指導者を目指す学生のために管弦楽や管・打楽器合奏等

の合奏が履修できるよう、これらの科目を選択科目として令和 6(2024)年度より設けた。 

C．共通的な取組み 

a．習熟度別授業 

入学時における学生の基礎的学力に個人差がある「英語」及び「ソルフェージュ」に

ついては 1 年次の前期から、学修の進度に差が生じる「和声」については 2 年次以降、

個々の学生の習熟度に応じた複数のクラスを編成して、各習熟度合いに適合した授業を

行っている。これらのクラスは、前年度の統一試験の成績に基づき、年度ごとに新たに

編成し、個々の学生が着実に実力をつけていけるよう、工夫している。また、「ソルフェ

ージュ」「和声」の授業には TA を配置し、教育効果及び教育進度の向上を図っている。 

b．英語共通教材の作成 

グローバル社会への対応が求められる中で、本学においても、外国人教員による個人

レッスンや、海外演奏旅行の国際交流などの場で、国際共通語である英語を使用すべき

機会は非常に多い。このため、本学独自の教材として、本学教員が編纂した教科書

「English for Music Students」を「英語」全クラスで使用している。この教科書は、音

楽を専門に学修する本学学生の指導に特化した教科書であり、語彙・リスニング・会話・

読解の各領域において、音楽に関連する言語材料を使用し、さらに精選した文法問題を

配し、基礎的・総合的な英語運用能力を養うことをねらいとしている。また、本学教員

が作成した芸術や音楽に関する英語の語彙集「Essential Vocabulary for Music 

Students」を、3 年次の選択英語科目「リーディング＆ライティング英語」の補助教材

として活用している。 

c．ソルフェージュ共通教材の作成 

「ソルフェージュ」の共通教材として、本学教員がリズムパターン練習を中心とし読
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譜力向上のために独自に編纂した教本「リズムレクチュール」を、全クラスで活用して

いる。この教本に示した課題を、全ての「ソルフェージュ」履修者に実践させることで、

読譜力の向上に大きな成果を挙げている。 

d．「ジャンル横断歴史年表」の作成 

音楽芸術教育の基礎知識を教授する資料として、西洋史、西洋音楽史、西洋美術史、

西洋文学・思想史、日本文学・芸能史の 5 つのジャンル別に年代ごとの主要な出来事を

抽出し、それらを横断的にまとめた「ジャンル横断歴史年表」を作成している。これを

シラバスの付属資料として掲載している。 

e．修士論文執筆マニュアル及び中国語版修士論文執筆マニュアル（日本語版の主要部

分の翻訳）の作成 

修士課程の学生が論文を執筆するにあたり、必要な事項を音楽学コースの教員を中心

に編纂し、平成 31(2019)年度から「修士論文基礎」等で学生への指導のために運用して

いる。 

また、近年増加している中国語圏からの外国人留学生への論文指導に対応するため、

当時博士課程に所属していた外国人留学生の協力も得つつ、主要部分の中国語訳版を令

和 5(2023)年 3 月に作成した。 

D．「学生による授業評価アンケート」結果の活用 

本学では、教育内容・教育方法の改善・向上のため、「学生による授業評価アンケート」

（以下「授業評価アンケート」という）を、クラス授業については毎年、実技科目（個人

レッスン）については隔年で実施している。 

アンケートの集計結果は、それぞれの授業科目を担当する教員に通知し、授業改善向上

計画書の提出を求めている。さらに、提出された授業改善向上計画書は、その教員のアン

ケート集計結果を添えて所属する部会長に通知し、ている。その上で、各部会は「FD 実施

計画」を作成し、このアンケートの結果を教育内容・教育方法の改善・向上に役立ててい

る。 

 

（3）3－2の改善・向上方策（将来計画） 

教授方法については、多様化する入学者の資質や個性に適確に対応していくため、今後

も継続して各部会でのFDを中心とした討議を重ね、学生個々の能力に応じた適切な授業を

実施し、学位を授与するために必要となる能力を担保していく。 

カリキュラムの見直し、新規科目の開講等の必要な見直しについても継続的に実施して

いく。 

 

3－3．学修成果の点検・評価 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 

（1）3－3の自己判定 

基準項目 3－3 を満たしている。 
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（2）3－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 

本学では、令和 3(2021)年度からディプロマ・ポリシーに基づき学生が身に付けるべき

「11 の知識・能力等」を設定し、学修成果の点検・評価の尺度・指標としている。 

学生が身に付けるべき「11 の知識・能力等」は、ガイダンスでの説明、シラバスへの明

示により全学生に周知し、可視化するためのシステムとして「武蔵野音楽大学ユニバーサ

ルパスポート」内の「学修ポートフォリオ」機能を運用している。 

また、各授業科目には、ディプロマ・ポリシーを踏まえた達成目標を明記し、担当の教

員も授業内で達成目標についての説明を行っている。各授業科目の達成目標の点検・評価

については、「授業評価アンケート」を活用している。 

「学修ポートフォリオ」と「授業評価アンケート」についての詳細は、以下のとおりで

ある。 

A．学修ポートフォリオ 

「学修ポートフォリオ」は、「学生カルテ」と「マイステップ」の 2 つの機能を有してい

る。 

「学生カルテ」は、ディプロマ・ポリシーに基づく、〈表 3-3-1〉に示す学生が身につけ

るべき「11 の知識・能力等」で身につく能力を授業科目毎に設定し、単位を修得した授業

科目の成績を《図 3-3-1》に示すとおり、「11 の知識・能力等」ごとの累積学修度が、レー

ダーチャートにより可視化される。これにより、大学は、コース・専修ごとに定められた

必要な知識・能力等を、学生がどの程度身に付けたのかを点検・評価でき、学生もまた同

様にして、自身の身に付けた（又は、不足のある）知識・能力等を確認できる。また、学

生は、履修予定の授業科目の単位を修得した際の学修度をシミュレーションできる履修予

約機能を用いて、履修計画を立てることが可能である。 

「マイステップ」は、レッスン、レパートリー（既修楽曲）、キャリア（就職活動、ボラ

ンティア、課外活動等）に関すること等、日々の学修等の振返りや今後の目標などについ

て、学生自らが日記形式で入力できる機能であり、教職員がマイステップフォローの機能

を使用し、コメント等を付す他、面談などのフォローを行うことが可能である。 
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表 3-3-1 身に付けるべき「11 の知識・能力等」 

 

 

図 3-3-1 学位授与の方針との関連・学修度 

 

 

図 3-3-2 学修成果の点検・評価・フィードバックの体制 

【大 学】

カリキュラム・ポリシーに基づく教育課程の編成・実施

学修ポートフォリオ
ディプロマ・ポリシーに基づく11の評価指標（身につけるべき知識・能力・態度等）
について、単位を修得した科目の成績評価を学修度（学修成果）として数値化

学務委員会
（カリキュラムに係る事項）

FD委員会
（授業に係る事項）

自己点検・評価委員会
(教育の質保証に係る事項)

【学 生】

これまでの学修行動の振返り

これからの学修目標の設定

学務委員会
（学修成果の点検・評価）
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員
に
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修
指
導
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学修成果の可視化

 

 

 

A1 音楽理論等専門家として必要な共通の基礎知識・能力

A2 作曲家・作品等についての知識

A3 音楽や音楽活動等を通じて培われる感性やアンサンブル能力

A4 語学力や幅広い教養・資格取得のスキル

A5 専門的な能力 演奏能力・創作能力・研究能力・教育能力・アートマネジメント能力

B1

B2

C1

C2

C3

C4 協調性・コミュニケーション能力

基礎的な知識・能力

他者を思いやる心や忍耐力・社会的責任感等の醸成を通した自己管理能力

継続して学修する意欲と態度

自主的な課題解決力

論理的思考力・判断力・表現力

的確な表現力・他者理解・異文化の理解
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「学修ポートフォリオ」の集計結果は、《図 3-3-2》記載のとおり、「学務委員会」で点検・

評価し、問題点・改善点の抽出を行う。必要に応じて、カリキュラムに係る事項は「学務

委員会」で、授業に係る事項は「FD 委員会」で、教育の質保証に係る事項は「武蔵野音楽

大学自己点検・評価委員会」で改善策等を検討し、教育内容・方法及び学修指導等の改善

にフィードバックするという設計であったが、「学修ポートフォリオ」の導入以降、実際の

学生のレーダーチャートが示す学修度のバランスやマイステップへの学生自身のデータ入

力などに課題があり、設計当初に想定した通りのプロセスでの運用が困難な状況となって

いる。 

レーダーチャートについては、コースごとに形に偏りが生じることが判明し、令和

4(2022)～令和 6(2024)年度の大学部館長連絡会で理想的な形になるよう見直しをするこ

とが議論され、令和 7(2025)年度から一部項目を見直すことが決定している。 

マイステップについては、ガイダンスや面談の際に、学生に入力を促したものの、ほぼ

入力がされておらず、学修成果の点検・評価に利用できるデータとはなっていない。マイ

ステップについては、検討の結果、今後の活用が難しく代替できる仕組みの検討が必要と

の結論に至っており、一部機能は教職課程の「教員免許課程 履修カルテ」として令和

6(2024)年度から活用している。 

学修ポートフォリオを用いた学修成果の点検・評価システムについては、令和 4(2022)

年度、令和 5(2023)年度の自己点検・評価において、このような状況に対し、改善を促し

た。現状、改善まで至っていないものの学修ポートフォリオシステムの今後に向けた打合

せ等を学務課において実施している。 

学生の学修成果は、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づいた各授業

科目の達成目標、成績評価基準に基づく厳正な成績評価、GPA 及び「授業評価アンケート」

などによっても、「11 の知識・能力等」に対し測定する事は可能であり、また、レーダー

チャートも個人単位では確認可能である。このため、「学修ポートフォリオ」を主軸とした

学修成果の点検・評価のシステムが想定通りの成果を得られていないことのみで基準項目

3-3 を満たしていないとは言えないが、設計したシステムに対する進捗管理、学生の自主

性を考慮した自身の学修成果に対する情報収集の困難さ、「学修ポートフォリオ」を主軸と

した学修成果の点検・評価のシステムが教育内容・方法及び学修指導等の改善に向けてフ

ィードバックに至っていない点などが、今後の要改善・検討事項である。 

B．学生による授業評価アンケート 

本学では、平成 15(2003)年度から「授業評価アンケート」を実施している。音楽大学と

しての特性上、学生が日々のレッスンを通して身に付ける実技能力は学修成果の重要な要

素となるため、その内容は、クラス授業と実技科目（個人レッスン）とで区分している。

個人レッスンの「授業評価アンケート」においては、「実技能力は、着実に向上していると

思いますか。」「学修意欲の向上のために、コンサート、公開講座等の学内行事に出席して

いますか。」「学修成果の向上のために、学内・外のオーディション、コンクール等に応募

しましたか。また今後応募したいと考えていますか。」、クラス授業の「授業評価アンケー

ト」では、「この授業の到達目標を達成できたと思いますか。」という設問を設け、授業科

目単位での学修成果を把握するとともに、コース・専修単位での包括的な分析につなげて

いる。 
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それらの集計結果は、授業担当教員に通知し、担当教員に授業改善向上計画書の提出を

求めている。各部会長は、所属する教員のアンケート結果及び授業改善向上計画書を勘案

し、各部会での授業内容に関する事項や FD 計画に反映している。「FD 委員会」では、ア

ンケートの集計結果、授業改善向上計画書及び FD 実施計画をもとに、部会ごとに改善策

を発表・討議しているこの取組みは、各部会で共有しながら教育・指導にフィードバック

するだけでなく、他の部会の活動状況を理解し啓発を受けることにもつながっている。「学

生による授業評価アンケート」の結果の概要は、ウェブサイトで公開している。 

 

（3）3－3の改善・向上方策（将来計画） 

大学機関別認証評価の第 4期評価システムへの対応のため、学修成果の把握・評価の方

針（アセスメント・ポリシー）の策定をはじめ、学修成果の把握・評価のシステムを再構

築し、学修成果の把握・評価結果を教育内容・方法及び学修指導の改善にフィードバック

させなければならない。 

 

［基準 3 の自己評価］ 

本学は、使命・目的及び教育目的を踏まえ、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・

ポリシーを定めており、それに基づいて、単位授与、成績評価基準、卒業・修了の認定基

準を定め、厳正に運用するとともにカリキュラムの編成と実施に反映させている。 

各学科や部会において教授方法の工夫や開発を行っている。 

学修ポートフォリオを用いた学修成果の点検・評価のシステムに課題はあるものの、デ

ィプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づいた各授業科目の達成目標、成績評

価基準に基づく厳正な成績評価、GPA 及び「授業評価アンケート」などによっても、「11

の知識・能力等」に対し、学修成果の測定は可能となっている。 

以上のことから、基準 3 を満たしている。 
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基準 4．教員・職員  

4－1．教学マネジメントの機能性 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

（1）4－1の自己判定 

基準項目 4－1 を満たしている。 

 

（2）4－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）は、その使命・目的等を達成するため、大学の

意思決定と教学マネジメントにおいて学長が適切にリーダーシップを発揮できるよう、下

記《図4-1-1》のとおり、教学運営組織を構築している。 

図 4-1-1 教学運営組織図 
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※FD委員会、SD委員会、自己点検・評価委員会は
「基準6．内部質保証」で示す

大 学 運 営 委 員 会
（構成員）

学長、大学の部・館長、
学科長、コース長

提議（教学上の重要事項に関すること）

報告

 

A．部会 

教育に関する必要な事項を討議し、円滑な管理運営を図るため、上記《図 4-1-1》のとお

り、「有鍵楽器部会」「ピアノコラボレイティヴアーツ部会」「管楽器部会」「打楽器部会」

「弦楽器部会」「声楽部会」「ヴィルトゥオーゾ部会」「作曲部会」「音楽学部会」「音楽教育

部会」「アートマネジメント部会」「ソルフェージュ部会」「指揮部会」「共通教育（教養・

外国語・体育）部会」を設置している。各部会には部会長を置き、部会長が部会を招集す

る。各部会は、科目の授業、試験、評価及び各種演奏会等に関する事項を討議し、その結

果を学長に報告し、必要に応じ、関係する委員会に提議する。 
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B．委員会 

教学運営に関する委員会として「武蔵野音楽大学学務委員会」（以下「学務委員会」とい

う）「武蔵野音楽大学教員免許課程委員会」「武蔵野音楽大学演奏委員会」「武蔵野音楽大学

オペラ委員会」「武蔵野音楽大学厚生補導委員会」「武蔵野音楽大学課外活動委員会」「入学

者選抜委員会」「奨学生選考委員会」「FD 委員会」「SD 委員会」「奨学金返還免除候補者選

考委員会」「図書館委員会」「ミュージアム委員会」「紀要委員会」を設置している。各委員

会は、それぞれの所掌に基づき、教学運営に必要な事項（各部会から提議された事項を含

む）の審議を行う。各委員会で審議された事項は学長に報告され（学長が委員長の委員会

もあり）、必要に応じ、大学運営委員会に提議される。そして、教授会又は研究科委員会の

意見を聴く必要がある事項については、教授会又は研究科委員会の意見を求め、学長が決

定している。 

C．武蔵野音楽大学運営委員会 

本学の運営及び教学に関する事項を円滑かつ適切に行うため、「大学運営委員会」を設置

している。「大学運営委員会」は、学長が委員長となり、「武蔵野音楽大学運営委員会規則」

第4条に基づき、学長が教授会又は研究科委員会に意見を聴取する事項（各委員会から提議

された事項を含む）の協議及び本学の恒常業務の執行に関する事項の協議・決定を行って

いる。 

D．教授会 

本学の教育方針に基づき、教育研究上の必要な事項について学長が決定を行うにあたり

意見を求めるため、教授会を置いている。教授会は、学長、副学長（現在は選任していな

い）、教授をもって組織するが、学長が必要と認めた場合には、准教授、講師、その他職員

を加えることができる。また、学長は必要に応じて、教授会員以外の者の出席を求めて、

その都度、意見を聴くことができる。教授会では、「学生の入学、卒業及び課程の修了」「学

位の授与」「その他学長が必要と認めた事項」について審議し、学長が所要の決定をするに

あたり、意見を述べる。教授会の意見を聴くことが必要な事項として、あらかじめ学長が

定めるものには、「教育課程に関する事項」「学籍に関する事項」「奨学金受給者の選抜」「卒

業演奏会出演者の選抜」「その他必要と認めた事項」があり、その旨、教授会に周知している。 

E．研究科委員会 

本学大学院の教育方針に基づき、教育研究上の必要な事項について学長が決定を行うに

あたり意見を求めるため、研究科委員会を置いている。研究科委員会は、学長、副学長及

び学長が必要と認めた教授をもって組織するが、学長が必要と認めた場合には、准教授、

講師、その他職員を加えることができる。また、学長は必要に応じて、研究科委員会委員

以外の者の出席を求めて、その都度意見を聞くことができる。研究科委員会では、「学生の

入学及び課程の修了に関する事項」「学位の授与に関する事項」「その他学長が必要と認め

た事項」を審議し、学長が所要の決定をするにあたり、意見を述べる。研究科委員会の意

見を聴くことが必要な事項として、あらかじめ学長が定めるものには、「教育課程に関する

事項」「学籍に関する事項」「奨学金受給者の選抜」「その他必要と認めた事項」があり、そ

の旨、研究科委員会に周知している。 

F．学科長による学長の補佐 

 本学音楽学部（以下「学部」という）の演奏学科と音楽総合学科には、それぞれに学科
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長を置いている。学科長は、それぞれの学科の教育に係る総括的な管理運営を行い、学長

の教育研究上の補佐をしている。学科長は、学長が委員長を務める「大学運営委員会」「学

務委員会」「入学者選抜委員会」等の構成員として審議に加わるとともに、教授として、教

授会、研究科委員会に出席して、学長の教学運営上の補佐をしている。 

G．コース長による学長の補佐 

 各学科内のコースには、それぞれコース長を置いている。コース長は、それぞれのコー

スの教育に係る管理運営を行い、学科長を補佐するほか、学長が委員長を務める「大学運

営委員会」「学務委員会」「入学者選抜委員会」等の構成員として審議に加わるとともに、

教授として、教授会、研究科委員会に出席して、学長の教学運営上の補佐をしている。 

H．大学の部・館長による学長の補佐 

 教学に関する主な役割を担う部署として、学務部、演奏部、図書館、楽器ミュージアム

があり、これらの部署の事務を掌理する学務部長、演奏部長、図書館長、楽器ミュージア

ム館長は、学長の指針のもと職務を遂行し、学長を直接補佐している。また、これらの部・

館長は、「大学運営委員会」の構成員であるが、現在、本学の教授も兼任しているため、学

生からの要望や教育現場の雰囲気を的確に捉え、学長が教学に関する事項を決定する際に

適切に助言を行い、学長を補佐している。 

I．学長からの「武蔵野音楽学園運営協議委員会」への提議 

学長は、「武蔵野音楽学園運営協議委員会」（以下「法人運営協議委員会」という）の構

成員であり、教学運営の重要な事項について「法人運営協議委員会」へ提議する。 

 

以上のとおり、本学では学長がリーダーシップを適切に発揮するための諸規則・体制が

整備され、それぞれの組織上の位置付けや役割が明確になっており、大学の意思決定の権

限と責任が明確になっている。教授会・研究科委員会は、学長が教育研究上の必要な事項

について決定を行うにあたり、諮問機関として適切に機能しており、学科長、コース長及

び部・館長は、学長の方針及び指示に従い、それぞれの権限と責任のもと職務を執行して

いる。前掲《図4-1-1》の教学運営組織で示すとおり、学長は各部会・委員会、「大学運営委

員会」の審議を通して学内の合意形成を図り、その審議・決定に基づき全学の協力体制の

もとで校務を運営している。 

 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

本学の使命・目的等を達成するための事務組織は、《図 4-1-2》記載のとおりである。 

職員に関する職制及び責任は、「武蔵野音楽学園事務組織規則」（以下「事務組織規則」

という）に定めており、職員の役割は明確になっている。また、同規則には、部長、館長、

部長補佐、副館長、室長、センター長、課長、主任等の役職の配置についても規定してい

る。 

本学では、職員の定数は特に定めず、令和6(2024)年5月1日現在の大学職員数は、《表4-

1-1》記載のとおりである。また、大学各部館の主要業務と専任職員数は、《表4-1-2》記載

のとおりであり、特に、多数の在学生に直接関わる学務部、演奏部、図書館、管理部管理

課等には、それぞれの部署の業務において必要な職員を配置している。 

業務のさまざまな場面で音楽に関連する知識が必要となることから、職員の多くは本学
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の卒業生を含む音楽経験者であり、それぞれの知識と経験を踏まえた配置は、円滑かつき

め細やかな業務運営につながっている。 

以上のとおり、教学マネジメントの遂行に必要な職員を適切に配置し、役割を明確にし

ている。 

表 4-1-1 大学職員数（令和 6(2024)年 5 月 1 日現在）※専任職員の中に法人部門の職員 2 人を含む 

 
専任職員 嘱託職員 

パート職員 
（アルバイトも含む） 

派遣職員 合計 

人数 76 6 4 0 86 

表 4-1-2 大学各部館の主要業務と専任職員数 

部館等 専任職員数 主要業務 

学務部 23人 

学則・学務関係の規則、大学院・大学台帳の整理・保管、教育課程の編成、
学科目の履修、試験・成績、教員組織、学籍、入学者選抜、厚生補導、学生
の課外活動、学生の福利・保健管理、奨学生、学生相談、累加記録の作成・
保管、教育実習、就職等に関する事務 

演奏部 9人 
演奏会・公開講座等の企画・実施、学内オーケストラ・吹奏楽・アンサンブ
ル・コーラス・オペラ・オーディション等に関する事務 

図書館 3人 学術図書・楽譜・録音資料・映像資料等の収集・管理、学修・研究サポー
ト、アクティブルームの使用管理に関する事務 

楽器ミュージアム 1人 楽器・楽器附属品・装置・器具類の収集・管理、ミュージアムの管理・運営
に関する事務 

広報室 3人 広報事項の企画・調整、新聞・雑誌の広告等に関する事務 
入学センター 6人 学生募集事項の企画・運営、学校説明会等の企画・運営等に関する事務 

総務部 12人 

教職員の人事・給与・退職金・旅費、教職員の任免・異動・服務、教職員の
出張・研修・留学、教職員の福利厚生、補助金・助成金、調査回答、各種情
報の収集・分析等、機関別認証評価の受審、自己点検・評価の実施、規則等
の制定・改正等に関する事務 

管理部 11人 
土地・建物等の維持・管理、建物・構築物の設計・建築・契約、建物・設備
の営繕・管理、固定資産等の台帳の整理･保管、楽器管理、防火計画・防災
計画、施設内の保全等に関する事務 

経理部 6人 
予算・決算、資産運用、支払・収納、会計帳簿の記帳、伝票・証憑書類の整
理･保管等に関する事務 

学長室 2人 
秘書業務、外国人教授の招聘、学長に係わる連絡調整、広報誌等の編集等に
関する事務 

 

（3）4－1の改善・向上方策（将来計画） 

今後も学長がリーダーシップを適切に発揮できる環境を維持するため、大学を取り巻く

情勢の変化や学内の状況等を踏まえ、教学運営体制の見直しを常に検討し、適時に実行す

る。 

また、大学設置基準の改正に伴う基幹教員制度の導入、大学機関別認証評価の第 4期評

価システムへの対応のため、委員会組織の新設・整理等を実施する予定である。 

 

4－2．教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

（1）4－2の自己判定 

基準項目 4－2 を満たしている。 

 

（2）4－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 
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A．教育研究目的の達成及び教育課程の運営のための教員の確保と配置 

a．学部 

学部は、演奏学科と音楽総合学科で構成され、教員免許課程、学芸員課程を置いてい

る。それぞれの学科の教育研究目的の達成及び教育課程の運営のために必要な教員を確

保・配置しており、大学設置基準で規定された専任教員数を満たしている。それぞれの

教員は、「武蔵野音楽大学教員組織規則」（以下「教員組織規則」という）に基づき、配

置している。学部教員配置状況は、《表 4-2-1》記載のとおりである。 

 

表 4-2-1 学部教員配置状況（令和 6(2024)年 5 月 1 日現在） 

学科等 収容定員 
設置基準上 

必要専任教員数 
※()内はうち教授数 

専任教員数 兼任 

教員数 
(b) 

教員 

合計 
(a)+(b） 教授 准教授 講師 計(a) 

演奏学科 1,050 13(7) 13 8 6 27 

212 270 
音楽総合学科 160 6(3) 5 4 6 15 

共通教育 

共通基礎専門教育 
 

 
8 5 3 16 

大学全体の収容定員に応

じた教員数 
 16(8)     

  

学部計 1,210 35(18) 26 17 15 58 212 270 

※専任教員のうち授業を担当していない教員 2人（演奏学科：教授 1人、音楽総合学科：准教授 1人） 

 

b．研究科 

本学大学院音楽研究科（以下「研究科」という）は、学部の 2 学科 7 コースのうち、

アートマネジメントコースを除く六つのコースを基礎とし、器楽、声楽、作曲、音楽学、

音楽教育の 5 専攻（器楽専攻・声楽専攻にそれぞれヴィルトゥオーゾコースを設置）を

有する研究科博士前期課程（修士課程、以下「修士課程」という）と、1 専攻のもとに 5

研究領域を有する博士後期課程で構成され、また、それぞれの課程の教育研究目的の達

成のため、教育課程の運営に必要な教員を確保・配置しており、大学院設置基準で規定

されている研究指導教員数及び研究指導補助教員数を満たしている。それぞれの教員は、

「教員組織規則」に基づき配置している。研究科教員配置状況は、《表 4-2-2》記載のと

おりである。 

 

表 4-2-2 研究科教員配置状況（令和 6(2024)年 5 月 1 日現在） 

課程・専攻 
収容 

定員 

設置基準上必要教員数 専任教員数 兼任 

教員数 

(b) 

教員 

合計 

(a+b) 
研究指導教員 
※()内はうち教授数 

研究指導 
補助教員 

研究指導教員 
※()内はうち教授数 

研究指導
補助教員 

その他
の教員 計(a) 

修

士

課

程 

器楽専攻 58 4(3) 2 11(10) 9 3 23 

80 152 

声楽専攻 40 3(2) 2 4(4) 4 1 9 
作曲専攻 4 2(2) 1 2(1) 1 1 4 
音楽学専攻 8 2(2) 1 2(2) 1 0 3 
音楽教育専攻 20 1(1) 1 1(1) 1 2 4 
課程の収容定員

に応じた教員数 
 7(5) 4     

計 130 19(15) 11 20(18) 16 7 43 

博

士

後

期

課

程 

音楽専攻 30 6(4) 3 13(12) 9 7 29 
課程の収容定員

に応じた教員数 
 3(2) 2     

計 30 9(6) 5 13(12) 9 7 29 
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※その他の教員とは、研究指導教員・研究指導補助教員以外でレッスン・クラス授業を担当する教員である。 

※修士課程及び博士後期課程における専任教員とは、学部からの兼担教員である。 

 

B．教員の採用・昇任等 

教員の任免については、「武蔵野音楽学園職員の任免に関する規則」（以下「任免規則」

という）において、「建学の精神」及び「教育方針」を理解し、法人の目的の達成に貢献で

きる人材を確保する」との方針を示し、「武蔵野音楽学園就業規則」第 4 章「任免」及び

「任免規則」に依拠して、任免に関する手続き及び基準等を適切に運用している。 

教員の採用及び昇任は、「武蔵野音楽学園人事委員会」（以下「法人人事委員会」という）

の議を経て、理事長が決定する。専任及び兼任教員の採用は、自薦・推薦・紹介及び公募

に基づいて提出された書類による選考を経て、専門性の高い知識・技術、教育実績、演奏

会における実績、卓越したコンクール歴等に加えて、人間的な資質・人格を兼ね備え、学

生指導に優れた人物であると思われる場合に、面接及び必要に応じ演奏試験・筆記試験を

加え、その採否を決定している。 

教員の昇任は、業績、人物、知識、技能、健康並びに法人の教育・運営に対する貢献度

等の実績に基づいて行う。 

 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発 

と効果的な実施 

A．FD の実施体制 

本学は、平成20(2008)年度、建学の精神及び教育方針に基づき、教員の授業、研究指導

の内容及び方法の改善を図ることを目的とする「武蔵野音楽大学FD実施規則」（以下「FD

実施規則」という）を定め、同規則に基づき「FD委員会」を設置した。「FD委員会」は、

FDの年度計画・実施・評価、その授業及び研究指導への反映等について、運営の責を担っ

ており、「FD実施規則」第2条の実施単位により、継続的・組織的なFD活動を計画・実施

している。 

B．全学単位で実施する FD 

a．全教員・主任以上職員研修会 

毎年度授業開始前に、大学の全教員（専任・兼任）及び主任以上の職員を対象として

「全教員・主任以上職員研修会」を実施している。学長による建学の精神、教育方針、

新年度の教育研究及び管理運営の方針、教員としての心構え、教職協働の重要性、学生

からの意見・要望も踏まえた授業実施上の具体的留意事項、自学研鑽、研究発表の必要

性等についての講話を行う。 

また、学務部長、演奏部長により、大学全般及び所掌業務に関する具体的な説明を行

い、大学の教職員の共通理解を図っている。 

b．新任研修会 

3 月下旬に、新年度 4 月採用の教員に対して「新任研修会」を実施している。これま

で、学長の講話（建学の精神、教育方針、教職協働等）のほか、本学に勤務する者とし

て必要な基本的事項のみの内容であったが、従前の研修内容を見直し、令和 3(2021)年

度採用者より、前述の学長の講話に加え、所属のコース長又は部会長が、円滑に授業を
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開始するために、勤務上必要な知識等について説明することとした。 

c．外国人短期客員教授によるレッスン受講、学生のレッスン聴講 

毎年度、海外から各分野における世界的な音楽家を 1 ヶ月程度招聘しており、教員に

対してレッスン受講の機会を無料で与えているのみならず、自分の担当する学生が外国

人教授のレッスンを受講する場合は、そのレッスンを聴講することとしている。レッス

ン受講及び聴講終了後はどちらもレポートを提出させ、貴重な FD 活動の一環となって

いる。近年は、令和 4(2022)年度・令和 5(2023)年度にはケマル・ゲキチ、クリスティア

ン＝フリードリヒ・ダルマンの各教授を招聘している。令和 6(2024)年度も、5 月初旬よ

りロバート・ダヴィドヴィッチ教授、5 月下旬よりケマル・ゲキチ教授、11 月にはクリ

スティアン＝フリードリヒ・ダルマン教授を招聘し、ゲキチ教授には 13 人の教員が、ダ

ヴィドヴィッチ教授には 3人の教員がレッスンを複数回受けた。 

C．部会単位で実施する FD 

「FD実施規則」第2条に基づき、部会単位でFDを実施している。各部会は、所掌する科

目の教育内容・方法の質の向上を図るため、《表4-2-3》に記載の各種取組みを行っている。

また、それぞれの部会長は、「FD委員会」で部会のFD活動の状況を報告し、質疑応答を行

い、部会間の共通的課題等について情報の共有を図っている。 

 

表4-2-3 近年の各部会独自の主要な取組み  

レッスンの相互見学と報告書作成、教員による公開レッスンの聴講と意見交換（有鍵楽器部会） 

中国人留学生のこれまでの音楽環境と今後の指導について部会内で講座を実施（弦楽器部会） 

部会内での講座の実施、音楽学部会との連携による論文主査勉強会の実施（声楽部会） 

音楽制作ソフトに関する研究会の実施（作曲部会） 

コアカリキュラムに基づく各講座の指導内容とその充実について研究討議、他の部会との共同講義参観

（音楽教育部会） 

修士論文マニュアル中国語版の作成（音楽学部会） 

「アートマネジメント部会 FD ハンドブック」の作成、卒業研究指導方法の検証（アートマネジメント部

会） 

共通教材の編集（ソルフェージュ部会） 

演奏会・授業発表会の聴講と意見交換（指揮部会） 

 

（3）4－2の改善・向上方策（将来計画） 

基幹教員制度の導入を予定しており、基幹教員の要件を勘案し、学内の規則、委員会の

整備などを行い、大学設置基準上、必要な教員数の確保を引き続き行っていく。 

FD については、第 4 期評価システム対応のため、FD の方針を検討中である。 

 

4－3．職員の研修 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上

への取組み 

（1）4－3の自己判定 

基準項目 4－3 を満たしている。 

 

（2）4－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上
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への取組み 

A．SD の実施体制 

本学では、SDが義務化される以前から、法人及び大学で計画する各種の研修会に加え、

学外で開催される研修会等についても、教員のみならず、職員の参加を促し、教員・職員

の能力、資質の向上を図る取組みを実施してきた。 

平成29(2017)年のSD義務化に伴い、「武蔵野音楽大学SD実施規則」（以下「SD実施規則」

という）を制定した上で、「SD委員会」を設置し、それまでの取組みを一層効果的に実施

するべく体制を整備した。具体的には、「SD実施規則」第2条に基づき、学内において全学

単位で実施するもの、各部署単位で実施するもの、学外の教育・研修会等に参加するもの

に区分し、効果的に実施している。 

B．全学単位で実施する SD 

a．全事務職員・専任教員研修会 

新年度の開始に備え、毎年3月下旬に、学園の全事務職員・技術職員及び専任教員を対

象として「全事務職員・専任教員研修会」を実施している。学長が新年度の教育研究及

び管理運営の方針、重要な事業の概要、業務運営上特に留意すべき事項等について講話

を行い、教職協働に基づいて大学運営を円滑に進めるための意識の共有と、本学の教職

員として果たすべき責務の再認識を図っている。 

b．新任研修会 

3 月下旬に、新年度 4 月採用の職員に対して「新任研修会」を実施している。学長の

講話（建学の精神、教育方針、教職協働等）のほか、配属先の部館長が、新任者の担当

する業務内容及び業務実施上の留意事項等について説明を行った。 

c.学生募集サブワーキンググループ 

基準 2-1 でも記載した、学生募集サブワーキンググループについては、出席者を主任

以下としており、学生募集へのアイディア出しを、毎回テーマを決めて、グループディ

スカッション等の形式で行っており、主任以下の職員の SD も兼ねている。 

d.教育実習校・推薦指定校訪問研修会 

毎年度、教育実習校・推薦指定校を訪問する教員・職員を対象として、年 2 回実施し

ている。1 回目は、教育実習生への実習前の事前指導、カリキュラムで教育実習に向け

て行っている指導、教育実習生受入校への確認事項、入学者選抜・カリキュラムの変更

点や学生募集に関する必要知識などについての研修、2 回目は訪問に関する報告や次年

度に向けての取組み等について研修を行っている。 

C．大学各部署で実施する SD 

当該年度の教育研究及び管理運営の方針に基づき、業務を適切かつ円滑に運営するため

「部署別研修会」を開催し、各部署が所掌する業務について、各職員がそれぞれの職責に応

じた問題点・課題及び改善策等を分析し、レポートを作成して提出する。 

その後、各部署で発表・討議を行い共通認識を図るとともに、各職員の担当業務につい

て相互理解を図っている。 

D．諸機関・研修会等での SD 

a．学外諸機関への研修員の派遣 

職員の資質の向上及び職能開発・向上を目的として、「武蔵野音楽学園の部外機関への
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研修員派遣規則」に基づき、職員を学外の教育関係諸機関へ研修員として派遣している。

研修員は、本法人の職員として在籍のまま、原則として 1 年以内の期間で研修に赴く。

研修終了後は研修成果報告を実施する。 

b．教育関係機関等が行う研修会等への派遣 

本学では、職員の学外研修会等への参加を重視している。自己の職務に直接又は間接

に関わる各種研修会等への参加は、それぞれの部署が必要とする職員の、資質や専門能

力の向上に大きく寄与している。 

課長以下の研修参加者は、研修参加報告書を作成・提出するとともに、必要に応じ、

各部署のチーフ（課長、主任等）によって構成され業務に関する連絡調整・情報提供・

意見交換等を行う「チーフ連絡会」（通常毎週 1 回開催）での発表をすることとしてい

る。これにより、学外研修会等参加者は、研修会等で得た知識や情報を提供し、各部署

がこれを共有することによって、課題発見・問題解決等に役立てている 

 

（3）4－3の改善・向上方策（将来計画） 

職員の資質・能力の向上を図るための SD 実施体制は、適切に構築している。SD 活動に

ついては、引き続き SD 委員会を中心に実施してくとともに、大学機関別認証評価の第 4

期評価システムへの対応のため、SD の方針の策定を検討している。 

 

4－4．研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

（1）4－4の自己判定 

基準項目 4－4 を満たしている。 

 

（2）4－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

本学では、音楽大学としての特性から、学術研究と同様に、演奏・創作活動を、重要な

研究活動として位置付けている。また、学生の教育に必要な楽器及び最新の機器備品等を

設置・整備することは、教員の研究環境の向上にもつながると考える。特に楽器のメンテ

ナンスとクオリティーの確保は、本学の教育及び研究環境を整備していく上で重要であり、

計画的な購入とメンテナンスを行っている。令和 3(2021)年 4月にはマリンバとフルート、

令和 4(2022)年度にはフレンチホルンとコントラバスクラリネット、令和 5(2023)年度はハ

ープとロータリートランペット、令和 6(2024)年度は、バセットホルンを購入した。 

楽器のメンテナンスについては、管楽器類のバランス調整、消耗部品の交換等を行って

おり、その他の楽器についても必要に応じたメンテナンスを行い対応している。また、ピ

アノについては、常駐する調律師による定期的な調律を実施している。 

研究室は部会単位に配置しているほか、音楽大学としての特性上、各レッスン室も教員

個々の教育研究を行う場として研究室と同様に位置付けており、専任教員数を上回る研究

室・レッスン室を備えている。 
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図書館においては、教員の要望に応じながら研究に必要な学術資料の体系的な収集・管

理・整理・保管を行っている。 

我が国最大の楽器所蔵数を誇る楽器ミュージアムでは、西洋楽器における各種楽器の歴

史的変遷が学べる体系的コレクションの他、日本伝統楽器の名器の数々、また、近年急速

に減りつつある世界各地の民族楽器など、楽器学や民族音楽学等をはじめ、さまざまな分

野における専門的な研究を可能としている。教員による調査・研究、学生の博士論文・修

士論文への協力、さらに、学外研究者への協力も行っている。 

 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

公的研究費の適正な運営・管理のために必要な事項を定めた「武蔵野音楽大学における

公的研究費の取扱いに関する規則」（以下「公的研究費の取扱いに関する規則」という）、

特定不正行為の防止及びこれが生じた場合における適正な対応について必要な事項を定め

た「武蔵野音楽大学における研究活動に係わる特定不正行為の防止等に関する取扱規則」

（以下「特定不正行為防止規則」という）を制定している。 

具体的な施行としては、「公的研究費の取扱いに関する規則」第 6 条の規定に基づき、物

品の検収、旅費・謝金の事実確認、研究員（教員）によるルールの遵守、内部監査、告発

案件処理体制、教職員のコンプライアンス等からなる不正行為防止計画を策定し、全教員

に啓発活動として年 4 回「公的研究費 News Letter」を配信、関係職員には年 2 回コンプ

ライアンス研修を実施することで、適正な研究活動及び研究支援の実施につなげている。 

また、「科学研究費助成事業」（以下「科研費」という）の申請手続きに関する説明会を

年 1 回開催し、申請を予定している研究員（教員）及び科研費の運営管理に関わる事務職

員に対し、研究活動における不正行為防止に関する説明を行うとともに、説明後にあらた

めて理解を確認するため、アンケートを実施している。 

なおかつ、公的研究費を使用して研究を行う研究員（教員）には、研究倫理を正しく理

解してもらうために「研究活動上の不正行為防止ハンドブック」と「研究不正防止ガイド

ブック」を、研究費の管理運営に関わる事務職員には、適正な研究費の使用のための「研

究不正防止ガイドブック」を、それぞれ作成・配付している。また、公的研究費の運営管

理に関わる研究員（教員）及び事務職員に対しては、研究活動における不正防止に関わる

「誓約書」の提出を義務付けている。 

 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

A．内部資金による研究費 

また、「武蔵野音楽学園研究費取扱規則」に基づき、本法人の教員（専任・兼任）が行う

個人研究及び共同研究に必要な費用（研究費）に関する所定の申請があった場合は、「武蔵

野音楽学園運営協議委員会」の意見を聴いて、理事長がその使用の可否を決定する。研究

費の範囲は、図書、雑誌及び資料等に要する経費、用品及び消耗品等に要する経費、会議、

学会出席、調査及び視察等に要する経費、調査等に伴う謝金等である。研究費を使用した

教員は、年度末までに、研究成果及び研究費使用実績を記載した研究報告書を提出する事と

なっているが制定以降の実績が芳しくなく、機関別認証評価でも指摘を受けており、新しい

仕組みを検討しているところである。 



武蔵野音楽大学 

67 

B．外部資金による研究費 

公的研究費の取扱いを適正に運営・管理するため、「公的研究費の取扱いに関する規則」

を制定している。この規則に基づき、公的研究費に関わる手続きや事務処理を明確かつ統

一的に行うため、総務部総務課に相談窓口を開設し、公的研究費に係る事務処理手続きに

関する本学の研究員（教員）及び学外の研究員（研究分担者）等からの問合せに対応して

いる。 

公的研究費のうち、科研費については適正な執行を図るため、「武蔵野音楽大学科学研究

費取扱規則」を制定し、科研費に関する事務支援として、総務部は主として諸手続き、管

理部は物品に関する事務、経理部は経費の管理、図書館は図書に関する事務等、研究活動

に必要な付帯事務の一切を支援している。また、毎年度、科研費の申請に関する説明会を

開催し、積極的に申請することを推奨している。 

令和 5(2023)年度は、研究代表者として 5 人、学外研究員の研究分担者として 6 人が、

科研費により研究を行っている。 

 

（3）4－4の改善・向上方策（将来計画） 

研究支援に関しては、大学機関別認証評価の第 4 期評価システムへの対応のため、研究

環境に関する調査、研究環境整備・研究倫理に関する規則、研究費の適正利用に関するマ

ニュアル、研究活動への資源配分に関する規則、研究活動に対する RA などの人的支援に

関する規則の制定、そしてこれらを検討する会議体の新設等を検討している。 

 

［基準 4 の自己評価］ 

本学では、大学運営を支えるために、適切な教学の運営体制を構築しており、大学の意

思決定と教学マネジメントにおいて、学長がリーダーシップを発揮できる環境を確立して

いる。大学設置基準等を勘案し、教員・職員を配置している。また、「Ⅰ．建学の精神・大

学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等」に記載の通り、創立者は、本学に勤務

する者全員が、等しく、直接・間接に教育の充実・向上に携わるべきであるとの強い思い

を抱き続け、その思いは現在もなお教職協働の精神として学内に広く深く定着している。 

教員の教育内容の改善・向上のための FD 活動及び職員の資質・能力向上のための SD

活動を、組織的かつ計画的に実施している。 

研究環境は、音楽大学の特性に応じて整備している。 

以上のことから、基準 4「教員・職員」を満たしている。 
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基準 5．経営・管理と財務 

5－1．経営の規律と誠実性 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

（1）5－1の自己判定 

基準項目 5－1 を満たしている。 

 

（2）5－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営規律と誠実性の維持 

学校法人武蔵野音楽学園（以下「本法人」という）の目的を達成するため、教育基本法、

学校教育法及び私立学校法に従い、「武蔵野音楽学園寄附行為」（以下「寄附行為」という）

において、理事会、評議員会に関する事項をはじめ本法人の管理運営に係る事項を定めて

いる。この寄附行為に則り、適正な手続き、方法によって選任された理事及び監事並びに

評議員は、本法人の目的とそれぞれの職責を十分理解し、その任にあたっており、理事会、

評議員会への出席状況も良好である。このように、本法人は、目的の達成と社会的使命の

実現を図るための管理運営体制のもと、寄附行為に則り、誠実な運営に努めている。 

業務の執行については、事務組織の基本となる「武蔵野音楽学園事務組織規則」（以下「事

務組織規則」という）、大学教員組織の基本となる「武蔵野音楽大学教員組織基準」（以下

「大学教員組織基準」という）及び「武蔵野音楽大学部会規則」（以下「大学部会規則」と

いう）において、本法人及び武蔵野音楽大学（以下「本学」という）の組織・職制・事務

分掌を定めている。加えて、服務に関する内部規則等として、「武蔵野音楽学園就業規則」

「武蔵野音楽学園利益相反マネジメント規則」「武蔵野音楽学園公益通報者保護規則」「武

蔵野音楽学園ハラスメント防止規則」「武蔵野音楽学園個人情報の保護に関する規則」「武

蔵野音楽学園特定個人情報取扱規則」等を制定し、これらに則り法人及び大学を運営する

ことで、健全性をもって規律と誠実性を維持している。 

内部規則等については、法令の制定・改正に基づき随時検討の上、適時・適切に制定・

改訂を行っている。そして、内部規則等は、「学校法人武蔵野音楽学園規則集」としてグル

ープウェアで学内に公開している。 

また、本学は自律的なガバナンスを確立し、高い公共性を有する大学としての社会的責

任を果たすため、日本私立大学協会が策定した「私立大学版ガバナンス・コード（第一版）」

を指針として、令和 2(2020)年 10 月 19 日、理事会の承認を経て「武蔵野音楽大学ガバナ

ンス・コード」を制定した。本ガバナンス・コードは、ウェブサイトで公表している。 

加えて、本法人及び本学は、教育研究活動の公共性・公正性を確保し、かつ透明性を高

める観点から、ステークホルダーへの説明責任を果たすため、財務や教育研究の状況をは

じめ、本法人及び本学の活動状況について、ウェブサイト、SNS、印刷物等により、積極

的に情報を公開している。 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

本法人及び本学の業務は、令和 5(2023)年度から令和 11(2029)年度の 7 年間を対象とし
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た、中期計画及び、それに準拠した当該年度の事業計画に基づいて実施されている。 

 中期計画は、令和 11(2029)年の法人創立 100 周年を見据え策定しており、状況・環境の

変化、計画の進捗状況、大学機関別認証評価結果等を踏まえ、毎年度見直し、必要に応じ

て修正・追加等を行うこととしている。 

中期計画及び事業計画は、「武蔵野音楽学園将来構想委員会」（以下「将来構想委員会」と

いう）において、審議され、「武蔵野音楽学園運営協議委員会」の審議を経て、あらかじめ

評議員会の意見を聴いた上で理事会で決定している。 

また、将来構想委員会のもとに重点目標「学生募集」の達成、計画策定（中期計画及び

事業計画）に係る教員及び各部署職員からの意見の収集・意見交換、計画の推進及び進捗

管理のために将来構想小委員会を、さらにその下に学生募集ワーキンググループ、同サブ

ワーキンググループを設置している。 

このように、本学の使命・目的の実現のため、学園中期計画、年度事業計画の策定、及

びそれぞれの計画の進捗状況の確認と次期計画への反映等、組織的・継続的に努力を続け

ている。 

 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

A．環境保全への配慮  

本法人及び本学の中枢である江古田キャンパスの校舎は、建築基準に基づき、学生・教

職員の健康や周辺住民の生活環境に影響を及ぼすことがないよう配慮された上で、平成

29(2017)年 2 月に竣工した。設備設計当時、「無駄のない設備計画」「最先端の ICT、AV 設

備」「キャンパスを支える安全・安心なシステム」「地球環境にやさしいエコキャンパス」

の 4 つを基本コンセプトとして建設され、集中管理による空調システムが採用されている

ほか、LED、節水型衛生器具、人感センサーの採用、使用頻度に応じたガス式と電気式の

エアコンの設置等、エコ・節電に配慮した設備により CO2の削減等にも寄与している。ま

た、コンサートホール、リハーサルホール、レッスン室、練習室は、最適な室内音響を保

った上で、外部への完全防音を維持している。校舎を取囲む多様な樹木は、緑化を目的と

しただけではなく、地域につながる都市型キャンパスを目指して植栽されており、本法人

及び本学は、学生が豊かな学生生活を過ごせることへの配慮と周囲の美観の保持に努めて

いる。 

一方、入間キャンパスは、都心から離れた郊外に位置しており、その広大で緑濃い校地

である。現在は「スポーツ」での利用のみであるが、年間を通してキャンパス内の樹木の

伐採と剪定などを行い、自然環境の保護と美観の保持に加え、危険の排除にも努めている。 

B．人権への配慮 

「武蔵野音楽学園就業規則」（以下「就業規則」という）第 17 条は、職員の遵守事項と

して、その第 13 号に「職場での不適切な言動によって、他人に不利益や不快感を与え、そ

の人権を侵害し、学生生活環境、教育研究環境、職場環境を悪化させないこと。」と規定し、

これに基づき「武蔵野音楽学園ハラスメント防止のための基本方針」と「武蔵野音楽学園

ハラスメント防止規則」（以下「ハラスメント防止規則」という）を制定している。「ハラ

スメント防止規則」においては、各種ハラスメントについての具体的な禁止行為や、ハラ

スメントを未然に防止するための施策を行うことを定めるとともに、教職員や学生からの
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ハラスメントに関する相談や苦情に対応するため、4 人のハラスメント相談員（教職員又

は学生への対応に各 2 人）を配置し、かつ「ハラスメント防止対策委員会」を設置し、随

時、適切に対応できる体制を整えている。実務的には、相談を受けた相談員は、事案の内

容に応じ「ハラスメント防止対策委員会」に報告し、同委員会にて、必要な措置を講じて

いる。 

また、未然防止のための施策としては、「武蔵野音楽大学ハラスメント防止ハンドブック」

を作成し、その内容を全事務職員・専任教員研修会や教授会等において説明し、ハラスメ

ント防止意識の啓発を図っている。 

本法人に、教職員及び学生からのハラスメントに関する相談・苦情に対応する 4 人のハ

ラスメント相談員（教職員への対応、学生への対応各 2 人）、ハラスメント相談員から報告

を受けた事案に対し必要な措置をとる「ハラスメント防止対策委員会」を置いて、ハラス

メントに適切に対応する体制をとっている。 

C．安全配慮と危機管理 

防災警備については、「武蔵野音楽学園防災規則」（以下「防災規則」という）及び「武

蔵野音楽学園防災警備規則」を定め、警備会社（綜合警備保障株式会社 ALSOK）と年間

契約をして、校舎及び校舎周囲の巡視も含めた 24 時間の警備体制を確立している。 

江古田キャンパスは、関係者の安全に配慮した設備・システムとして、ゲリラ豪雨に対

応する充分な雨水貯留槽と非常用電源設備、非常時の照明・コンセント類の保安電源の供

給、収蔵庫等の不活性ガスによる消火設備、誤作動を防ぐスプリンクラー、防犯センサー

及び防犯カメラ等を設置している。また、同キャンパスの換気システムは、確実で安定し

た換気を目的として設計されている。給気・排気ファンによる換気に加え、熱回収による

省エネ効果の高い全熱交換機を設置し、室内の空気を定期的に入れ替えることで二酸化炭

素濃度を薄め、充分な量の新鮮な空気を供給することにより、安心につながる環境を保持

している。 

防災計画、消防計画については、「防災規則」第 7 条に基づき、「武蔵野音楽学園消防計

画」（防災計画を含む）を策定し、緊急事態に備えている。また、関係規則・計画に基づき、

災害や事故等発生時の教職員の基本行動をまとめた「危機管理マニュアル」及び「学生に

関する事故・事件等対応マニュアル」を策定している。これらに基づき、所轄の消防署と

連携のもと、毎年定期的に避難訓練を実施し、併せて、教職員の誘導要領の向上及びマニ

ュアルの実効性について検証している。 

校舎における避難訓練は、基本的に年 1 回、主として関係職員が学生の避難誘導と指導

等に対応しつつ実施することとしている。また、学生レジデンス「Flügel」の避難訓練に

ついては、春期、冬期の年 2 回、行っている。 

さらに、入学時に配付する冊子「学生便覧」に生活上の注意や災害時の行動について記

載しており、さまざまな問題に対する注意事項や地震・火災時の避難行動について、学生

に周知するとともに、「災害時の対応について」と題する避難準備用の冊子を作成し、全学

生に配付し、動画による避難経路を「武蔵野音楽大学ユニバーサルパスポート」にも掲載

し、学生がいつでも閲覧できるようにしている。 

災害用備蓄品についても適宜、入れ替えや数量・内容の見直し等を行っている。 

D．健康への配慮 
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労働安全衛生法に基づき、「武蔵野音楽学園衛生委員会」（以下「衛生委員会」という）

を設置している。「衛生委員会」は月 1 回開催し、定期健康診断やストレスチェックの計

画、衛生に係る労働災害や健康障害の防止のための措置等について審議し、学生・教職員

の健康保持増進を図っている。 

また、本法人の所有する全ての敷地・建物内を全面禁煙とし、良好な学修環境の維持及

び学生・教職員の健康増進に努めている。 

 

（3）5－1の改善・向上方策（将来計画） 

本法人及び本学が公的機関として社会的責務を果たし続けるためには、管理運営体制及

び教学運営体制を的確に構築し、その運用にあたり、組織倫理や社会規範を確実に遵守し

ているところであるが、第４期評価システムへの対応のため、組織倫理に関する規則の制

定、学校教育法施行規則第 172 条の 2 の改正、教学マネジメント指針を参考とした情報の

公表への対応、情報公表に関する規則の制定、私立学校法の改正に伴う関連規則の整備、

内部統制に関する規則・体制の整備、危機管理に関する方針・規則の策定と危機管理マニ

ュアルの更新などを行っていく。 

 

5－2．理事会の機能 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

（1）5－2の自己判定 

基準項目 5－2 を満たしている。 

 

（2）5－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

A．理事会 

理事会は、本法人の最高意思決定機関として法人の重要事項について審議決定する。 

理事の定数は、寄附行為第 5 条第一号で 5～7 人と定めており、その内訳は、同第 8 条

第一号により学長（以下「一号理事」という）、同条第二号により評議員のうちから評議員

会で選任した者（以下「二号理事」という）1 人、同条第三号により本法人に関係のある

顕著な功労者又は学識経験者から理事会で選任された者（以下「三号理事」という）3～5

人としている。 

令和 6(2024)年 5 月 1 日現在、一号理事 1 人、二号理事 1 人、三号理事 3 人（うち 2 人

は外部理事）の合計 5 人を選任している。理事長は、理事総数の過半数の議決により選任

され、本法人を代表してその業務を総理する。 

理事会は、随時理事長が招集し、理事総数の過半数の出席により成立（寄附行為第 16 条

第 3 項）するが、理事の出席状況は良好である。なお、理事会に付議される事項につき、

議案ごとに賛否を記入した書面をもって、あらかじめ意思を表示した者は、出席とみなし

ている（寄附行為第 16 条第 4 項）。 

理事会で審議決定する事項は、法人に関わる人事、教学、運営に関する事項となってい

るが、具体的には、寄附行為及び重要な規則等の制定・改訂、中期計画、事業計画、事業

報告、予算、決算、財産の管理、役員に対する報酬、三号理事の選任、評議員の選任、主
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要人事、学科・課程等の設置・改廃、収容定員変更、学生生徒等納付金の改訂等である。 

B．「武蔵野音楽学園運営協議委員会」 

「武蔵野音楽学園運営協議委員会」（以下「法人運営協議委員会」という）は、理事会・

評議員会に付議する事項を協議するほか、法人の運営に関する迅速かつ適切な意思決定と

執行に資するため、恒常的な業務の執行に関する事項の協議、決定を行っている。 

「法人運営協議委員会」は、理事長、学長、法人部長（総務部長、管理部長、経理部長）、

並びに、法人職員及び有識者の中から理事長が委嘱する者で組織され、原則として毎週 1

回開催し、機動的に詳細な審議ができる体制をとっている。 

「法人運営協議委員会」の協議事項は、「武蔵野音楽学園運営協議委員会規則」第 4 条に

定めている。 

  

（3）5－2の改善・向上方策（将来計画） 

理事会は、今後も関係法令を遵守するとともに寄附行為をはじめとする学内規則の定め

に基づき、厳正に運営を行っていく。現在、令和 7(2025)年 4 月施行の私立学校法への対

応のため、必要な学内規則の準備、手続きを進めている。 

 

5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

（1）5－3の自己判定 

基準項目 5－3 を満たしている。 

 

（2）5－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

本法人及び本学における意思決定及び連携は、《図 5-3-1》記載のとおりである。 
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図 5-3-1 法人・大学意思決定及び連携図 
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事務部門

教 授 会
研 究 科 委 員 会

関係ある
委員会へ

提議
各
委
員
会

各
部
会

提議

提
議

意見

学 長

決
定
事
項
の
周
知

法 人 運 営 協 議 委 員 会
（構成員）

理事長・学長・法人の部長

決定事項

教学部門

大 学 運 営 委 員 会
（構成員）

学長・大学の部館長・
学科長・コース長

意思決定

提議

報告

 

本法人における意思決定は、理事会において行う。理事会は、年間 4 回程度開催されて

おり、緊急を要する案件等が生じた場合は、随時開催することとしている。 

本法人では、法人運営に関する迅速かつ適切な決定と執行に資するため、恒常的な業務

の執行に関する事項の協議、決定は、「法人運営協議委員会」において行っている。「法人

運営協議委員会」には、理事長と理事である学長が構成員となっており、法人と大学との

意思疎通を図るための連携がとれている。その結果、迅速かつ適切な意思決定が可能とな

っているが、 

法人の意思決定事項は、重要事項については、学長から教授会、研究科委員会に対して

報告される。さらに、事務部門の部・館長に対しては大学の教学及び管理運営に関する事

項を協議するために毎週 1 回開催している「大学部館長連絡会」において、課長等に対し

ては「チーフ連絡会」において、それぞれ報告される。こうした情報共有システムが、業

務の実施にあたっての部署間の密接な連携につながっている。 

理事長は、理事会及び「法人運営協議委員会」を通じて問題提起等を行うとともに、検

討事項について、指示・決定する等、リーダーシップを発揮できる体制が整っている。 

学園中期計画及び年度事業計画の策定にあたっては、毎年度、将来を見据えた教育研究

及び各機関の運営上、改善・向上が必要な事項等をくみ上げ、その事項等に応じて「将来

構想委員会」や「法人運営協議委員会」、さらに、評議員会、理事会に諮った上で、それぞ

れの機能に応じて、必要な事項は学園中期計画及び年度事業計画に反映させている。 

 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

A．法人及び大学の各管理運営機関の相互チェック 
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理事長と学長の権限は、寄附行為及び「武蔵野音楽大学学則」（以下「大学学則」という）

により明確に区分している。理事長の権限については、寄附行為第 7 条において「理事長

は、この法人を代表し、その業務を総理する。」と規定し、学長の権限については、大学学

則第 47 条において「学長は校務を掌り所属教職員を統督する。また、各種の委員会を設け

必要事項を諮問することができる。」と規定している。 

この各別の職責に従い、理事長及び学長は、それぞれの立場において権限の執行と責任

を負うことになるが、学長は理事であり、法人に設置する委員会の委員として所属してい

るので、法人と大学の権限の明確な区分のもとに、互いに緊密な連携を保持し、情報を共

有しながら、相互チェックによるガバナンス機能を果たしている。 

B．監事の選任と職務執行 

監事の定数は、寄附行為第 5 条第二号により 2 人と定めており、監事の選任については、

同第 9 条により「この法人の理事、職員（学長、校長、教員その他の職員を含む。）、評議

員又は役員の配偶者若しくは三親等以内の親族以外の者であって理事会において選出した

候補者のうちから、評議員会の同意を得て、理事長が選任する。」と定めている。令和

6(2024)年 5 月 1 日現在、2 人を選任しており、監事の理事会及び評議員会への出席状況は

良好である。 

監事は、「武蔵野音楽学園監事監査規則」に基づき、年度監査計画を策定し、これにより

法人の業務、財産の状況及び理事の業務執行の状況について監査を行い、毎会計年度、監

査報告書を作成して、当該会計年度終了後 2 月以内に理事会及び評議員会に報告している。

また、理事会及び評議員会に毎回出席し、法令及び寄附行為に従い、法人の業務、財産の

状況及び理事の業務執行状況について意見を述べる。さらに、理事会・評議員会以外にも

随時来校し、予算・決算の状況や施設・設備管理、学生の修学状況、学生支援、学生募集、

演奏活動、その他法人及び大学の業務の状況について、担当部長の報告を受け、質疑及び

意見交換等を行っている。 

年 2 回の公認会計士による会計監査においては、期間中これに立会い、会計監査人より

監査状況の報告を受けるとともに、監査の状況や財産の状況等について意見交換・質疑応

答を重ねることにより、本法人及び本学の業務や財産の状況について監査し、十分に監事

の機能を果たしている。 

C．評議員の選任と評議員会の運営 

評議員は、寄附行為第 18 条で定員を 11～15 人とし、本法人に勤務する職員のうちから

3～5 人、武蔵野音楽大学を卒業した者で年齢 25 歳以上の者のうちから 2、3 人、本法人

に特に顕著な功労があった者のうちから 3、4 人、学識経験者のうちから 3、4 人、いずれ

も理事会において選任することを定めている。令和 6(2024)年 5 月 1 日現在、法人職員 4

人、本学卒業者 2 人、功労者 3 人、学識経験者 3 人の合計 12 人を選任している。 

評議員会は、理事長が招集し、評議員総数の過半数の出席により成立（寄附行為第 22 条

第 6 項）するが、評議員の出席状況は良好である。なお、評議員会に付議される事項につ

き、議案ごとに賛否を記入した書面をもって、あらかじめ意思を表示した者は、出席とみ

なしている（寄附行為第 22 条第 7 項）。 

評議員会は、法令及び寄附行為に従い、本法人の予算、事業計画、中期計画、借入金、

基本財産の処分、役員に対する報酬、合併、解散、寄附行為の変更、収益事業、その他本
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法人の業務に関する重要事項であって、寄附行為をもって定めるもの及び理事会で必要と

認めたものについて、あらかじめ理事長からの求めに応じ意見を述べるとともに、本法人

の業務若しくは財産の状況又は役員の業務執行状況について、役員に対し意見を述べ、若

しくは諮問に答え、又は役員から報告を徴することができることとしており、理事会の運

営をチェックする機関として十分に機能している。 

 

（3）5－3の改善・向上方策（将来計画） 

本法人及び本学に関わる管理運営体制は、寄附行為、就業規則、大学学則、大学院学則

その他の内部規則等に基づき整備され、各機関は建学の精神である「〈和〉のこころ」を体

現し意思疎通と連携を行うとともに、適切に相互チェックを行っている。 

私立学校法改正に伴い、評議員会、監事関連に関する規則の整備、会計監査人の導入な

どを準備している。 

また、私立学校法等の関係法令の改正にとどまらず、学校法人及び高等教育機関を取り

巻く環境が急速に変化している現状から、本法人及び本学の学内規則等の改廃等を遺漏な

く行い、適切かつ透明性のあるガバナンスを確立して、各所掌間の一層の意思疎通を図り

迅速かつ円滑な意思決定の機能を保持する。そのためには、法人の全教職員が常にその知

識・技能を向上する意欲が求められる。 

 

5－4．財務基盤と収支 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

（1）5－4の自己判定 

基準項目 5－4 を満たしている。 

（2）5－4の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

 中期財務計画は、本法人の教学、人事、施設、財務等について、各部署との綿密なる擦り合わ

せによって中期的な視点から有効な経営施策を効率的に実行するために策定され理事会承認

のもと有効に機能している。平成 29(2017)年の江古田キャンパスの校舎建替え・入間キャンパス

の機能の江古田キャンパスへの統合、令和 5(2023)年度末の学生レジデンス「Flügel」の竣工・

運用開始など教育研究環境の質の向上を計画的に円滑に実現しており、それらの資金手当てに

ついては計画的に引き当てを行った手元資金を中心に行っている。 

 退職給与引当金は要支給額の 100％を、基本金は要組入額の 100％を組入れている。第 2号

基本金については十分な額を計画的に組入れてきており、第 3 号基本金に対応する「福井直秋

記念奨学基金」及び「演奏活動特別基金」へは基金のより一層の充実を図るため積み増しを行っ

ている。 

それぞれの特定資産に組入れた資金については「武蔵野音楽学園資産運用管理規則」に従い、

平成 31(2019)年に設置した武蔵野音楽学園資産運用委員会にて同委員会規則に則り毎年度

の資産運用方針、保有資産の運用状況、保有資産のリスク状況などについて審議し、理事会の

承認を受け資産運用方針に従い、適時適切に運用している。 

それらは、令和 6(2024)年、本法人が受入れ表明を行った「アセットオーナー・プリンシプル」（令
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和 6(2024)年、内閣官房「新しい資本主義実現本部事務局」が策定・公表した「アセットオーナー

の運用・ガバナンス・リスク管理に係る共通の原則」）に沿った運用状況となっている。 

 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

本法人は無借金経営を長年にわたり維持し、令和 5(2023)年度末における本法人の総資産約

519 億円のうち純資産は約 484 億円と、純資産構成比率は約 93％であり安定した財務基盤を

確立している。 

令和 5(2023)年度の本法人の収支については支出超過ながら、少子化の影響を抑えるべく入

学者選抜の機会を増やすなど学生募集活動を積極化し、学生生徒等納付金は概ね同水準で推移

している。 

学生生徒等納付金収入に次いで収入貢献度の高い資金運用については、前述のとおり、「武蔵

野音楽学園資産運用管理規則」及び「武蔵野音楽学園資産運用委員会規則」に則り適時適切に

実施され運用収入の増加を図っている。 

寄附金については、平成 23(2011)年度以降、文部科学大臣より税額控除制度の適用を受け募

集活動を積極化させ安定的な収入を得ている。平成 30(2018)年度に開始した練馬区内等 4 ヶ

所における収益事業の不動産賃貸収入も引き続き収入貢献の一助としている。 

一方、支出面については、高い教育水準を維持するために必要な予算を講じつつ、全学的な

経費節減に取組み、教職員一人ひとりが細かい点にも経費節減意識を持ち、見積合わせを取る

などして経費節減を徹底している。とりわけ、江古田キャンパスの校舎建て替えや学生レジデ

ンス「Flügel」の建設工事については、第三者の設計会社コストマネジメント部査定により粘り強く価格

交渉を重ね大きな経費削減を行った。 

 

 

（3）5－4の改善・向上方策（将来計画） 

中期財務計画において、在籍学生数の増加、経費・人件費の削減、資産運用収入の増加な

どにより、令和 11(2029)年度の基本金組入前当年度収支差額の収入超過を目指しており、

収入、支出面での不断の努力が引き続き不可欠である。外国人留学生数の更なる増加を含

めた在籍学生数増加策、寄附金収入及び資産運用収入の着実なかさ上げ等をより積極的に

推進し、よりきめ細かく支出節減を行っていく。 

 

5－5．会計 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

（1）5－5の自己判定 

基準項目 5－5 を満たしている。 

 

（2）5－5の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

昭和 46(1971)年に学校法人会計基準が制定されたことを受けて、昭和 47(1972)年に「武

蔵野音楽学園経理規則」（以下「経理規則」という）を制定し、同規則に沿った会計処理を
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行っている。また平成 27(2015)年度に一部改正された新学校法人会計基準に対しても速や

かに「経理規則」を変更して対応している。経理処理において疑問点が生じ判断が難しい

場合には、公認会計士にその都度照会し回答を得たうえで処理することを励行しており、

会計処理を適切に行っている。令和元(2019)年度、収益事業の開始に伴い収益事業会計を

行うこととなり、これについては税理士と相談しながら、適正な会計処理を行っている。

会計年度としては、4 月から翌年 3 月までの年 1 回決算であるが、毎月残高照合を行い、

必要に応じて各月次計算書類を作成して照合し、適正な会計処理を行っている。 

各会計年度の決算書類として、計算書類（資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借

対照表）を作成するにあたっては、公認会計士の指導も受けつつ、学校法人会計基準を遵

守している。 

予算は、各部署から提出された次年度の施設設備計画や購入計画に基づき経理部が原案

を作成し評議員会の意見を聴き、理事会で審議し決定している。必要が生じれば補正予算

を編成している。令和 2(2020)年度、令和 3(2021)年度に補正予算を編成した。 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

本法人の会計監査は、平成 14(2002)年度より毎年度 5 人の公認会計士により、中間監査

は 11 月に 5 日間、期末監査は 4 月から 5 月に 9 日間にわたり、厳正に行われている。 

それぞれの監査期間中には、2 人の監事は会計監査に立会い、監査状況の報告を受けると

ともに、活発な意見交換が行われており、監事による監査機能も十分に発揮されている。 

また、令和 6(2024)年度から内部監査規則を制定した。内部監査は、内部監査員及び補

助者により事業年度毎に作成する監査計画に基づき業務監査、会計監査を実施し、監査終

了後、監査結果報告書を理事長に提出するとともに監事に報告することとなっている。理

事長は、監査の結果を受けて是正又は改善措置を講じることができる。 

 

（3）5－5の改善・向上方策（将来計画） 

令和 7(2025)年 4 月施行の私立学校法及び学校会計基準などの法令改正への対応を行う

とともに、会計処理については、これまでと同様、経理規則をはじめとする諸規則を遵守

し適切に処理を行っていく。 

また、令和 6(2024)年度に内部監査規則を制定したことにより、監事監査、公認会計士

による監査、内部監査の三様監査体制が拡充され、より厳格な監査体制が整った。引き続

き厳正な監査が行われるよう努めていく。 

 

［基準 5 の自己評価］ 

 本法人は、教育基本法、学校教育法及び私立学校法をはじめ関係法令等を遵守し、寄附

行為その他諸規則を制定し、理事長のリーダーシップのもと、使命・目的を達成するため、

適正な運営体制を整備している。 

社会的責務として環境保全、人権、安全配慮・危機管理、健康への配慮等に関する諸規

則を定め、教育研究環境の整備・充実に努めている。また、学園中期計画を策定し、毎年

度進捗状況を確認して必要に応じ追加・修正を行う等、絶えず使命・目的の実現に向けて

継続的努力を行っている。 
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本法人の決定事項のうち重要な事項は、教授会、研究科委員会、「大学部館長連絡会」、

チーフ連絡会を通じて教職員が意思を共有している。大学の状況については、学長が出席

する理事会、評議員会、「法人運営協議委員会」において報告され、本法人が現場の状況を

把握できる体制を整備している。さらに、学長は、法人及び大学双方の会議に出席してお

り、相互チェックの機能性が確保されている。事業内容については、理事会、評議員会及

び監事によって、適切な検証を行っている。 

会計処理は、学校法人会計基準に則り厳正に行われており、公認会計士による監査及び

監事による監査においても大きな問題点はない。 

以上のことから、本法人は経営の規律・誠実性が、担保され健全な財務基盤が確立して

おり、基準 5 を満たしている。 
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基準 6．内部質保証 

6－1．内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

（1）6－1の自己判定 

基準項目 6－1 を満たしている。 

 

（2）6－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

A．内部質保証に関する全学的な方針 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）は、日本私立大学協会の「私立大学版ガバナン

ス・コード」を指針として、令和2(2020)年10月19日開催の理事会における承認を経て、「武

蔵野音楽大学ガバナンス・コード」（以下「ガバナンス・コード」という）を制定した。こ

のガバナンス・コードは、本学のガバナンスのあり方に関する社会に向けた表明であると

ともに、内部質保証のために遵守すべき方針でもある。ガバナンス・コードは、教授会、

全教員・主任以上職員研修会、チーフ連絡会などを通じて、全学的に共有されており、ウ

ェブサイトでも公表している。 

B．内部質保証のための恒常的な組織体制の整備 

本学は、「武蔵野音楽大学学則」（以下「大学学則」という）第4条に自己点検評価につ

いての項目を定めていたが、令和4(2022)年の改正大学設置基準の第1条第3項の趣旨を受

け令和6(2024)年度から項目名を自己点検評価から内部質保証に変更し、教育研究活動等

の状況について自ら点検及び評価を行うものとすること、自己点検・評価、認証評価の結

果を踏まえ、教育研究活動等について不断の見直しを行うことにより、その水準の向上に

努めることを明記した。 

また、令和6(2024)年度の自己点検・評価については、「武蔵野音楽大学自己点検・評価

委員会規則」（以下、「自己点検・評価委員会規則」という）、「自己点検・評価細則」（以下

「自己点検・評価細則」という）に基づき、「自己点検・評価委員会」を中心として、実施

し、内部質保証を行っている。 

「自己点検・評価委員会」は、毎年、「自己点検・評価細則」第2条に定める委員会及び

部会に対し、「会議開催記録」等の作成と提出を求めており、これを自己点検・評価の基礎

資料として、各委員会及び部会の状況を把握している。 

また、「自己点検・評価細則」第3条は、「本委員会は、必要に応じて重要な研究課題、改

善点等については、教授会、研究科委員会、さらには理事会へ提言しその審議を受ける。」

と定め、同第9条は、「理事長及び本学学長は、自己点検・評価の結果に基づいて、改善が

必要と認められるものについては、適切な改善措置を講ずるものとする。」と定めており、

これにより自己点検・評価の結果が反映される仕組みを整えている。 

内部質保証体制については、【図6-1-1】に示すイメージのように教育の質の保証、管理

運営面を含めた大学全体の質の保証について、それぞれの分掌に基づき PDCA サイクルを

機能させ、さらに、令和5(2023)年度に中期計画の在り方を見直した事を機に、毎年の自己

点検・評価の結果を中期計画及び事業計画と連携させるように設計し、恒常的・継続的な

プロセス、システムとして確立している。 
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図6-1-1 大学全体の内部質保証体制図 
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※オレンジ色は、内部質保証体制に特に重要な組織を示す 

※星印は、学長が構成員として含まれる会議体を示す 

 

C．内部質保証のための責任体制 

内部質保証の中心である「自己点検・評価委員会」は、理事長の諮問機関として設置さ

れている。「自己点検・評価委員会」の構成員は、学長（委員長）、部長・館長、学科長で

あり、全学的な視点で自己点検・評価を行うことが可能となっている。自己点検・評価の

結果は、理事長へ報告され、さらに理事長及び学長は、「自己点検・評価細則」第9条に基

づき、改善措置を講ずることができる。 

 

以上のように、内部質保証のための恒常的な組織体制を適切に整備しており、責任体制

も明確になっている。 

 

（3）6－1の改善・向上方策（将来計画） 

 令和 3(2021)年度より、ガバナンス・コードを内部質保証の全学的な方針とし、日本高

等教育評価機構の第 3 期評価システムをベースに内部質保証及び自己点検・評価の体制を

構築し、実施していたが、令和 7(2025)年度からの第 4 期評価システムへの移行や大学設

置基準、私立学校法の改正そして、本学の独自の自己点検・評価のサイクルが令和 7(2025)

年度から新たなサイクルに入ることも踏まえ、内部質保証及び自己点検・評価の体制の改

善・向上を検討している。 
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6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

（1）6－2の自己判定 

基準項目 6－2 を満たしている。 

   

（2）6－2の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

A．内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価 

 本学は、大学学則第 4 条において、「本大学の目的及び使命を達成するために、本学にお

ける教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする」と定め、必要な

細目事項については、「自己点検・評価委員会規則」及び「自己点検・評価実細則」に定め

を設けて、自主的・自律的な自己点検・評価を行っている。 

B．エビデンスに基づく、自己点検・評価の定期的な実施 

本学の自己点検・評価は、「自己点検・評価細則」第 6 条及び第 7 条に則り実施してい

る。令和 2(2020)年度までは、原則 3 年ごとに実施することとしていたが、実施方法の見

直しを図り、令和 3(2021)年 4 月からは毎年度実施し、3 年ごとに報告書を作成すること

とした。 

令和 4(2022)年 3 月の自己点検・評価委員会にて、令和 4(2022)～6(2024)年度の自己点

検・評価の行程案を審議、令和 4(2022)年度、令和 5(2023)年度については自己点検・評価

細則の別表の区分に基づき、令和 3(2021)年度自己点検評価書に記載の改善向上方策に記

載の事項及び大学機関別認証評価にて指摘を受けた事項に対する改善状況について自己点

検・評価を実施し、その結果、足りない部分については、中期計画及び事業計画へ反映し

た。令和 6(2024)年度は、令和 4(2022)年度、令和 5(2023)年度の改善状況も踏まえ、総合

的な自己点検評価書を作成している。 

また、自己点検・評価のためのデータについては、毎年各委員会・部会から提出される

「会議開催記録」や、各部署から提出される基礎データなどを収集しており、エビデンス

に基づく自己点検・評価が実行できる体制を整えている。 

C．自己点検・評価の結果の学内での共有と社会への公表 

これらの自己点検・評価報告書は、教授会、チーフ連絡会、グループウェアで学内共有

され、ウェブサイトで公表している。 

 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

A．現状把握のための十分な調査・データの収集と分析を行える体制の整備 

a．学生による授業評価アンケート 

  実技科目（個人レッスン）とクラス授業に区分して、「学生による授業評価アンケート」

（以下「授業評価アンケート」という）を実施している。「授業評価アンケート」は、「武

蔵野音楽大学 FD 委員会」が実施し、「自己点検・評価委員会」に報告される。各授業の

集計結果は授業担当の各教員に通知され、教員は、結果を分析し、授業改善向上計画書

を作成する。さらに部会長が各部会に所属する教員の作成した改善向上計画書を確認し、
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教育内容・方法の改善・向上を図っている。自由記述については、大学として対応すべ

き内容がある場合、教員へのヒアリングや対応を行っている。また、各教員に提出を求

める授業改善向上計画書において、「授業評価アンケート」の実施方法、質問内容、結果

の活用方法についての提案を記載できる項目を設け、教員の意見を把握・反映できるよ

うにしている。なお、「授業評価アンケート」の結果の概要は、ウェブサイトで公開して

いる。 

b．新入生アンケート 

毎年、新入生を対象とした「新入生アンケート」を実施し、その結果を教育研究及び

学生募集活動等に活用する体制をとっている。 

c．学生満足度調査 

  毎年、学部全学年を対象として、6 つの設問項目と自由記述欄を設定した学生満足度

調査を実施し、その結果を教育内容の充実・改善、学修環境等の整備に活用する体制を

とっている。 

d．IR 体制 

「武蔵野音楽学園事務組織規則」（以下、「事務組織規則」という）第 5 条において、

入学センターが担当する事務として「学生募集に関する企画、運営、分析、評価に関す

ること」「学生募集に関する資料の収集・データの作成に関すること」また、「事務組織

規則」第 6 条において、企画課が担当する事務として「基幹統計調査及び大学制度等に

かかわる調査回答に関すること」「学園の各種情報の収集、分析、調査・統計に関するこ

と」「機関別認証評価の受審に関すること」「自己点検・評価の実施に関すること」を規

定している。各種データは、分掌に応じ、それぞれの部署が保有しており、調査・分析

が必要な場合、同課は、各部署からの所要のデータ提供を受けて調査・分析を行ってい

る。また、学生の個人情報等取扱いに注意が必要なデータに関しては、「学生に係るデー

タの貸出依頼書」に基づき、厳格なデータ管理を行っている。また、一部データについ

ては、グループウェアを通じて学内で共有しており、今後、拡充を予定している。 

e．自己点検・評価のためのデータ収集 

自己点検・評価のためのデータ収集については、「自己点検・評価委員会」の担当部署

である総務部企画課が、各委員会及び各部会、各部署に対し、「自己点検・評価実施要項」

第 2 条、第 5 条に定める「会議開催記録」と基礎データの作成を依頼し、それらの取り

まとめを行い、自己点検・評価に活用している。 

 

以上のように本学は、IR などを活用した十分な調査・データの収集と分析を行っており、

それらに基づき、内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価を実施している。 

 

（3）6－2の改善・向上方策（将来計画） 

本学は、自主的・自律的な自己点検・評価を行っており、IR などを活用した十分な調査・

データの収集と分析も行っている。 

自己点検・評価については、第4期大学評価システム対応のため、自己点検・評価委員会

規則、自己点検評価細則の改正をはじめ、関連規則の改正なども行い、今後も内部質保証

のための自主的・自律的な自己点検・評価を行っていく。 
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6－3．内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 

（1）6－3の自己判定 

基準項目 6－3 を満たしている。 

 

（2）6－3の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCAサイクルの仕組みの

確立とその機能性 

A．三つのポリシーを起点とした教育の内部質保証 

 三つのポリシーを起点とした教育の内部質保証について、本学では、複数の委員会・部

会や部署がそれぞれの分掌に基づき、三つのポリシーを踏まえた PDCA サイクルを機能さ

せている。 

a．学修成果 

学修成果については、基準項目 3-3 に記載の通りである。 

b．教育課程及び授業内容・方法 

大学全体の教育課程、授業の運営、試験及び学業成績に関する事項については、主に

学務部が把握している成績や教育課程の状況といったさまざまなデータを基に、「武蔵

野音楽大学学務委員会」を中心とした審議を行う体制となっている。 

また、学科・コース、更には専攻楽器により特性が異なるため、「武蔵野音楽大学部会

規則」の定めに基づき、各部会が授業及び試験に関すること、科目の評価に関すること

などについて討議を行い、関連する委員会へ提議を行う。さらに各部会は、「3-2-⑤」に

記載した「授業評価アンケート」の結果の活用や、部会ごとに行われる FD 活動により、

教育内容・方法の改善・向上を図っている。 

c．入学者選抜 

入学者選抜については、「武蔵野音楽大学入学者選抜規則」第 6 条に基づき、入学者選

抜の実施の基本事項に関すること、入学者選抜の実施に関すること、入学者選抜の成績

に基づく合格者案の作成に関すること、入学者選抜制度の改善に関することについて、

「入学者選抜委員会」が審議を行っている。 

令和 6(2024)年度、新たに実施した事項としては、総合型選抜と一般選抜の実施回数

の見直しなどが挙げられる 

 

上記の a～c に記載の事項は、必要に応じ「大学運営委員会」の審議を経て、学長が教授

会・研究科委員会の意見を聴き、決定する。更に必要な事項については、「武蔵野音楽学園

運営協議委員会」（以下「法人運営協議委員会」という）及び理事会にも提議し、審議・決

定を行っており、大学全体として三つのポリシーを起点とした教育の内部質保証の PDCA

サイクルとなっている。 

 

B．学園中期計画等を踏まえた大学全体の内部質保証 



武蔵野音楽大学 

84 

a．学園中期計画の策定及び見直し 

 学園中期計画の策定及び見直しは、「武蔵野音楽学園将来構想委員会」（以下「将来構

想委員会」という）を中心として行っている。 

 「武蔵野音楽学園将来構想委員会規則」に基づき、「将来構想委員会」は、理事長から

の諮問を受け、中・長期的な諸課題についての基本的事項の審議を行い、その結果を理

事長が「法人運営協議委員会」に諮った上で理事会に提議し、5 か年の学園中期計画が

策定される。 

学園中期計画は、武蔵野音楽学園の基本理念に基づき、教育の質保証から管理運営ま

でを網羅しており、学園中期計画の着実な実行により、大学全体の内部質保証を図って

いる。 

現在、令和 5(2023)年度から令和 11(2029)年度の 7 年間を対象とした、中期計画を策

定している。また、将来構想委員会のもとに重点目標「学生募集」の達成、計画策定（中

期計画及び事業計画）に係る教員及び各部署職員からの意見の収集・意見交換、計画の

推進及び進捗管理のために将来構想小委員会を設置している。 

b．自己点検・評価、認証評価結果の学園中期計画への反映 

令和 4(2022)年度、令和 5(2023)年度の自己点検・評価では、令和 3(2021)年度に大学

機関別認証評価を受審した際の自己点検評価書に記載の改善・向上方策に記載の事項及

び大学機関別認証評価で指摘を受けた事項について自己点検・評価をしており、その結

果を中期計画及び事業計画へ反映している。 

 

（3）6－3の改善・向上方策（将来計画） 

 大学機関別認証評価の第4期評価システムへの対応のため、「自己点検・評価委員会規則」

「自己点検・評価細則」の改正をはじめ、関連規則の改正なども行って行く、また、基準

項目2-6に記載の学生の意見要望の把握のシステム化、基準項目3-3の学修成果についての

改善、また、学外関係者の意見要望の把握の検討などを行い、内部質保証の機能性を確保

したい。 

 

［基準 6 の自己評価］ 

本学は、「自己点検・評価委員会」を中心とした自主的・自律的な内部質保証のための組

織体制や責任体制を適切に定め、自己点検・評価の実施や IR 等データの活用により、PDCA

サイクルを確立させ運用している。 

大学機関別認証評価の第 4 期評価システムへの対応のために内部質保証の仕組みの改

善・向上を検討しており、今後も効果的な内部質保証を行っていく。 

以上のことから、基準 6 を満たしている。 

 

 

  



武蔵野音楽大学 

85 

Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．演奏活動 

A－1．学修成果の発表の場及び学修の場としての演奏活動 

A-1-① 演奏活動の目的の明確化と適切な運営体制 

A-1-② 演奏会の実施とその成果 

（1）A－1の自己判定 

基準項目 A－1 を満たしている。 

 

（2）A－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-① 演奏活動の目的の明確化と適切な運営体制 

武蔵野音楽大学（以下「本学」という）は、上記の学修成果の発表の場及び学修の場と

して、学内におけるコンサート形式による試験のほか、本学主催で年間約 100 回に及ぶ多

種多様な形態での演奏会を学内外の諸会場で企画・開催している。 

実技を主専攻とする学生は、レッスンを通して演奏技術の向上に励み、真摯に練習を重

ねている。加えて、伴奏法、合奏、合唱等のアンサンブルの科目をそれぞれ履修し、アン

サンブルの技術の修得にも取組んでいる。これらの学修の目的は、演奏家として舞台上で

聴衆を前にし、演奏を安定的に行う能力を身に付けることであり、それには技術・感性・

精神力の練磨と併せ、舞台上での演奏体験を重ねその体験を日々の学修にフィードバック

していくことが重要である。 

また、実技を主専攻としていない音楽総合学科の学生も、演奏会や「ミューズフェステ

ィヴァル」に参画し、それぞれの専攻の学修成果の発表及び学修の機会として、これらの

場を活用している。令和 6(2024)年度より、音楽教育コースにおいて、管楽器、打楽器、弦

楽器専攻の学生のうち希望者が合奏授業を履修できる制度を導入した。ただし、履修の可

否については、入学試験における実技の成績を総合的に検討した上で決定する。これによ

り、当該専攻の学生も合奏を通じた実践的な学修の機会を得ることができるようになった。

アートマネジメントコースでは、「武蔵野音楽大学アートマネジメントコース企画制作公

演」の開催や、学内外の演奏会の運営補助を行っている。これらは、単にアートマネジメ

ントコースの学生が実技を主専攻とする学生の演奏体験を陰で支えているだけでなく、本

コースの学生の企画・制作・運営力が実践を通して培われる場となっており、卒業後にア

ートマネジャーとしての活躍を目指す学生にとって、重要な機会となっている。このほか、

作曲コースの学生においては自らの作品を授業発表や卒業演奏会で発表するなど、コース・

専攻に違いはあっても、音楽を学ぶ学生として、演奏会等にそれぞれの形で参画し、これ

らを日頃の学修成果の発表の場及び学修の場としている。 

本学の演奏会の運営については、演奏部が中心となり企画・立案を行い、「武蔵野音楽大

学演奏委員会」（以下「演奏委員会」という）で審議を行い、学長が必要と判断した場合に

「武蔵野音楽大学運営委員会」（以下「大学運営委員会」という）の審議、その中で特に重

要なものについては、さらに、教授会、研究科委員会の審議を加え、学長の承認を得た上

で実施している。 

また、令和2(2020)年度から管弦楽（オーケストラ）・吹奏楽それぞれの運営ワーキング
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グループの必要性が教員より提起され、学長の決裁を受けて設置された。管弦楽（オーケ

ストラ）と吹奏楽の授業の運営や演奏会のプログラムの検討に関して、以前は、当該授業

の指導者・指揮者を中心に協議されていたが、第一線で活躍する管・打・弦楽器担当教員

を加えたワーキンググループを組織することにより、各教員の持つ豊かな経験やアイディ

アを結集し、合奏授業が中長期的によりよい方向性を持てるよう具体的方策を継続的に検

討できることとなり、これを有効に機能させている。 

なお、本学では、海外演奏旅行の渡航費等の一部は学生負担となっているが、それ以外

の海外演奏旅行諸経費や、国内演奏旅行を含む国内の全ての演奏活動諸経費は大学が負担

している。さらに学生は本学主催の演奏会、教員・演奏家による公開講座について入場料

を無料としており、演奏への参加だけではなく、さまざまな演奏を聴く機会も積極的に提

供している。 

 

A-1-② 演奏会の実施とその成果 

A．定期演奏会、学生によるコンサート等 

本学が例年開催する学生による演奏会として、「武蔵野音楽大学管弦楽団演奏会」「武

蔵野音楽大学ウィンドアンサンブル演奏会」「武蔵野音楽大学室内合唱団演奏会」「ニュ

ー・ストリーム・コンサート～ヴィルトゥオーゾコース演奏会～」「室内楽演奏会」「卒

業演奏会」等がある。 

また、近年は、「学生による演奏会」「公開リハーサル」「授業発表」など学生の発表の場を増

やしている。試験や演奏会のほかにも、毎年2日間にわたって開催される「ミューズフェス

ティヴァル（学園祭）」において、終日、大・小約50団体に及ぶ学生による演奏が行われ

ている。「ミューズフェスティヴァル」は課外活動ではあるが、学生が、日頃の学修で身

に付けた技術や表現力を思う存分発揮できる機会となっている。 

令和6(2024)年度については、特別オペラ公演「メノッティ作曲《ヘルプ！ヘルプ！宇宙

人が襲ってきた！》」を開催し、教員、卒業生をはじめ多くの学生が公演に携わった。 

これらの演奏会は、学生の学修成果の発表の場及び学修の場として、十分その目的を達

成して成果を挙げているとともに、音楽文化の普及・向上に貢献している。 

B．演奏旅行・国際交流 

本学では、国内外でオーケストラ、ウィンドアンサンブルなどの演奏旅行を行っている。 

国内の演奏旅行は、「武蔵野音楽大学同窓会」（以下「同窓会」という）の協力・支援

のもと、「武蔵野音楽大学管弦楽団」（以下「本学管弦楽団」という）や「武蔵野音楽大

学ウィンドアンサンブル（吹奏楽団）」（以下「本学ウィンドアンサンブル」という）」

による国内演奏旅行を毎年開催している。 

令和6(2024)年度は、通常の「本学管弦楽団」「本学ウィンドアンサンブル」の演奏旅行

に加え、同窓会岡山県支部からの依頼により「同窓会岡山県支部創立60周年記念演奏会」

に「武蔵野音楽大学室内合唱団（以下「本学室内合唱団」という）」を室内合唱団岡山演

奏旅行として派遣した。 

海外演奏旅行については、本学管弦楽団が、昭和52(1977)年に西ドイツ・ボン市におい

て開催された「ベートーヴェン没後150周年記念祭」への参加を果たして以来、本学管弦楽

団、本学ウィンドアンサンブル及び「武蔵野音楽大学室内合唱団」は、ドイツ、オースト
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リア、ハンガリー、アメリカ、台湾の主要都市で、海外演奏旅行を行ってきた。 

また、大学間の交流において、「日本・ハンガリー国交回復50周年記念事業」の交歓演奏

のため、リスト音楽院管弦楽団（ハンガリー）を日本へ招待し都内2か所を含む4会場で本

学主催の演奏会を開催、ジュリアード音楽院（アメリカ）、国立台北芸術大学、国立台湾師

範大学（台湾）、チューリッヒ芸術大学（スイス）等、著名大学の演奏団体を本学へ招いて

演奏会を開催し、交流を深めた。 

さらに、令和元(2019)年10月には、「日本・ハンガリー外交関係開設150周年 武蔵野音楽

学園創立90周年 ジュール・フィルハーモニー管弦楽団創立125周年」を同時に記念し、本

学ベートーヴェンホールにおいて「ジュール・フィルハーモニー管弦楽団演奏会」を開催

した。 

長年にわたる諸外国との文化交流・国際親善に努力を傾けてきた結果、多くの国々の公

的機関や大学から、それぞれの国を代表する作曲家の像を寄贈されており、現在、江古田

キャンパス内に11体、入間キャンパス内に2体、計13体設置されている。 

しかしながら、コロナ禍以降の世界情勢や治安により学生の安全の確保が難しくなって

いる事や昨今の円安、世界的なインフレによる費用の高騰等の事情により、近年、海外演

奏旅行の実施が困難となっているが、前述の「A.定期演奏会、学生によるコンサート等」

や後述の「C．社会貢献・地域連携等」による演奏者派遣などにより学生の演奏の場を充実

させているほか、来日している著名な演奏家の対応が可能な場合に学生をモデルとしたミ

ニクリニックを開催するなどの対応を行っている。 

これらの演奏会は、学生の学修成果の発表の場及び学修の場として、十分その目的を達

成して成果を挙げているとともに、開催地域の音楽文化の普及・向上に貢献している。 

C．社会貢献・地域連携等 

今日の社会的な要請に従って、大学のキャンパスに近い自治体や、警察署、病院等との

連携のもと、学外での演奏会の実施や、演奏者派遣による演奏活動を行っている。 

また、本学ウィンドアンサンブルは、創設以来その研究の対象を主として吹奏楽のオリ

ジナル曲に置いており、毎回、コンサートのプログラムから何曲かを収録し、LP・CD と

して制作し、継続的なリリースをしてきた。 

昭和 54(1979)年に初めてリリースをして以来、これまでに収録した曲は、多くの日本初

演曲、世界初演曲を含む全 213 曲に及び、リリースをした 26 枚の LP・CD は、全国の吹

奏楽団や中・高等学校の吹奏楽部等で広く聴かれ、高く評価されている。 

これらの収録曲のうち、本学ウィンドアンサンブルの演奏が日本初演にあたる A.リード

作曲「アルメニアン・ダンス（パート 2）」、D.R.ホルジンガー作曲「春になって王たちが

戦いに出るに及んで」等のように、今では日本の吹奏楽団のプログラムの中で定番となっ

ている曲も少なくない。また、本学が世界初演を行ったジルー作曲交響曲第 4 番「ブック

マークス・フロム・ジャパン」やヴァルチック作曲「イロァ・イロァ」等は、現在アメリ

カでも広く演奏されている。 

過去の音源については、「Naxos」や「Spotify」といった音楽配信サイトでの配信も行わ

れている。 

これらの社会的な要請に応える演奏やCD等の収録・リリースは、学生の学修成果の発表

の場及び学修の場として、十分その目的を達成して成果を挙げているとともに、音楽文化
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の普及・向上に貢献している。 

 

（3）A－1の改善・向上方策（将来計画） 

前述のとおり、本学ではさまざまな演奏機会を設けており、学修成果の発表の場及び学

修の場としての演奏活動を十分に行っている。現在、令和 11(2029)年度に武蔵野音楽学園

創立 100 周年に向けて演奏活動の充実を計画している。 

 

［基準 Aの自己評価］ 

本学が開催する演奏会は、学生の学修成果の発表の場及び学修の場である。これらの演

奏会の企画・運営については、演奏部を中心に行っており、所定の手続きを経て学長の承

認を得た上で実施している。 

演奏会は、コンサート形式の試験を含めると年間150回に及び、管弦楽、吹奏楽、合唱、

オペラ等、学生の専攻に応じてさまざまな形態と規模で開催されており、これらを通じて

学生は、演奏技術、表現力はもちろんのこと、聴衆を前にして安定的な演奏を行う能力を

修得している。これらの演奏会は、本学の4つのコンサートホールと首都圏の著名な演奏会

場に加え、各地域で活動を展開する同窓会との連携によって、全国各地で開催されている。

これら全ての経験から、学生は演奏への確かな自信を獲得し、卒業後の演奏活動、留学、

進学、あるいは就職といったそれぞれの場で、その成果を生かしている。 

本学が開催する演奏会は、「音楽芸術の研鑽」という本学の教育方針のもと、学生・教職

員が、長年にわたり総力を挙げて継続してきた活動実績であり、学修成果発表の場及び学

修の場として重要な機会であると同時に、その成果は我が国の音楽文化発展に寄与するも

のである。 

以上のことから、基準Aを満たしている。 
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基準 B．武蔵野音楽大学楽器ミュージアム 

B－1．武蔵野音楽大学楽器ミュージアムの運営・管理と諸活動 

B-1-① 武蔵野音楽大学楽器ミュージアムのコンセプトの明確化 

B-1-② 武蔵野音楽大学楽器ミュージアムの適切な運営・管理体制と諸活動 

（1）B－1の自己判定 

基準項目 B－1 を満たしている。 

 

（2）B－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

B-1-① 武蔵野音楽大学楽器ミュージアムのコンセプトの明確化 

武蔵野音楽大学では、昭和 28(1953)年から楽器の収集を続け、昭和 35(1960)年に江古田

キャンパス内に「楽器陳列室」を設置、そして昭和 42(1967)年に「武蔵野音楽大学楽器博

物館」（以下「楽器博物館」という）として改組、開館し、広く一般に大学の資料を公開し

てきた。さらに、昭和 53(1978)年には入間キャンパスに楽器博物館が、平成 5(1993)年に

は武蔵野音楽学園の附属施設であるパルナソス多摩楽器展示室が開設された。この楽器博

物館は、我が国最初の楽器博物館であるとともに、その所蔵数は 5,900 点を超え、現在な

お我が国最大の楽器博物館と位置付けられている。なお、入間キャンパス楽器博物館は、

で閉館し、現在は楽器資料の収蔵庫としての役割を果たしている（入間キャンパス楽器収

蔵庫の総面積は 650.2 ㎡）。 

本楽器博物館は、令和 3(2021)年度、江古田キャンパス内の中央という好立地において、

「武蔵野音楽大学楽器ミュージアム」（以下「楽器ミュージアム」という）と改称し、新た

な楽器文化の発信地としてリニューアルオープンした。（事務室・収蔵庫・作業室を含む総

面積は 950 ㎡）。楽器ミュージアムのコンセプトは、《表 B-1-1》記載のとおりである。 

表 B-1-1 楽器ミュージアムのコンセプト 

１ 我が国最大の所蔵数を誇る世界的に希少な楽器資料及び楽器関連資料を、安全に後世に伝える。 

西洋楽器のみならず、日本の楽器、世界の民族楽器などの楽器資料のほか、楽器附属品、装置・器具類、

その他音楽資料を広く所蔵する。それら希少な資料を後世に伝えるために、完全空調の収蔵庫・展示室の

環境により理想的な所蔵環境を維持する。 

２ 高度な教育研究機関として、世界の音楽文化に対する学内外の研究に寄与する。 

大学博物館として、所蔵資料約 30 万点を誇る大学図書館、大学指導陣といった物的・人的資源を活用

し、高等教育機関としての専門的な教育研究に対応可能な資料を整備する。 

３ 一般の対象者への教育普及活動を充実させる。 

学内コンサートホール、教室等を活用し、さまざまな年齢、興味の対象に対応できる、だれにとってもわ

かりやすく、親しみの持てるような博物館として教育事業を展開する。 

 

B-1-② 武蔵野音楽大学楽器ミュージアムの適切な運営・管理体制と諸活動 

A．施設管理 

a．館内空調 

世界的にも希少な楽器資料を安全に後世に伝えるために、展示室・収蔵庫の環境には

万全を期している。展示室及び収蔵庫内は、空冷ヒートポンプチラー方式及び空調機に

より、変温恒湿の空調システムが採用され、24 時間 365 日理想的な環境を維持してい

る。 

また、施設内の各所には最新式の電子温湿度記録計が設置され、各室のデータはリア
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ルタイムでミュージアム事務室に送られ、常時環境状態を把握している。 

b．地震対策 

完全耐震構造の建物はもちろん、展示室内の資料はテグスにより固定され、転倒防止

に万全を期している。また、収蔵庫の棚は固定され、資料の落下防止に努めている。 

c．防犯対策 

展示スペース各所に防犯カメラを設置し、十分な防犯対策をしている。また、来館者

は全て受付を通り、荷物などはコインロッカーに預けることができる。 

B．収集活動 

楽器ミュージアムは、長い歴史の中で多くの寄贈と購入により資料の収集を行ってきた。

寄贈者の数は 376 人に上り、個人のほか、イラン政府やハンガリー大使館のような外国機

関、国内の法人からの寄贈も少なくない。 

C．展示活動 

a. 館内展示 

  a-1 江古田キャンパス楽器ミュージアム 

展示室は楽器の種類によって 4 ゾーン（鍵盤楽器展示室 290.31 ㎡、管弦打楽器展示

室 145.79 ㎡、日本の楽器展示室 139.75 ㎡、世界の民族楽器展示室 157.71 ㎡）に分け

られ、それぞれ異なったデザインを有している。各展示室の展示内容は下記のとおりで

ある。 

［鍵盤楽器展示室］ 

4 ゾーンのうち最大のスペースを持つ鍵盤楽器展示室には、ピアノ誕生以前の鍵盤楽

器、グランドピアノ、スクエアピアノ、アップライト・変形ピアノといったエリアごと

に、歴史的変遷を辿る展示がなされている。また、「クララ・シューマン自身が愛用した

グランドピアノ」「ナポレオンⅢ世の結婚祝品としてイギリスのヴィクトリア女王が贈

呈したピアノ」など、世界的にも希少な歴史的価値の高い資料を身近に見ることができ

る。さらに現存する国産第一号のパイプオルガンや、我が国初期のリードオルガンなど、

多様な鍵盤楽器が展示されている。 

［管弦打楽器展示室］ 

ヨーロッパの管弦打楽器を展示したこのゾーンは、弦楽器、管楽器、打楽器が分類展

示され、各種楽器の歴史的変遷が学べる。木管楽器の体系的コレクションや現在の形を

整える以前の歴史的金管打楽器群、またヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの銘器や、木

管楽器セットなど、名品の数々が展示されている。 

［日本の楽器展示室］ 

我が国の楽器博物館として、誇るべき日本音楽の価値を内外に発信する。雅楽、琵琶

楽といったジャンル別の展示のほか、本館開館の契機となった水野佐平氏寄贈の歴史的

名器を「水野コレクション」として別エリアで展示している。このエリアでは、仙台藩

伊達家の宝物第 1 号であり、平安・鎌倉時代のものと推定される笙や、華やかな装飾が

施された江戸時代の箏など、歴史的かつ美術工芸品としても高く評価される資料を見る

ことができる。 
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［世界の民族楽器展示室］ 

東アジア、東南アジア、南アジア、西アジア・北アフリカ、アフリカ、ヨーロッパ、

アメリカ・オセアニア」の７つのエリアで構成されている。各エリアには、その地域の民

族が使用する代表的な楽器のほか、近年は失われつつある少数民族の使用する希少な楽器

が展示されている。 

a-2 パルナソス多摩楽器展示室 

  楽器展示室(65 ㎡)では、地域別、楽器分類別視点から、テーマに沿った所蔵資料の企

画展を年 1 回行っているほか、常設展示としてヨーロッパの歴史的管弦楽器を展示して

いる。 

b.他館へ資料貸出 

 ・平成 27(2015)年 8 月 3 日～20 日 ホテルオークラ東京 「第 21 回秘蔵の名品 ア

ートコレクション展」笙(A888)、楽琵琶(A1050)、掛け軸(三幅対)(E258) 

 ・平成 29(2017)年 11 月 1 日～6 日 日本弦楽器製作者協会 「第 60 回 2017 弦楽

器フェア」ヴァイオリン(A558、A3607、A3608)、ヴィオラ(A3609)、チェロ(A3610) 

 ・令和 4(2022)年 7 月 16 日～9 月 11 日 港区立郷土歴史館 「Life with ネコ展」三

味線(A3021)、ネコ皮(B469)、イヌ皮(B471) 

 ・令和 5(2023)年 3 月 18 日～5 月 7 日 千葉市科学館「へんな楽器展」角笛（A2935） 

 ・令和 6(2024)年 11 月 2 日～12 月 8 日 根津美術館「特別展 百草蒔絵薬箪笥と飯

塚桃葉（仮称）」龍笛、高麗笛及び合筒(A1339, A1340) 

D．教育普及活動 

a．学内の教育活動 

学内の教育活動として、「博物館資料論」「博物館資料保存論」などの授業のために所

蔵資料を提供するとともに、年に数回「音楽総合演習」や「アートマネジメント研究」

などの授業で見学会を実施してきた。また、「さまざまな音楽の演奏実践」の授業で、ヴ

ィオラ・ダ・ガンバなどの西洋古楽器、箏及び雅楽の楽器類を活用しているほか、本学

演奏会において、所蔵楽器の貸出や協力を行っている。 

学芸員実習では、毎年多数の本学学生が実習を行っており、大学博物館としての役割

を担っている。さらに、教育内容の充実化を図るため、令和 6(2024)年度より、学芸員実

習の一部をミューズフェスティヴァルの特別開館にあわせて行うこととした。これによ

り、「ワークショップ」や「館内ガイドツアー」といった博物館の主要業務のひとつであ

る「公開・教育普及活動」を、実際に学生が体験できるようになり、大学施設を活用し

たより実践的な教育活動が展開できることとなった。 

b．一般への普及活動 

学外に対しては、広く一般に公開し、楽器文化の普及活動を行っている。 

令和 3(2021)年 12 月にリニューアルオープンした後、コロナ禍の状況を見ながら、段

階的に学内外への公開範囲を拡大してきた。令和 4(2022)年以降、毎年 2,000 人以上の

見学者を受け入れ、さらに、令和 5(2023)年 7 月より、館員による解説を伴う団体見学

の受入れを再開し、現在、年 20 件以上の見学ガイドツアーを実施している。 

音楽文化の普及活動としては、各マスメディアへの協力・資料提供のほか、美術館・

博物館などの企画展示に所蔵資料の貸出を行ってきた。また、平成 25(2013)年より入間



武蔵野音楽大学 

92 

市教育委員会との共催で「子ども音楽大学いるま」を開催し、令和 6(2024)年第 10 回目

を実施した。さらに、東京都教育委員会設立の財団法人、「東京学校支援機構」への協力

として、パルナソス多摩楽器展示室よりオンライン模擬授業を行った（令和 3(2021)年）。 

c.視覚障害者のためのガイドブック製作 

令和 6(2024)年、ユニバーサルミュージアムの実現を目指して、また、大学の障害者

支援の観点から、「視覚障害者のための館内ガイドブック」の製作を実施した。特徴は文

字印刷に点字を透明シートで重ねたことで、晴眼者と障害者がともに同じものを共有で

きるよう工夫している。 

d.武蔵野音楽大学図書館との連携 

広く地域に還元する目的で、図書館と連携し、近隣の児童を対象に、練馬区教育委員

会委託講座「ねりま遊遊スクール」で、「音楽の楽しさ面白さを知るきっかけ」となるイ

ベントを令和 7(2025)年度に実施すべく、現在計画中である。 

E．調査研究活動 

 a.博物館としての研究活動 

博物館としての研究実績は次のとおりである。 

製作：『武蔵野音楽大学楽器博物館目録』1～8 巻 

『武蔵野音楽大学楽器博物館研究報告』1～11 巻 

論文：『武蔵野音楽大学研究紀要』 

第 40 号（平成 20(2008)年）「武蔵野音楽大学楽器陳列室の開設について—開設

者福井直秋の教育観 を中心に—」、第 43 号（平成 23(2011)年）「水野コレクシ

ョンの古笙『節摺』の形態に関する一考察-武蔵野音楽大学所蔵の他の笙との比

較を通して—」、第 47 号（平成 27(2015)年）「18～19 世紀のクラシック音楽の

楽器における音量と寸法の変化に関する調査」、第 52 号（令和 2(2020)年）「楽

器博物館における音楽教育の意義－アクティブラーニングの取組みを通して—」 

第 54 号（令和 4(2022)年）「康光・太助の箏調査報告―武蔵野音楽大学楽器ミ

ュージアムコレクションを中心に―」「第 55 号（令和 5(2023)年）「福井直秋作

曲の校歌をめぐって 

口頭発表：「第 25 回 ICOM（国際博物館会議）京都大会」（令和元(2019)年） 

     “The significance of traditional Japanese music education at a musical 

instruments museum” 

F．広報活動 

楽器ミュージアムの広報活動として、長年、多数のメディアの取材を受けてきた。近年の

取材では、NHK‐E テレビ『ららら♪クラシック』、テレビ朝日『題名のない音楽会』など

が挙げられる。所蔵資料の紹介のほか、これらの活動を通じて音楽に関する疑問などをわか

りやすく解説することで、音楽文化の普及にも貢献している。 

楽器ミュージアム販売物としては、前述の石のチャイムの CD と目録のほか、写真集

『カレイドスコープ』や、所蔵楽器をわかりやすく紹介した本『楽器万華鏡－世界の美

しき音の器たち 武蔵野音楽大学楽器博物館編』、絵葉書などがある。 
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（3）B－1の改善・向上方策（将来計画） 

本ミュージアムの最大の特長は、資料の所蔵数の多さと幅広さにある。我が国初の楽器

博物館として設立し、その後、積極的に収集した結果、我が国最大の所蔵資料を有する楽

器博物館として発展した。これらの膨大な楽器コレクションは、博物館の真髄でもある「実

物教育」として、主に教育現場、研究分野で活かされ、長年学内外の音楽文化の研究に寄

与してきた。 

 この度のリニューアルに伴い、従来の博物館活動を継続しつつ、今後はさらにミュージ

アムの活用に重点を置き、新たな活動を展開させ、より充実した博物館を築くことを目指

していく。新たに取組む活動としては次のとおりである。 

A. 展示の改善（画像や音源の展示活用）及び展示資料リストの作成 

ユニバーサルミュージアムの観点から、画像や音源を展示に活用して、障害者や子ども

などすべての人にとってよりわかりやすい展示を目指す。また、見学者が展示資料につ

いての基本的な理解が得られるように、「展示資料リスト」を作成し、展示資料の基本

情報を提供する。 

B. 入間キャンパス楽器収蔵庫の再整備 

所蔵資料の約 7 割が保管されている入間キャンパス収蔵庫を再整備する。第一段階とし

て、既存の展示ケースを収納棚として利用し、収納スペース全体を拡張する。第二段階

として、資料を種別に分類して整理する。これにより、資料が活用しやすい環境を整備

する。 

C. IPM（ Integrated Pest Management 総合的有害生物管理）の導入 

博物館に資料保存の観点から、IPMの導入を検討する。世界共通の音楽文化遺産で

ある希少な楽器資料を、後世に永く安全に遺すため、また、環境問題への配慮が求

められる昨今において、薬剤による燻蒸に頼らずに行うIPMの導入は、博物館界全

般においても、重要な取組みとして、この十数年注目を集めている。日頃の点検活

動を強化することで、資料保存に適する環境の維持を目指し、予防的措置を講じて

いく。 

 

［基準Bの自己評価］ 

コンセプト 1 にあるように、楽器ミュージアムは、博物館に適した空調設備の導入によ

り、所蔵資料を安全に維持保管する環境を整備している。また、コンセプト 2 にあるよう

に、資料は多くの授業に活用され、学外の研究にも資料提供などの協力をしている。さら

に、コンセプト 3 の一般への教育普及活動においては、練馬区や入間市の講座に代表され

るように、楽器文化の一般への普及に貢献している。加えて、新たな施設設備では、徹底

した地震対策、防犯対策を講じている。このように、明確なコンセプトに沿った適切な運

営・管理体制のもと、さまざまな活動を行い、我が国を代表する楽器博物館としての使命

を果たしている。 

資料の受入れから調査研究、教育普及活動に至るまで、従前の活動を更に発展させ、音

楽文化振興に寄与していく。 

以上のことから、基準 B を満たしている。
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Ⅴ．特記事項 

1．生涯学習プログラムの実施 

本学では、生涯学習プログラムとして、武蔵野音楽大学別科（以下「別科」という）の

設置のほか、免許法認定講習、音楽指導者セミナーを開講して、幅広いニーズに応えてい

る。 

別科は、生涯学習や進学・留学準備等、多様な学びの需要に応えるために、幅広い年齢

層を対象に、実技の個人レッスンと基礎的な関連科目である「音楽理論」「西洋音楽史」を

教授し、その能力の向上を図ることを目的としている。出願資格は高等学校若しくは中等

教育学校卒業以上、又は学校教育における 12 年以上の課程を修了した者、及び入学の前

月までに卒業（修了）見込みの者とし、実技試験と面接試験で入学者を選抜する。修業年

限は 1 年とし、再度受験し合格した場合には、更に修業を可能としている（通算 4 年間）。 

免許法認定講習は、昭和 50(1975)年度から、毎年、文部科学大臣の認定を受け、現職の

教員を対象として開講している。中学校・高等学校の「音楽」の 2 種免許状から 1 種免許

状への上級資格取得、又は他教科教員が「音楽」の教員免許状の資格を取得できる。音楽

の教科及び教科の指導法に関する科目の合計 7 科目（各科目 2 単位）を開講し、この中か

ら 2 科目 4 単位まで修得することができる。 

音楽指導者セミナーは、令和 4(2022)年度から音楽の指導者や小学校・中学校・高等学

校の教員を対象とし、ピアノ・声楽・合奏・合唱の指導法や音楽史、教材研究などについ

て講座を行っている。開始以降、延べ 1,449 人が受講している。また、音楽指導者セミナ

ーだけでなく、学生募イベントの一つであるステップアップレッスンと同時に「指導者の

ための特別講座」を実施しており、これらの活動を通じて、教育現場を通じた音楽文化の

向上・発展に寄与している。 

2．公開講座の実施 

本学では、文化芸術の振興に寄与するため、公開講座を実施している。広く社会へ向け

て公開するとともに、本学学生は無料で聴講することができる。近年では、坂東玉三郎特

別招聘教授等の本学教員のみならず、ケマル・ゲキチ、ペテル・ミハリツァ、グジェゴシ

ュ・ニェムチュク、ロバート・ダヴィドヴィッチ、オレグ・クリサ、ボストン・ブラス、

ヨーコ・ハルヤンネ、マーク・グローウェルズ等、世界で活躍する演奏家・音楽学者を招

いて実施している。 

3．武蔵野音楽大学同窓会との連携による卒業生支援・社会貢献 

全国に各都道府県を単位とする(ただし北海道は東･北･中央･南の 4 支部に分割、東京都

は本部があるため東京支部は置かない。)計 49 の支部と、海外に台湾・韓国・シンガポー

ルの支部を持つ「武蔵野音楽大学同窓会」（以下「同窓会」という）は、本学を支援する組

織であるだけでなく、現地の卒業生が研究や演奏活動を継続する重要な場であり、同時に

地域の文化発展にも広く寄与している。本学では国内外各地の同窓会支部と連携し、各地

域の卒業生を支援するとともに、音楽文化発展の一翼を担うべく、演奏者・講師等の派遣、

演奏会・公開講座等を実施している。 

 


